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ガバナンスを「統治」と訳してよいのか

alternative eyes 43 編集長・森  摂

しい言葉が沢山あります。「コンプライアンスは法

令順守だけではない」ことは、CSR検定３級テキス

トでも詳述しました。

SDGｓは「持続可能な開発」と訳しますが、果たし

てそれで良いのでしょうか。開発だと山を切り崩し、

ダムや道路をつくるイメージが先行します（もちろん

開発も社会インフラという意味では大事です）。

Developmentは「開発」よりむしろ、「発展」と訳

した方が良かったでしょう。生態系を含めたあらゆ

るステークホルダーにとって、健全で安定した状態

を保持し、それを長く続けていくのがサステナビリ

ティです。

今号48ページにも出てきますが、デューデリジェ

ンス（Due Diligence, DD）という言葉も理解しに

くい言葉です。dueとは「当然すべき」という形容詞で、

diligenceとは勤勉や努力の意味です。つまり「当然

の努力義務」と捉
とら

えてよいでしょう。

DDはもともと、企業買収などで、投資先の価値

や隠れたリスクなどを調査することを指します。人

権DDは、人権課題に対する企業としての適切で継

続的な「当然の努力義務」のことです。特にサプライ

チェーンや社内における人権への負の影響とリスク

を特定し、分析・評価して適切な対策を策定・実行

することを指します。「当然の努力義務」とは、「隠れ

たところまでしっかり見る」という意味が込められ

ていると感じます。

人権DDも最近、メディアで目にすることが増えて

きました。サステナ領域ではこのように新しい言葉

が日々、出てきます。オルタナのミッションは、こう

した新しい言葉を分かりやすく伝えることです。

オルタナ70号をお届けします。今号の第一特集は

「外形のガバナンス/内面のガバナンス」です。それ

にしても、コーポレートガバナンスを「企業統治」と

訳してよいものか、ずっと悩んできました。

本文でも触れましたが、ガバナンスの語源はラテ

ン語の「guberno」で、その原義は「（船の）舵を取る」

ことです。つまり、「統治すること」が目的ではない

のです。

船の行く先（企業にとってのゴール）を見定め、天候

（社会や経済）の変化を察知し、船員（従業員）に伝え、

目的地に着くことです。その結果として、組織が安定

するのです。

企業統治というと、従業員たちを社内規則で縛り、

行動を規制し、内部通報させるイメージもあります。

しかし、「北風と太陽」の逸話のように、ガバナンス

の太陽政策もあり得るはずです。そこで、新しい「５

つのP」という概念を提唱しました。「パーパス」「心

理的安全性」「プライド」「個人の主体性」「参加意

識」の５つです。

10年ほど前、元サッカー日本代表監督の岡田武史

さんにインタビューした時、「ゾーン」が大事だと強

調しておられました。

監督は「攻める時には、ボールを外に出せ」と言い

ます。しかし、センターにスペースがあるのに、外

に出してしまうことがあるのです。スペースがある

なら、脊髄反射的に中に打てと。

ただし、「ゾーン」に至るには、監督と選手が思い

を共有することが大切です。その感覚が、新「５つの

P」に共通するような気がします。

そもそも、サステナビリティ領域には、和訳が難
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温
暖
化
と
豪
雨
災
害

２
０
２
２
年
、
イ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中

国
な
ど
世
界
各
地
で
猛
烈
な
雨
が
降
り
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
日
本
で
も
数
十
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
豪
雨
が
頻
発
し
人
々
を
苦
し
め

る
。
原
因
の
一
つ
に
は
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と

い
う
。
大
気
中
の
水
蒸
気
が
増
加
し
た
こ
と
で
降
雨

量
が
増
加
し
た
と
い
う
も
の
だ
。

結
論
付
け
る
に
は
ま
だ
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
る

も
の
の
、
日
本
で
の
降
水
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
写
真
は
２
０
２
２
年
８
月
３
日
に
東

北
で
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
崩
落
し
た
道
路（
山
形

県
飯
豊
町
）。�

（
文
・
写
真
＝
川
畑�

嘉
文
）
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私
た
ち
は
、
地
球
環
境
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
社
会
と
企
業
の
あ
り
方
、
食
と
暮
ら
し
の
あ
り
方
ま
で
、
人
と
社
会
と
地
球
を
大
切
に
す
る

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
選
択
肢
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

と
は

…

ALT
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ナ
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郷
原 
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弁
護
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20 

社
外
取
締
役
と
の
情
報
格
差
を
埋
め
よ　

大
久
保 

和
孝（
公
認
会
計
士
）

 
 

22 

「
ノ
ル
マ
」を
廃
止
、
組
織
に「
風
」通
す　
関
根 

正
裕（
商
工
中
金
社
長
）

 
 

25 

日
産
自
動
車　
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積
水
ハ
ウ
ス　
27  

レ
オ
パ
レ
ス
21　
28  

座
談
会
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selection  

32 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
★
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
２
第
５
期

 
top interview
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サ
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バ
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の
冷
却
も
液
体
で
行
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時
代

 
 

 

大
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葉
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日
本
マ
イ
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ロ
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員
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Ｓ
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の
４
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、
循
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へ

 
 

 

エ
イ
ジ
ャ
ズ
・
ム
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シ
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デ
ル
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ク
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Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
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音
力
か
ら
波
力
へ
、
久
米
島
で
実
証
実
験

 
  

速
水
浩
平（
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト 

代
表
取
締
役
）

 
 

42 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
葛
藤
、
命
を
守
る
責
任

 
  

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン（
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ 

人
事
本
部
長
）

 
feature story

2 

46 

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
、変
わ
る「
ス
コ
ー
プ
３
」

 
feature story

3 

48 

人
権
Ｄ
Ｄ
義
務
化
、
日
本
の
動
き
鈍
く

 
feature story

4 

50 

35
年
ガ
ソ
リ
ン
車
も
Ｈ
Ｖ
車
も
販
売
禁
止

 
feature story

5 

51 

核
融
合
は
本
当
に
ク
リ
ー
ン
で
安
全
か

social business
around the w

orld

シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク

２
０
２
１
年
に
発
足
し
た
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ（
自
然
関
連

財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）は
、「
自
然
環
境

の
財
務
的
リ
ス
ク
・
機
会
」を
開
示
す
る
た
め
の
仕

組
み
を
準
備
中
だ
。
現
在
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
半
分

が
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
保
護

が
経
済
的
課
題
で
も
あ
る
。

同
組
織
で
は
現
在
、
情
報
開
示
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
策
定
作
業
が
進
む
。
基
本
的
に
は
気
候
変
動
版
の

既
存
組
織
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
15
年
発
足
）に
準
拠
し

た
骨
子（
ガ
バ
ナ
ン
ス
／
戦
略
／
リ
ス
ク
管
理
／
指

標
・
目
標
）を
想
定
す
る
が
、独
自
概
念
も
導
入
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
」だ
。
こ

れ
は
自
然
破
壊
に
伴
う
物
理
リ
ス
ク
や
、
政
策
・
法

律
な
ど
に
伴
う
移
行
リ
ス
ク
の
相
互
作
用
で
起
こ

る
、
広
範
か
つ
連
鎖
的
な
悪
影
響
を
指
す
。

悪
影
響
の
具
体
的
な
姿
は
、
第
一
に
は
重
要
な
自

然
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
い
リ
ス
ク
。
第
二
に
は
金

融
機
関
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
レ
ベ
ル
で
の
リ
ス
ク

だ
。
第
三
に
は
シ
ス
テ
ム
全
体
の
財
務
上
の
安
定
性

に
関
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
は
こ
の
シ
ス

テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
。
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
に
対

応
す
る
ツ
ー
ル
で
は
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
資

産
の
特
定
や
、
依
存
度
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。

OCT. 2022 NO.70 6



ガバナンスは、企業としての意思
決定を健全に行う「システム」を指
す。単に組織としての形が整って
いるだけでなく、あらゆる「社会の
要請」に応える「広義のコンプライ
アンス」の観点を踏まえた意思決定
が必要になる。� 写真：アフロ

も
り
・
ひ
ろ
し 　

新
語
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
。
国
語
辞
典
の
新
項
目
執
筆
を

中
心
に
活
動
。
代
表
的
な
連
載
に「
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」の
流
行

観
測
欄（
２
０
１
０
年
版
〜
）な
ど
。

今
号
の
表
紙

colum
ns

53  

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
風　
田
坂 

広
志

第
四
次
産
業
革
命
が
求
め
る
三
つ
の
能
力

55  

エ
ゴ
か
ら
エ
コ
へ　
田
口 

ラ
ン
デ
ィ

崩
壊
す
る
終
末
期
医
療

finan
ce

56  

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
最
前
線　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
研
究
会

57  

真
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
投
資
と
は　
澤
上 

篤
人

渦
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
世
界
政
治

m
obility

58  

モ
ビ
リ
テ
ィ
ト
ピ
ッ
ク
ス　
島
下 

泰
久

59  

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
未
来　
清
水 

和
夫

Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
越
え
る
べ
き
３
つ
の
壁

agriculture

60  

農
業
ト
ピ
ッ
ク
ス　
オ
ル
タ
ナ
編
集
部

61  

日
本
農
業 

「
常
識
」と「
非
常
識
」の
間　
徳
江 

倫
明

必
要
な
の
は「
第
二
の
農
地
解
放
」

forestry

62  

林
業
ト
ピ
ッ
ク
ス　
オ
ル
タ
ナ
編
集
部

63  

「
森
を
守
れ
」が
森
を
殺
す　
田
中 

淳
夫

理
想
の
林
業
の「
つ
ま
み
食
い
」

fishery

64  

漁
業
ト
ピ
ッ
ク
ス　
オ
ル
タ
ナ
編
集
部

65  

人
と
魚
の
明
日
の
た
め
に　
井
田 

徹
治

Ａ
Ｓ
Ｃ
す
り
身
に
人
生
最
後
の
挑
戦

fair trade

66  

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ト
ピ
ッ
ク
ス　
潮
崎 

真
惟
子

67  

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
フ
ト　
潮
崎 

真
惟
子

な
ぜ
バ
ナ
ナ
は
値
上
げ
し
な
い
の
か

fundraising

68  

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
ト
ピ
ッ
ク
ス　
宮
下 

真
美

69  

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
お
金
の
新
し
い
関
係　
鵜
尾 

雅
隆

新
し
い
資
本
主
義
は
共
感
型
に

circular econom
y

70  

廃
棄
物
・
静
脈
物
流
ト
ピ
ッ
ク
ス　
エ
コ
ス
タ
ッ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン

71  

論
考
・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー　
細
田 

衛
士

新
し
い
経
済
に
は
新
し
い
付
加
価
値
を

73  

欧
州
Ｃ
Ｓ
Ｒ
最
前
線　
下
田
屋 

毅

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ

74  

Ｃ
Ｓ
Ｒ
ト
ピ
ッ
ク
ス　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
48

76  

Ｓ
Ｂ
Ｌ（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
グ
）と
は

77  
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

flash fiction

78  

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」の
譜　
希
代 

準
郎

も
し
も
鈴
の
よ
う
な
声
だ
っ
た
な
ら

8 0  

次
号
予
告
＆
編
集
後
記

ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

近
年
、
情
報
通
信
や
飲
料
な
ど
の
国
際
企
業
が
相

次
ぎ「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」を
目
標
と
し
て
掲

げ
始
め
た
。
例
え
ば
グ
ー
グ
ル
や
ペ
プ
シ
コ
な
ど
は

２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標
実
現
を
宣
言
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
は「
事
業
活
動
に
お

け
る
淡
水
の
消
費
量
に
対
し
て
、
供
給
量
を
多
く
し

た
状
態
」を
意
味
す
る
。
国
連
の
推
計
で
は
、
淡
水

の
不
足
量
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
40
％
に
な
る
と
見

ら
れ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
情
報
通
信
技
術
の
中
核
施
設
で
あ
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
冷
却
用
に
大
量
の
水
資
源

を
必
要
と
す
る
。
こ
の
た
め
米
国
で
は
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ
い
て
賛
否
が
分
か
れ
る
自
治
体

も
現
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
方
法
は
主
に
二

つ
だ
。
消
費
量
を
減
ら
す
か
供
給
量
を
増
や
す
こ
と

だ
。
前
者
は
雨
水
利
用
、
循
環
利
用
、
節
水
な
ど
の

手
法
が
あ
る
。

後
者
は
水
需
給
の
逼ひ
っ

迫ぱ
く

度
の
高
い
地
域
に
対
し

て
、
供
給
力
改
善
の
た
め
の
投
資
を
行
う
方
法
な
ど

が
あ
る
。
テ
ッ
ク
企
業
に
独
自
の
方
法
と
し
て
、
水

資
源
の
管
理
に
関
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
自
治
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
提
供
す
る
方
法
も
あ
る
。

日
本
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
大
半
だ
。
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高 橋 さ と み の 切 り 絵 ワ ー ル ド

たかはし・さとみ：高橋三十三　大阪府出身、仙台市在住。銅版画、切り絵、ジャグリング、アコーディオンを教え「歩くカルチャーセンター」と呼ばれる。
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お日さまの輝き
私たちの生活を照らしてくれる光

持続可能エネルギーとして益々頼もしい存在に
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香
港
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
オ
ヴ
ォ
ロ
・

ホ
テ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
２
０
２
０

年
10
月
１
日
、「
世
界
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
の
日
」に
合
わ
せ
て
、
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
に
移
行
す
る
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・

ザ
・
ベ
ジ
」を
実
施
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
１
年
か
け

て
実
施
さ
れ
、
試
験
的
に
同
グ

ル
ー
プ
運
営
の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド

の
１
つ
、
オ
ヴ
ォ
ロ
・
ホ
テ
ル
ズ
の

ホ
テ
ル
７
カ
所
内
に
あ
る
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
バ
ー
全
７
店
で
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
フ
ー
ド
の
み
を
提
供
。
こ

れ
が
、
予
想
以
上
の
好
評
を
得
た
。

「
良
い
も
の
を
食
べ
て
、
体
も
心

も
健
や
か
に
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
す
る
ホ
テ
ル
と
、
顧
客

の
要
望
が
う
ま
く
合
致
し
た
の
だ
。

こ
の
成
功
を
受
け
、
オ
ヴ
ォ
ロ
は

野
菜
と
植
物
由
来
食
品
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

２
０
２
２
年
２
月
に
は
、
試
験

を
実
施
し
た
飲
食
店
す
べ
て
の
完

全
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
化
を
公
式
に
決

定
・
発
表
し
た
。

オ
ヴ
ォ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
料
理
を

統
括
す
る
イ
ア
ン
・
カ
ー
リ
ー
氏

は
、「
こ
の
実
験
か
ら
学
ん
だ
の

は
、
ゲ
ス
ト
を
過
小
評
価
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
お
い
し

く
、
栄
養
価
が
高
く
、
持
続
可
能

な
食
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
社
に
共
有

同
社
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ「
プ
ラ
ン
テ
ッ
ド
」

を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
や
取
引
先

と
協
働
し
な
が
ら
、
ベ
ジ
タ
リ
ン

化
を
徹
底
し
て
進
め
て
い
く
。
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
は
、
ホ
テ
ル
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、

ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
で
も
楽
し
め
る

よ
う
に
し
た
。
ド
リ
ン
ク
メ

ニ
ュ
ー
に
も
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
志
向

を
反
映
し
、
健
康
的
な
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
を
充
実
さ
せ
た
。

オ
ヴ
ォ
ロ
・
ホ
テ
ル
・
グ
ル
ー

プ
の
創
始
者
、ギ
リ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ュ

ン
ジ
ュ
ン
ワ
ラ
会
長
は 

「
私
た
ち

は
、
ホ
テ
ル
内
の
飲
食
店
で
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
フ
ー
ド
の
み
を
提
供
す

る
こ
と
を
決
め
た
過
程
で
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
」と
言
う
。

「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
へ
の
移
行
や
、

既
存
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
企
業
を
支
援
し
、
業
界
の

協
力
を
活
性
化
し
、
学
ん
だ
こ
と

を
共
有
し
た
い
」と
い
う
思
い
で
、

「
ベ
ジ
・
プ
レ
ッ
ジ
・
プ
レ
イ
ブ
ッ

ク
２
０
２
２
」を
作
成
し
た
。

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
フ
ー
ド
を
提
供

す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
、
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
フ
ー
ド
を
提
供
す
る
前
に

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
フ
ー
ド

と
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る

際
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
た
。

「
ベ
ジ
・
プ
レ
ッ
ジ
・
プ
レ
イ
ブ
ッ

ク
２
０
２
２
」は
、
誰
で
も
読
め

る
よ
う
に
、
同
ホ
テ
ル
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

s o c i a l  b u s i n e s s  a r o u n d  t h e  w o r l d

世界のソーシャル・ビジネス アジア編
香港

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
、
動ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

物
福
祉
の
観
点
な
ど
か
ら
、
肉
の
消
費

が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
香
港
を

中
心
に
展
開
す
る
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル「
オ

ヴ
ォ
ロ
・
ホ
テ
ル
」が
こ
の
ほ
ど
、
ホ
テ
ル
内
に

あ
る
飲
食
店
７
店
す
べ
て
か
ら
肉
メ
ニ
ュ
ー
を
一

掃
し
、
世
界
で
初
め
て
の
完
全
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
化

を
進
め
る
。 

（
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ー
真
理
）

香
港
の
高
級
ホ
テ
ル

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
化

［Ovolo Hotels］https://ovolohotels.com/

オーストラリア・ブリスベンにある、オヴォロ・ザ・バレー・ホテル内のレストラン、
ザ・ザ・タのディナー㊤　オヴォロ・ホテル・グループのギリッシュ・ジュンジュ

ンワラ会長　©Ovolo�Hotel�Group

OCT. 2022 NO.7011





段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
、
生

ご
み
を
投
入
し
て
発
酵
促
進
剤
を

か
け
る
だ
け
の
密
閉
容
器
、
設
置

型
コ
ン
ポ
ス
ト
、
電
動
生
ご
み
処

理
機
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
コ
ン
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
な
か
で

も
、電
力
不
要
の
お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ

グ
型
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る

の
が「
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト
」だ
。

「
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト
」は
、
福
岡

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ロ
ー
カ
ル

フ
ー
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
Ｌ
Ｆ
Ｃ
、

福
岡
市
）が
、
20
年
超
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
通
じ
て
開
発
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
作
っ
た
専
用
バ
ッ
グ
に
は
、

虫
と
水
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
特

注
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
付
く
。
生
ご
み

と
一
緒
に
混
ぜ
る
独
自
の
配
合
基

材
が
に
お
い
を
抑
え
な
が
ら
、
微

生
物
で
ご
み
の
分
解
を
促
進
す
る
。

基
材
が
入
っ
た
バ
ッ
グ
で
約
２

カ
月
間
、
総
量
約
20
㌔
㌘
ま
で
生

ご
み
を
投
入
で
き
る
。
微
生
物
に

よ
る
分
解
が
進
み
、
熟
成
期
間
を

経
る
と
約
２
㌔
㌘
の
堆
肥
に
生
ま

れ
変
わ
る
。

で
き
た
堆
肥
を
使
っ
て
ベ
ラ
ン

ダ
菜
園
を
楽
し
ん
だ
り
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ

の
提
携
農
家
に
堆
肥
を
送
り
後
日
、

野
菜
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は

Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
堆
肥
回
収
会
に
持
ち
込

ん
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
る
。

小
田
急
が
無
償
で
貸
し
出
し

神
奈
川
県
座
間
市
と
小
田
急
電

鉄
は
２
０
２
２
年
７
月
、
こ
の
Ｌ

Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ
ス
ト
を
約
３
０
０
世

帯
の
座
間
市
民
に
無
償
で
貸
し
出

し
、
生
ご
み
堆
肥
化
の
普
及
を
図

る「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ 

ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン 
フ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
始
め
た
。

で
き
た
堆
肥
は
座
間
市
が
資

源
・
廃
棄
物
収
集
業
務
と
し
て「
資

源
ご
み
の
日
」に
回
収
す
る
。
そ

の
上
で
、
第
三
者
機
関
で
堆
肥
の

品
質
調
査
を
行
い
、
座
間
市
内
の

農
家
に
提
供
し
て
農
作
物
の
栽
培

に
活
用
し
て
も
ら
う
。

コ
ン
ポ
ス
ト
を
実
践
で
き
て
も
、

で
き
た
堆
肥
を
使
う
機
会
と
場
所

が
な
く
て
悩
む
人
も
多
い
。
ま
た

堆
肥
の
中
身
の
成
分
や
安
全
性
が

確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
農
家
の
人

た
ち
の
積
極
的
な
利
用
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。

小
田
急
電
鉄
が
Ｌ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
ポ

ス
ト
を
選
定
し
た
の
に
は
、
使
い

勝
手
の
良
さ
や
充
実
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
加
え
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
目
指

す
世
界
観「
半
径
２
㌔
㍍
単
位
で

の
食
の
循
環
」へ
の
共
感
も
大
き
い
。

小
田
急
電
鉄
で
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
事

業
に
携
わ
る
米
山
麗
さ
ん
は「
当

社
は
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
こ

の
解
決
に
取
り
組
み
、
ご
み
を
出

さ
な
い
街
づ
く
り
を
追
求
し
て
い

く
。
ご
み
と
い
う
概
念
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
、
全
部
資
源
と
と
ら
え

ら
れ
る
世
界
を
目
指
し
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

LFCコンポスト（提供：ローカルフードサイクリング）㊤
座間市内でごみを収集する「ROT号」

誰でもできる食品ロス対策の一つとして、
「コンポスト」に取り組む人が増えてきた。な
かでも、スタイリッシュなトートバッグ型の

「LFCコンポスト」が人気だ。神奈川県座間
市と小田急電鉄は2022年７月、このLFC
コンポストを約300世帯の市民に無償で貸
し出し、生ごみ堆肥化の普及を図るプロジェ
クトを始動した。 （北村�佳代子）

s o c i a l  b u s i n e s s  a r o u n d  t h e  w o r l d

世界のソーシャル・ビジネス アジア編
日本

トートバッグの
コンポストが人気

［LFCコンポスト］https://lfc-compost.jp/
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Ｃ
Ｇ
Ｃ
は
92
年 

 

英
国
で
生
ま
れ
た

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）を
世
界
で
初

め
て
導
入
し
た
の
は
英
国

（
１
９
９
２
年
）だ
。
そ
の
後
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
Ｅ
Ｕ
諸

国
の
ほ
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港

な
ど
も
追
随
し
た
。
日
本
で
は
東

京
証
券
取
引
所（
東
証
）と
金
融

庁
が
日
本
版
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
策
定
し
、

２
０
１
５
年
６
月
か
ら
上
場
企
業

に
適
用
し
た
。

そ
も
そ
も
、
英
国
で
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が

生
ま
れ
た
の
は
、
他
国
と
同
様
、

相
次
ぐ
企
業
不
祥
事
や
企
業
破
た

ん
、
経
営
者
の
高
額
報
酬
な
ど
に

対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ

（「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
と
日
本
へ
の

示
唆
」日
本
投
資
環
境
研
究
所
の

上
田
亮
子
主
任
研
究
員
）。

そ
の
前
年
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取

引
所
や
会
計
士
団
体
な
ど
に
よ
っ

て
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
キ
ャ
ド
バ

リ
ー
卿
に
よ
る
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。

そ
の
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
報
告
書
が

Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
原
点
だ
。当
初
か
ら「
コ

ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ

イ
ン
」（
順
守
せ
よ
、
さ
も
な
く
ば

説
明
せ
よ
）の
原
則
も
盛
り
込
ん

だ
。
こ
れ
は
企
業
が
順
守
す
べ
き

規
範
は
、
企
業
の
規
模
や
成
り
立

ち
・
背
景
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
た
め
、
企
業
の
自
主
裁
量
に
委

ね
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

も
と
も
と
Ｃ
Ｇ
Ｃ
は「
ソ
フ
ト

ロ
ー
」の
側
面
が
強
い
。
法
的
拘

束
力
を
と
も
な
う「
ハ
ー
ド
ロ
ー
」

と
違
っ
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
は
順
守

し
な
く
て
も
法
的
な
制
裁
は
な
い
。

し
か
し
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
は「
社
会

か
ら
の
要
請
」そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
要
請
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

投
資
家
や
株
主
も
投
資
に
二
の
足

を
踏
む
。
投
資
家
の
背
後
に
は
市

民
社
会
が
あ
り
、
投
資
家
も
社
会

の
要
請
を
無
視
し
て
投
資
を
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
で
は
英
国
か
ら
20
年
以
上

遅
れ
て
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
導
入
し
た
が
、

意
外
に
そ
の
順
守
率
は
高
い
。
東

京
証
券
取
引
所
に
よ
る
と
、

２
０
２
１
年
６
月
に
改
訂
し
た
Ｃ

（�
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森�

摂
、
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田�

真
隆
、

副
編
集
長
・
吉
田�

広
子
、
長
濱�

慎
、
萩
原�

哲
郎
）

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
重
要
な
柱
を
形
成
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
そ
の

共
通
の
指
針
と
し
て
、
日
本
で
も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）が
策
定
さ
れ
て
か
ら
7
年
が

経
っ
た
。
２
０
２
１
年
６
月
に
は
２
度
目
の
改
訂
を
経
て
、

上
場
企
業
に
さ
ら
な
る
組
織
改
革
や
情
報
開
示
を
迫
る
。

だ
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
可
視
化
で
き
る
の
は「
外
形
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
」だ
。
そ
れ
と
同
等
以
上
に「
内
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

が
重
要
だ
。

外形のガバナンス
内面のガバナンス

［作成：森　摂］

内面のガバナンス　５つのP
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「
５
つ
の
Ｐ
」が
カ
ギ
握
る

Ｇ
Ｃ
へ
の
対
応
状
況（
同
年
12
月

末
現
在
）は
、
東
証
1
部
企
業（
当

時
）で
は
全
83
原
則
の
う
ち
、
改

訂
前
の
67
原
則
で
順
守
す
る
企
業

が
９
割
を
超
え
た
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
の
プ
ラ

イ
ム
市
場
移
行
に
伴
い
、「
プ
ラ

イ
ム
に
残
る
た
め
の
ツ
ー
ル
」と

し
て
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
は
日
本
の
上
場
企

業
に
浸
透
し
た
と
言
え
る
。
だ
が
、

こ
れ
だ
け
で
日
本
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
向
上
し
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。ガ

バ
ナ
ン
ス
と
は 

 

「
舵
を
取
る
」こ
と

そ
こ
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
は

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
何
か
」と
い

う
、
古
く
て
新
し
い
命
題
だ
。
ガ

バ
ナ
ン
ス
は
一
般
に「
企
業
統
治
」

と
訳
す
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
果

た
し
て
企
業
は「
統
治
」す
べ
き

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
語
源
は
ラ
テ
ン

語
の「guberno

」で
、
そ
の
原
義

は「（
船
の
）舵
を
取
る
」こ
と
だ
。

つ
ま
り
、「
統
治
す
る
こ
と
」が
目

的
で
は
な
い
。
船
の
行
く
先（
企

業
に
と
っ
て
の
ゴ
ー
ル
）を
見
定

め
、
天
候（
社
会
や
経
済
）の
変
化

を
察
知
し
、
船
員（
従
業
員
）に
伝

え
、
目
的
地
に
着
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
組
織
が
安
定

す
る
。

こ
の
視
点
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議

論
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
可
視
化
で
き
る
の
は
、

独
立
社
外
取
締
役
や
女
性
役
員
の

比
率
な
ど
、
あ
く
ま
で
企
業
の
外

形
的
な
要
素
で
あ
り
、
内
面
的
な

視
点
が
日
本
で
は
弱
い
。

例
え
ば
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
問

題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
企
業
個

別
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
論
じ
る

前
に
、
日
本
社
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
遅
れ
て
い
る
。
日
本
の
国

会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は

わ
ず
か
15
・
４
％（
２
０
２
２
年
参

院
選
後
）で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
４

割
前
後
に
大
き
く
後
れ
を
取
る
。

最
近
、
話
題
に
な
る
こ
と
が
多

い「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

２
０
２
２
」（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
調
べ
）も
、１
４
６
カ
国
中
１
１
６

位
と
、
暗
澹
た
る
状
況
だ
。
同
指

数
の「
経
済
」「
教
育
」「
健
康
」

「
政
治
」の
４
分
野
の
う
ち
、
特
に

政
治
が
１
３
９
位
と
最
下
位
レ
ベ

ル
で
、
経
済
も
１
２
１
位
と
低
迷

し
て
い
る
。

そ
こ
で
重
要
な
の
が
、
組
織
や

経
営
層
、
従
業
員
の「
内
面
的
ガ

バ
ナ
ン
ス
」だ
ろ
う
。
個
々
の
意

識
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
は
、
組

織
の
変
革
は
難
し
い
。

企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
詳
し
い

郷
原
信
郎
弁
護
士
は
、
組
織
の
不

祥
事
を「
ム
シ
型
」と「
カ
ビ
型
」

に
類
型
化
し
た（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

そ
の
内
面
的
要
素
と
し
て
は
、
経

営
者
が
社
会
的
名
声
を
得
た
い
が

た
め
の
功
名
心
、
金
銭（
報
酬
）に

対
す
る
執
着
、
取
締
役
会
に
お
け

る
人
間（
主
従
）関
係
な
ど
が
あ

ろ
う
。

「
２
年
以
内
に
退
職
」  

Ｚ
世
代
の
40
％
に

経
営
者
と
従
業
員
の
心
理
的
な

距
離
感
も
、「
内
面
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
」に
お
い
て
重
要
な
要
素
だ
。

従
業
員
が
、
組
織
の
存
在
意
義

（
パ
ー
パ
ス
）を
心
か
ら
理
解
し
、

共
感
し
な
い
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
上
が
り
に
く
い
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
傾
向
で
も
、「
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
」「
Ｚ
世
代
」以
降
は
、
上
の

世
代
に
比
べ
て
、
組
織
に
対
す
る

忠
誠
心
は
低
い
。

デ
ロ
イ
ト
が
世
界
42
カ
国
で
調

査
す
る「
ミ
レ
ニ
ア
ル
年
次
調
査

２
０
２
２
」に
よ
る
と
、「
２
年
以

内
に
離
職
す
る
」と
答
え
た
比
率

は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
24
％
、
Ｚ

世
代
は
40
％
に
達
し
た
。「
５
年

以
上
企
業
に
留
ま
る
」と
回
答
し

た
の
は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
38
％
、

Ｚ
世
代
の
23
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
が
取
締
役

同
士
、
取
締
役
と
従
業
員
間
、
従

業
員
同
士
の「
信
頼
」だ
。
20
年
以

上
に
渡
っ
て「
ト
ラ
ス
ト（
信
頼
）

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」調
査
を
続
け
て

日本版コーポレートガバナンス・コード
21年６月改訂ポイント

①取締役会の機能発揮
　 ▶プライム市場上場企業において、独立社外取締役を３

分の１以上選任（必要な場合には、過半数の選任の検討を
慫慂＝しょうよう、強く勧めること）

　 ▶指名委員会・報酬委員会の設置（プライム市場上場企業
は、独立社外取締役を委員会の過半数選任）

　 ▶経営戦略に照らして取締役会が備えるべきスキル（知識・
経験・能力）と、各取締役のスキルとの対応関係の公表

　 ▶他社での経営経験を有する経営人材の独立社外取締役
への選任

②企業の中核人材における多様性の確保
　 ▶管理職における多様性の確保（女性・外国人・中途採用

者の登用）についての考え方と測定可能な自主目標の設定
　 ▶多様性の確保に向けた人材育成方針・社内環境整備方

針をその実施状況とあわせて公表
③サステナビリティを巡る課題への取組み
　 ▶プライム市場上場企業において、TCFD又はそれと同

等の国際的枠組みに基づく気候変動開示の質と量を充実
　 ▶サステナビリティについて基本的な方針を策定し自社

の取組みを開示
④上記以外の主な課題
　 ▶プライム市場に上場する「子会社」において、独立社外取

締役を過半数選任又は利益相反管理のための委員会の設置
　 ▶プライム市場上場企業において、議決権電子行使プ

ラットフォーム利用と英文開示の促進
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持続可能性

②

経
済
視
点

社会性のゴール

①

収益性
経済性のゴール

CSR/CSV 

SDGs
世界の共通言語

経営ツール・ミッション
［具体的な活動］

社会の繁栄

エシカル/ソーシャル/グリーン/ミレニアル

社会視点

社会のゴール

バリューズ［大事にしたい価値］

存在意義

ビジョン

パーパス・ビジョン・ミッション・バリューズの関係性

パーパス

Alterna Reserch Institute, 2017 ⓒ All rights reserved

き
た
米
Ｐ
Ｒ
会
社
エ
デ
ル
マ
ン
に

よ
る
と
、
こ
の
数
年
、
日
本
の
組

織
や
社
会
に
対
す
る
信
頼
は
、
下

降
傾
向
に
あ
る
。

同
調
査（
２
０
２
２
年
発
表
）

は「
政
府
」「
企
業
」「
メ
デ
ィ
ア
」

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」に
対
す
る

信
頼
度
を
ス
コ
ア
化
し
て
い
る
。

日
本
企
業
は
48
％
、
日
本
政
府
は

36
％
、
メ
デ
ィ
ア
は
35
％
で
、
い

ず
れ
も
低
迷
し
て
い
る
。
一
方
で
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
41
％
と
、
政
府
と

メ
デ
ィ
ア
を
抜
い
た
。

「
パ
ー
パ
ス
」は 

 

米
国
か
ら
浸
透

本
特
集
で
は
、「
内
面
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
」で
重
要
視
す
る
べ
き「
５

つ
の
Ｐ
」を
掲
げ
た
い
。

①
パ
ー
パ
ス（
存
在
意
義
）

② 

サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
セ
イ
フ

テ
ィ（
心
理
的
安
全
性
）

③
プ
ラ
イ
ド（
自
尊
心
）

④ 

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ（
個
人
の
主
体
性
）

⑤ 

パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン（
参

加
意
識
）

パ
ー
パ
ス
は
オ
ル
タ
ナ
別
冊

「
72
組
織 

わ
が
パ
ー
パ
ス
」

（
２
０
２
０
年
３
月
発
行
）で
詳
報

し
た
通
り
、
ま
ず
米
国
企
業
に
浸

透
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
。「
ハ
ー
バ
ー

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
」

（
２
０
１
９
年
３
月
号
）
で
、
ロ

バ
ー
ト
・
Ｅ
・
ク
イ
ン
・
ミ
シ
ガ
ン

大
学
名
誉
教
授
は
次
の
よ
う
に
解

説
し
た
。

「
２
０
０
８
年
に
大
不
況（
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）が
起
こ
り
、
米

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
Ｄ
Ｔ
Ｅ
エ
ナ

ジ
ー
の
経
営
層
は
、
従
業
員
た
ち

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
仕
事
に
集
中

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
。（
中
略
）Ｄ
Ｔ
Ｅ
社
の
ジ
ョ
ー
・

ロ
ブ
レ
ス
取
締
役（
当
時
）
は
、

リ
ー
ダ
ー
の
最
も
重
要
な
仕
事
は

『
人
々
と
パ
ー
パ
ス
を
結
び
付
け

る
こ
と
』だ
と
考
え
た
」

パ
ー
パ
ス
の
ほ
か
ビ
ジ
ョ
ン（
あ

る
べ
き
姿
）、
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）、

バ
リ
ュ
ー
ズ（
価
値

観
）な
ど
、
こ
の
30

年
ほ
ど
で
多
く
の

概
念
が
提
案
さ
れ

た
。
パ
ー
パ
ス
は
、

こ
れ
ら
の
要
素
と

決
し
て
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、「
パ
ー

パ
ス
」
は
企
業
に

と
っ
て
の「
原
点
」

と
考
え
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
か
。

「
な
ぜ
私
た
ち
の
企

業
・
組
織
が
社
会
に

存
在
し
て
い
る
の

か
」「
私
た
ち
の
企
業
・
組
織
が
無

く
な
れ
ば
、
社
会
は
困
る
の
か
」

と
い
う
命
題
が
そ
の
原
点
だ
。

パ
ー
パ
ス
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
様
、
従
業
員
と

企
業
／
ブ
ラ
ン
ド
を
結
び
付
け
る

哲
学
で
あ
り
、
ツ
ー
ル
だ
。
近
年
、

日
本
で「
パ
ー
パ
ス
経
営
」が
注

目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
で
も
パ
ー

パ
ス
を
従
業
員
と
共
有
す
る
こ
と

で
、「
内
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」を
高

め
る
動
き
と
捉
え
て
よ
い
。

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ（
国
際
統
合
報
告
評

議
会
）は
２
０
１
９
年
、「
パ
ー
パ

ス
＆
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト（
利
益
）」と

い
う
小
冊
子
を
出
し
た（
17
ペ
ー

ジ
参
照
）。
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
企
業
の

財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
、
い
わ

ゆ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
）
情
報
を
統
合
し
た
レ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
開
発
し
て
い
る
国
際
団
体
で

あ
る
。

財
務
情
報
が
容
易
に
数
値
化
で

き
る
の
に
対
し
、
非
財
務
情
報
は

数
値
化
や
定
量
的
な
把
握
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
企
業

の
社
会
的
目
的
や
長
期
的
な
方
向

性
を「
物
語
」と
し
て
情
報
開
示

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

「
パ
ー
パ
ス
」が 

 

収
益
を
後
押
し

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の

中
核
に
置
く
べ
き
な
の
が「
パ
ー

パ
ス
」で
あ
り
、
そ
れ
が
十
分
に

機
能
す
れ
ば
、
そ
の
企
業
の
長
期

的
な
収
益
性
を
後
押
し
す
る
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
だ
。

実
は
こ
の「
パ
ー
パ
ス
＆
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
」は
、前
年
ま
で
、「
パ
ー

パ
ス
・
ビ
ヨ
ン
ド
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ

ト（
利
益
を
超
え
た
存
在
意
義
）」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。
こ
れ

は
日
本
の
大
丸（
現
在
の
Ｊ
．
フ

ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
）な
ど
に

伝
わ
る「
先
義
後
利
」と
軌
を
一

に
す
る
。
先
に
社
会
に
貢
献
す
れ

ば
、
利
益
は
後
か
ら
付
い
て
く
る

と
い
う
考
え
だ
。

２
つ
目
の「
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

セ
イ
フ
テ
ィ（
心
理
的
安
全
性
）」

は
最
近
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
世
界

で
も
多
用
さ
れ
る
言
葉
だ
。
一
般

社
団
法
人
チ
ー
ム
力
開
発
研
究
所
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の
青
島
未
佳
理
事
は
、
心
理
的
安

全
性
に
つ
い
て
、「
従
業
員
の
や

る
気
や
離
職
率
だ
け
で
な
く
、
取

締
役
会
運
営
の
健
全
化
に
お
い
て

も
、そ
の
重
要
度
は
増
し
て
い
る
」

と
説
明
す
る
。

世
界
的
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の

「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
・
ホ
テ
ル

ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
」で
は
、
新
入
社

員
を
迎
え
る
と
、
先
輩
社
員
た
ち

が
取
り
囲
み
、
目
を
つ
ぶ
ら
せ
る
。

そ
し
て
、
ど
の
方
向
に
倒
れ
て
も

先
輩
社
員
た
ち
が
体
を
支
え
、
自

分
は
守
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て

も
ら
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
る
。

３
つ
目
の「
プ
ラ
イ
ド
」は
、
不

祥
事
の
防
止
に
有
効
だ
。
と
か
く

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が

多
い
。
そ
ん
な
時
に「
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
」を
判
断
し
、
上

司
に
具
申
で
き
る
か
は
、
プ
ラ
イ

ド
の
有
無
が
大
き
く
左
右
す
る
。

個
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
は
も
ち

ろ
ん
、
組
織
自
体
に
プ
ラ
イ
ド
が

あ
る
か
ど
う
か
も
問
わ
れ
る
。

４
つ
目
の「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（
個
人
の
主
体

性
）」は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
直
結
す
る
。
自
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
で
、

承
認
欲
求
を
満
た
す
機
会
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
プ
ラ

イ
ド
に
も
つ
な
が
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
Ｔ
Ｑ
Ｍ
推
進

部
長
な
ど
を
務
め
た
古
谷
健
夫
氏

の
著
書『
お
客
様
の
満
足
を
高
め

る
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ａ
』に
よ
る
と
、
ト
ヨ

タ
の
元
品
質
担
当
副
社
長
の
佐
々

木
眞
一
氏
の
著
書『
ト
ヨ
タ
の
自

工
程
完
結
』で
、「
八
百
屋
の
親
父

は
な
ぜ
い
つ
も
元
気
な
の
か
」と

い
う
一
節
が
あ
る
。

「
八
百
屋
の
親
父
は
、
や
た
ら
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
の
で
す
。

元
気
が
い
い
し
、
楽
し
そ
う
。（
中

略
）毎
日
、
野
菜
を
売
る
だ
け
な

の
に
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
楽
し

そ
う
な
の
か
。
そ
れ
は
、
仕
事
の

良
し
悪
し
が
目
の
前
の
お
客
様
の

態
度
で
わ
か
り
、
期
待
に
応
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
か

ら
で
は
な
い
か
」

５
つ
目
の「
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー

シ
ョ
ン（
参
加
意
識
）」は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
組
織
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
不
可
欠
だ
。
結
局
、
職

場
と
は
、
人
と
人
が
支
え
合
っ
て
、

何
ら
か
の
価
値
を
生
み
出
す
場
所

だ
。そ
こ
に
は
Ａ
Ｉ
に
は
な
い「
共

感
」が
大
き
な
要
素
と
な
る
。

価値創造ストーリーに挑戦する経営者への10の質問

①事業を取り巻く状況を説明しましたか？　市場に関する経営者
の見解、市場に影響を与える主なトレンド、成長の可能性、組織
の相対的な位置付けと「根底にある仮定」について説明して下さ
い。組織とそのステークホルダーに重要な影響を与えるトレンド
の概要を説明するとともに、そのトレンドが組織の長期的な将来
に与える意味を説明して下さい。
②あなたは誰？　目的、使命、ビジョンの明確なステートメント
を述べる。これらは、組織が社会における役割を明確に伝えてい
るか、取締役会の議題の具体的なポリシーに変換されているかを
確認する。これらを念頭に置いて、利害関係者がどのように関与
しているか、彼らの関心事が考慮されているか、ビジネス上の意
思決定がなされているかを説明して下さい。
③あなたのビジネスが価値を創造する方法を説明していますか？　
組織は、純粋に金銭的な利益を超える長期的な価値創造プロセス
を実証し、組織の運営がどのように価値を変換、創造、または破
壊するかを確認して下さい。
④あなたのビジネスのユニークな点は何ですか？　組織が戦略を
実行し、市場で成功することを可能にする資産である競争上の優
位性の源泉（才能やリソースへのアクセスなど）を強調して下さ
い。ステークホルダーや価値創造のために組織の差別化となる特
徴（目的やその存在する理由など）を強調して下さい。
⑤あなたのビジネスはどこに向かっていますか？　長期的な価値
創造を目的とした主要なマイルストーンと戦略的目標とリンクさ
れた短期・中期・長期のアクションを定義する詳細な実行ロード
マップを作成して下さい。
⑥どうやってそこに向かいますか？　現在と将来の市場動向の中
で、最終的に価値創造のドライバーと結び付いた戦略的目標（投
下資本のリターン、無理のない成長など）を開示して下さい。
⑦マネジメントを測定していますか？　長期の顧客満足度、ブラ
ンド力、サプライチェーンへの投資とリターンなど組織が戦略を
遂行する能力を示す中長期の測定法と目標を提供して下さい。
⑧貴組織の課題は何ですか？　ESGなど持続可能性の課題を含
むリスクとその回避計画の概要を開示して下さい。取締役会が長
期にわたって組織の実行可能性をどのように評価したかを明確に
示して下さい。組織の実行可能性が戦略的優先事項と特定のリス
クとの直接的なつながりを示しているか、組織のリスクと整合し
ているかを確認して下さい。
⑨行動は報酬にリンクされていますか？�役員と取締役の報酬が
長期的な価値創造と戦略的目標にどのように結び付いているかを
明確にして下さい。
⑩価値の全体像を提供しましたか？　リソース配分の組み合わせ
を含む資本投資と非資本投資がどのように持続的な競争優位性と
長期的な価値の創出をもたらすかを説明して下さい。

（原文：Purpose�and�Profit,�IIRC��翻訳：シモン・ウォジツキ氏）
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に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
が「
ム

シ
型
」と「
カ
ビ
型
」ア
ナ
ロ
ジ
ー

で
す
。

ム
シ
型
不
祥
事
は
個
人
が
自
ら

の
利
益
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

害
虫
に
殺
虫
剤
を
撒
く
の
と
同
じ

よ
う
に
不
祥
事
を
起
こ
し
た
個
人

の
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
れ
ば
解

決
し
ま
す
。

一
方
の
カ
ビ
型
不
祥
事
は
、
組

織
の
利
益
の
た
め
に
手
を
染
め
、

そ
の
手
法
は
引
き
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。
時
間
的
、
人
的
に
広
が
り

を
も
ち
、
感
染
症
と
似
て
い
ま
す
。

好
む
・
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

関
与
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で

す
。
談
合
は
そ
の
典
型
例
で
す
。

「
カ
ビ
型
不
祥
事
」へ
の
対
処
は

複
雑
で
す
。

ム
シ
型
不
祥
事
へ
の
対
処
と
同

じ
発
想
で
調
査
す
る
と
、
実
態
を

把
握
す
る
の
に
時
間
を
要
し
ま
す
。

カ
ビ
型
で
重
要
な
の
は
背
景
に
あ

る
構
図
な
の
で
す
。

止
め
ら
れ
ず
に 

 

広
が
る
改
ざ
ん

─
カ
ビ
型
の
対
処
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

適
切
に
対
処
す
る
に
は
、
カ
ビ

型
を
病
理
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

カ
ビ
は
自
分
の
意
思
で
行
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
の
も
と
で
行
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。「
ム
シ
型
」へ
の
対

処
の
よ
う
に
、
順
守
の
徹
底
や
制

裁
を
厳
し
く
し
て
も
効
果
が
な
い
。

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
構
図
を
無

く
し
て
い
か
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
カ
ビ
が
生
え
た
の
か
を
突
き

止
め
て
、
そ
の
原
因
を
除
去
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
正
取
引
委
員
会
は
90
年
代
か

ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
業
界
の
談
合
事
件

を
個
別
に
摘
発
し
、
２
０
０
０
年

以
降
、
検
察
も
談
合
を
個
別
に
処

罰
し
て
き
ま
し
た
が
、
根
本
的
な

解
決
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

解
決
に
至
っ
た
の
は
、
ス
ー
パ
ー

ゼ
ネ
コ
ン
が
２
０
０
５
年
に「
談

合
決
別
宣
言
」を
出
し
て
談
合
を

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
構
造
と
自
ら

縁
を
切
っ
た
か
ら
で
す
。

入
札
契
約
制
度
に
総
合
評
価
落

札
方
式
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
談

合
か
ら
脱
却
す
る
入
札
改
革
が
進

み
ま
し
た
。

─
品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
の

背
景
に
は
ど
う
い
う
構
造
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん

問
題
で
は
契
約
上
、
ど
れ
く
ら
い

の
安
全
率（
※
１
）で
契
約
す
る

か
と
い
う
こ
と
と
契
約
の
義
務
を

ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
に
す
る
か
が

根
本
的
な
背
景
に
あ
り
ま
す
。
日

本
企
業
は
安
全
率
を
非
常
に
高
く

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
納
期

─
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、

法
令
順
守
だ
け
で
な
く
社
会
的
要

請
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ
」と

強
調
し
て
い
ま
す
ね
。
社
会
的
要

請
を
意
識
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
。

一
番
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
公
共
事
業
に
お
け
る
談
合

問
題
で
す
。
建
設
業
界
で
は
、

２
０
０
６
年
ご
ろ
ま
で
ほ
と
ん
ど

の
公
共
工
事
で
談
合
に
よ
っ
て
発

注
者
が
決
ま
っ
て
い
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
違
法
行
為
が
シ
ス
テ
ム

と
し
て
公
共
調
達
全
体
に
ま
ん
延

し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
公
共
調
達
制
度
は
発
注

の
実
態
と
乖か

い

離り

し
て
い
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
状
況
で「
法
令
順
守
」

と
掛
け
声
を
掛
け
て
も
問
題
解
決

郷
原
信
郎
弁
護
士(
郷
原
総
合
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
法
律
事
務
所)

は「
ム
シ
型
」

不
祥
事
は
一
部
の
悪
意
が
あ
る
経
営
幹
部
や
社
員
に
よ
る
も
の
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん

や
談
合
は
社
内
に
ま
ん
延
す
る「
カ
ビ
型
」に
分
類
す
る
。

 

（
聞
き
手
・
吉
田�

広
子
＝
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
、
萩
原�

哲
郎
＝
オ
ル
タ
ナ
編
集
部
）

「
カ
ビ
型
不
祥
事
」

根
絶
へ
の
対
処
法

郷
原 

信
郎（
ご
う
は
ら
・
の
ぶ
お
）

東
京
大
学
理
学
部
卒
業
。
東
京
地
検
検
事
、

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
総
括
研
究
官
、
桐

蔭
横
浜
大
学
教
授
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
長
、
総
務
省
顧
問
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
室
長
な
ど
を
歴
任
。

インタビュー

（撮影・山口�ベン）
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し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
が
表

面
化
し
た
企
業
で
は
、
改
ざ
ん
を

や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識

を
徹
底
す
る
だ
け
で
は
な
く
、デ
ー

タ
改
ざ
ん
に
至
る
根
本
的
な
原
因

を
除
去
す
る
こ
と
で
、
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
、
再
発
防
止
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

自
主
申
告
促
し 

 

「
カ
ビ
」を
除
去

─
郷
原
さ
ん
は
実
際
に
不
祥
事

が
起
き
た
時
に
は
ま
ず
何
か
ら
着

手
し
ま
す
か
。

事
実
関
係
の
徹
底
的
な
把
握
で

す
。
そ
こ
か
ら
こ
の
問
題
の
本
質

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
尽
き

ま
す
。

─
不
祥
事
の
対
応
と
し
て
、「
治

療
的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」が
有

効
で
す
ね
。
個
人
の
行
為
が
原
因

で
あ
る
ム
シ
型
と
比
べ
て
、
カ
ビ

型
は
責
任
の
所
在
が
非
常
に
あ
い

ま
い
で
す
。

責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る

の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。
個
人

の
意
思
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も

ま
で
に
完
全
な
形
で
は
納
め
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
の
安
全
率
を
高
め
て

い
る
の
で
、
多
少
そ
れ
を
下
回
っ

た
と
し
て
も
品
質
に
は
影
響
あ
り

ま
せ
ん
。
昔
は「
特
別
採
用（
※

２
）」と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
し

た
。
取
引
先
側
は
、
ご
く
一
部
に

契
約
上
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
も

の
が
あ
っ
て
も
、「
特
別
採
用
」の

制
度
を
利
用
し
て
、
社
内
的
に
処

理
し
た
の
で
問
題
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

─
し
か
し
法
令
順
守
や
契
約
の

順
守
が
厳
格
に
な
っ
た
今
日
で

は
、
特
別
採
用
で
解
決
し
て
い
く

こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
く
僅
か
な
量
、
規
格
外
の
も

の
が
で
き
て
し
ま
う
と
、
契
約
書

通
り
に
納
入
す
る
た
め
に
デ
ー
タ

改
ざ
ん
を
行
う
わ
け
で
す
。

「
暗
黙
の
了
解
」で 

 
隠
ぺ
い
を
隠
ぺ
い

「
カ
ビ
型
」の
病
理
の
怖
い
と
こ

ろ
は
一
度
改
ざ
ん
が
始
ま
っ
て
し

ま
う
と「
止
め
ら
れ
な
い
」と
こ

ろ
で
す
。
外
部
へ
の
告
発
と
い
う

形
で
明
る
み
に
で
る
こ
と
が
多
く
、

内
部
通
報
制
度
は
ま
ず
機
能
し
ま

せ
ん
。
組
織
内
で「
暗
黙
の
了
解
」

が
あ
る
よ
う
な
不
正
は
、
通
報
で

解
決
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い

の
で
す
。

監
査
が
入
っ
た
ら
、
隠
ぺ
い
す

る
し
か
な
い
。
さ
ら
に
翌
年
の
監

査
で
は
隠
ぺ
い
を
隠
ぺ
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
形

式
上
の
不
正
で
あ
っ
て
、
製
品
の

品
質
に
は
問
題
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
取
引
先
が
改
ざ
ん
を

認
識
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
が
明
る
み

に
な
る
と
、
大
問
題
と
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。

─
カ
ビ
型
は
社
内
に
ま
ん
延

し
、
時
間
的
に
も
長
く
継
続
し
て

い
く
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
ど
う

解
決
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の
解
決
方

法
は
契
約
内
容
を
実
態
に
適
合
さ

せ
る
こ
と
、
取
引
先
と
交
渉
し
て

仕
様
変
更
に
つ
い
て
理
解
を
得
て
、

新
た
な
契
約
で
は
現
実
的
に
供
給

可
能
な
仕
様
設
定
に
し
て
契
約
し
、

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

な
い
か
ら
で
す
。
積
極
的
に
自
己

申
告
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
自
主
的
に
申
告
し
た
も
の
は
不

問
に
す
る
」と
い
う
社
内
リ
ニ
エ

ン
シ
ー
の
活
用
も
、
予
防
を
含
め

て
効
果
的
で
す
。

─
日
本
型
の
組
織
の
つ
く
り
は

責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
カ
ビ
型
の
発
生
し
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
契
約

上
の
縛
り
や
不
正
に
対
す
る
抵
抗

感
が
あ
っ
て
も
、「
仲
間
意
識
」や

「
空
気
を
読
む
文
化
」が
影
響
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
そ
う
い
う
社
内
の
カ

ビ
型
に
順
応
し
て
い
く
。
最
近
明
ら

か
に
な
っ
た
デ
ー
タ
改
ざ
ん
は
30

年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
さ

れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

※
１��

あ
る
製
品
や
シ
ス
テ
ム
が
破
壊
ま
た
は

正
常
に
作
動
し
な
く
な
る
最
小
の
負
荷

と
、
予
測
さ
れ
る
製
品
・
シ
ス
テ
ム
へ

の
最
大
の
負
荷
と
の
比
率

※
２��

不
合
格
に
な
っ
た
製
品
な
ど
を
、や
む
を

得
な
い
理
由
で
採
用
・
使
用
す
る
こ
と

カ
ビ
型

ム
シ
型

原　因： 制度や契約が実態と乖離して
いること。

病　理： 時間的、人的に広がりを持つ。
感染症と似ていて、好む・好ま
ざるにかかわらず、関与せざる
を得なくなる。

対処法： やらざるを得ない構図を無くす
こと。品質データ改ざんであれ
ば、取引先と交渉して契約を現
実的な仕様設定にすること。

原　因：個人が自らの利益のために行う。

対処法： 不祥事を起こした個人の責任を
厳しく追及することで解決する。

日本企業で起こる不祥事の類型
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外形のガバナンス 内面のガバナンス



課
題
に
直
面
し
、
経
営
者
が
対
応

に
追
わ
れ
ま
す
。

経
営
者
の
経
験
と
鋭
い
勘
だ
け

で
は
経
営
判
断
で
き
な
い
も
の
が

増
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
が

あ
り
、
外
部
視
点
か
ら
社
外
取
締

役
が
意
見
を
す
る
こ
と
に
対
す
る

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
取
締
役
会
を
十
分
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
対
応
を
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
は
、
定

時
取
締
役
会
は
毎
月
１
─
２
回
、

各
回
１
─
３
時
間
開
催
さ
れ
、
基

本
的
に
は「
決
議
事
項
」と「
報
告

事
項
」で
構
成
さ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
社
内
取
締
役
が

事
前
に
討
議
し
て
決
め
た
こ
と
を
、

取
締
役
会
と
い
う
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
背
景
や
現
場
の
実
情

を
十
分
に
理
解
し
き
れ
て
い
な
い

社
外
取
締
役
が
異
論
や
反
対
意
見

を
述
べ
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

他
方
で
、
社
内
で
討
議
を
重
ね

て
き
た
も
の
を
社
外
取
締
役
が
簡

単
に
否
定
す
る
こ
と
は
経
営
の
ス

ピ
ー
ド
を
止
め
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
戦
略
、
買

収
な
ど
重
要
な
こ
と
は「
決
議
事

項
」に
上
が
る
前
に
社
内
外
の
取

締
役
同
士
で
十
分
に
議
論
す
る
機

会
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

私
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
取
締
役
会

を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
討
議
事
項
」設
け
て  

自
由
な
議
論
を

一
つ
目
は
、
取
締
役
会
が
始
ま

る
前
に
社
外
取
締
役
向
け
に「
事

前
説
明
会
」を
設
け
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は「
根
回
し
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
目
的
は
、
情
報
格
差
を
埋

め
て
説
明
時
間
を
短
く
し
議
論
す

る
時
間
を
中
心
に
す
る
こ
と
で
す
。

事
前
説
明
時
の
社
外
取
締
役
の

意
見
や
疑
問
を
紙
に
ま
と
め
て
配

布
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。
社
外

取
締
役
の
問
題
意
識
も
事
前
に
共

有
す
る
こ
と
で
、
議
論
す
べ
き
論

点
も
明
確
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
決
議
事
項
と
報
告

事
項
に
加
え
て
、「
討
議
事
項
」の

時
間
を
設
け
る
こ
と
で
す
。
中
長

期
戦
略
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

人
事
戦
略
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
な

ど
議
論
が
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
、

自
由
闊
達
に
議
論
で
き
る
機
会
と

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

「
討
議
事
項
」の
時
間
に
し
っ
か
り

と
議
論
す
る
こ
と
で
、「
重
要
な

決
議
」を
す
る
時
も
ス
ム
ー
ズ
な

意
思
決
定
を
可
能
に
し
ま
す
。

三
つ
目
は
取
締
役
会
の
機
動
的

な
開
催
で
す
。
定
例
取
締
役
会
は

年
間
予
定
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
日
々

変
化
す
る
政
治
や
国
際
情
勢
が
企

業
経
営
に
直
接
的
に
影
響
し
ま
す
。

臨
機
応
変
に
取
締
役
会
を
開
催

経
営
環
境
の
変
化
が
激
し
い
時

代
に
お
け
る
最
先
端
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
は
何
か
。
ま
ず
考
え
る
べ
き

は
取
締
役
会
の
あ
り
方
で
す
。
取

締
役
会
は
、
そ
の
企
業
の「
最
高

意
思
決
定
機
関
」で
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
社
内
取

締
役
が
事
前
に
決
め
た
も
の
を
予

定
調
和
で
進
め
よ
う
と
す
る
な
ど
、

意
思
決
定
機
関
と
し
て
形
骸
化
し

て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
か
。

他
方
で
、
再
改
訂
し
た
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド（
Ｃ

Ｇ
Ｃ
）、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ（
気
候
関
連
財

務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
、
経
済
安
全
保
障

な
ど
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
経
営

　

上
場
企
業
６
社
の
社
外
取
締
役
を
務
め
る
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
危
機
管
理

の
専
門
家
・
大
久
保
和
孝
氏
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
取
締
役
会
の
あ
り
方
を
見

直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
」と
訴
え
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
社
内
取
締
役
と

社
外
取
締
役
と
の
情
報
格
差
だ
。 

（
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田�

真
隆
）

社
外
取
締
役
と
の

情
報
格
差
を
埋
め
よ

大
久
保 

和
孝（
お
お
く
ぼ
・
か
ず
た
か
）

公
認
会
計
士
。
元
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監

査
法
人
経
営
専
務
理
事（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
本
部
長
）。

主
な
著
書
に『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
リ
ス
ク
に

対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
組
織
を
つ
く
る
』

（
第
一
法
規
２
０
２
１
年
３
月
）。
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社
外
取
締
役
に
期
待
さ
れ
て
い

る
二
つ
目
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
応
」

で
す
。
社
外
取
締
役
が
見
る
べ
き

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は「
経

営
者
の
信
頼
性
」と「
組
織
風
土
」、

取
締
役
会
に
お
け
る「
リ
ス
ク
対

話
」に
尽
き
る
と
言
え
ま
す
。

社
内
取
締
役
が
本
気
で
組
織
ぐ

る
み
で
不
正
や
粉
飾
を
し
よ
う
と

し
た
時
に
、
社
外
取
締
役
が
見
抜

く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
経
営
者
の
信

頼
性
」が
大
切
な
の
で
す
。
経
営

者
と
の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
時
間
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
日
々
の
言
動
、
会
社
内
の
組

織
風
土
な
ど
、
様
々
な
情
報
か
ら

感
じ
取
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
有
益
な
情
報
の
一
つ

と
な
る
の
が
、
組
織
風
土
に
関
す

る
調
査
結
果
で
す
。
会
社
全
体
の

社
風
に
加
え
、
部
署
ご
と
の
デ
ー

タ
を
見
る
と
管
理
職
の
特
性
や
課

題
な
ど
も
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。

経
営
リ
ス
ク
は 

 
１
枚
に
ま
と
め
よ

経
営
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め

に
も
、
取
締
役
会
に
お
い
て「
リ

ス
ク
対
話
」に
よ
る
徹
底
し
た
議

論
が
効
果
的
で
す
。

議
論
の
前
提
と
し
て
経
営
者
の

頭
の
中
に
あ
る
経
営
課
題（
リ
ス

ク
）を「
一
覧
性
を
も
っ
て
俯
瞰

的
に
可
視
化
さ
れ
た
１
枚
の
リ
ス

ク
マ
ッ
プ
」と
し
て
作
成
し
ま
す
。

１
枚
に
す
る
こ
と
で
執
行
側
の
考

え
が
理
解
し
や
す
く
な
り
、
対
話

を
促
し
、
深
い
議
論
へ
と
繋
が
る

こ
と
で
取
締
役
会
で
の
議
論
が
活

性
化
し
ま
す
。

一
見
す
る
と
当
た
り
前
に
見
え

ま
す
が
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、

経
営
課
題
を
経
営
全
般
の
視
点
か

ら
俯
瞰
的
に
捉
え
徹
底
し
た
議
論

を
通
じ
て
優
先
順
位
付
け
を
決
め

る
企
業
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
巡
る
事
情
は
企

業
ご
と
に
違
い
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
対
応
に
共
通
し
て
大
事
な
こ
と

は「
言
語
化
」と「
可
視
化
」を
ベ
ー

ス
に「
対
話
」す
る
こ
と
で
す
。

で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。
ど
ん

な
に
忙
し
い
取
締
役
で
も
、
朝
６

時
や
夜
12
時
は
一
般
的
に
は
空
い

て
い
る
は
ず
で
す
。
問
題
が
起
き

た
と
き
に
定
例
の
取
締
役
会
以
外

に
も
緊
急
に
招
集
し
て
開
催
で
き

る
よ
う
に
社
内
外
の
取
締
役
間
で

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
る
こ
と
で
す
。

最
後
は
社
外
取
締
役
間
の
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
構
築
で
す
。

社
外
取
締
役
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
お
互
い
の

考
え
を
事
前
に
理
解
し
て
お
く
こ

と
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
繋
が

り
ま
す
。
社
外
取
締
役
同
士
で
の

定
期
的
な
会
食
な
ど
が
有
効
で
す
。

こ
の
４
つ
の
施
策
が
最
先
端
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
対
応
だ
と
言
え
ま
す
。

潮
目
を
読
め
る 

 

社
外
役
員
に
期
待

Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
社
外
取
締
役
へ
の
期
待
は
、

「
企
業
価
値
の
向
上
」「
ガ
バ
ナ
ン

ス
対
応（
リ
ス
ク
対
話
を
含
む
）」

の
２
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
企
業
価
値
の
向
上
」に
つ
い
て
、

社
外
取
締
役
は
執
行
を
担
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必
ず
し

も
経
営
コ
ン
サ
ル
の
よ
う
な
も
の

が
期
待
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
外
部
の
視
点
か
ら
会
社
が
気

付
か
な
い
こ
と
へ
の
指
摘
や
社
内

の
論
理
だ
け
で
は
進
め
ら
れ
な
い

新
し
い
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
社
内
だ
け
で
は
気
が
付

か
な
い「
社
会
の
潮
目
」を
読
み
、

そ
れ
を
会
社
に
伝
え
て
い
く
こ
と

で
す
。
最
近
議
論
さ
れ
て
い
る
具

体
的
な
テ
ー
マ
は
、「
Ｄ
Ｘ
化
」「
防

災
・
減
災
」「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」「
経
済
安
全

保
障
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

施策１： 社内取締役と社外取締役の情報格差を埋めよ
社外取締役向けに「事前説明会」を設ける。「根回し」ではなく、
情報格差を埋めることを目的に。事前説明会で出た意見を1
枚の紙にまとめて取締役会で配布へ。

施策２： 決議事項と報告事項に加えて、「討議事項」を
中長期戦略、リスクマネジメント、人事戦略、DX戦略、ESG
など議論が必要な課題について、議論する機会をつくる。

施策３： 取締役会の機動的な対応を
変化の激しい時代では、定例の取締役会以外に、臨機応変に
取締役会を開催できる体制にしておくことが重要。

施策４： 社外取締役の「横のつながり」を強化せよ
社外取締役間のリレーションシップの構築を。定期的な会食
なども有効。

大久保和孝氏が考える最先端のガバナンス対応４施策
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１
９
３
６
年
創
業
の
商
工
中
金

は
、
政
府
と
民
間
団
体
が
共
同
で

出
資
す
る
政
府
系
金
融
機
関
だ
。

同
行
で
大
規
模
な
不
正
融
資
が

見
つ
か
っ
た
の
が
２
０
１
６
年
10

月
。
鹿
児
島
支
店
が「
危
機
対
応
」

の
名
目
で
行
っ
た
融
資
に
不
正
が

発
覚
し
た
。
こ
の
事
案
を
契
機
に

全
22
万
件
に
及
ぶ
融
資
案
件
を
調

べ
た
。す
る
と
、総
額
約
２
６
０
０

億
円
、
４
６
０
０
件
を
超
え
る
不

正
融
資
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

国
内
支
店
１
０
０
店
舗
中
97
店

舗
で
不
正
が
発
覚
し
、
８
０
０
人

以
上
が
処
分
を
受
け
た
。２
０
１
７

年
５
月
と
10
月
に
金
融
庁
な
ど
の

主
務
省
か
ら
２
度
に
渡
り「
業
務

改
善
命
令
」が
下
さ
れ
、「
抜
本
的

な
再
発
防
止
策
の
策
定
」な
ど
を

命
じ
ら
れ
た
。

再
建
を
図
る
商
工
中
金
が
ま
ず

取
り
組
ん
だ
の
が
、「
取
締
役
会

の
機
能
強
化
」だ
。
内
部
監
査
会

議
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
会
議
を

取
締
役
会
直
結
に
す
る
こ
と
で
、

関
与
を
高
め
た
。

さ
ら
に
、
社
長
を
含
め
７
人
の

取
締
役
の
過
半
数（
４
人
）を
社

外
取
締
役
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

経
営
の
執
行
と
監
督
を
分
離
し
た

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
」の
取
締
役

会
に
変
え
た
の
だ
。

社
内
か
ら
は
取
締
役
を
選
任
せ

ず
、
プ
ロ
パ
ー
の
役
員
は
監
査
役

１
人
だ
け
に
し
て
多
様
性
と
透
明

性
を
高
め
た
。

審
議
時
間
は
２
倍 

 

発
言
は
20
倍
に

取
締
役
会
を「
意
見
が
出
る
場
」

に
変
え
る
た
め
、
社
内
と
社
外
の

取
締
役
の
情
報
格
差
を
埋
め
る

「
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
時
間
」を
設

け
た
。
毎
月
の
取
締
役
会
の
３
日

ほ
ど
前
に
、
各
部
署
の
部
長
ら
が

社
外
取
締
役
・
監
査
役
に
事
前
説

明
を
行
う
。
経
営
戦
略
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
な
ど
を
話
し
合

う「
討
議
事
項
」も
導
入
し
た
。

不
祥
事
前
の
２
０
１
５
年
度
は

取
締
役
会
で
の
審
議
時
間
は
年
間

７
０
０
分
、
社
外
取
締
役
・
監
査
役

の
発
言
回
数
は
20
回
も
な
か
っ
た
。

だ
が
、２
０
２
１
年
度
は
約
１
８
０
０

分
、
発
言
回
数
も
３
０
０
回
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
改
革
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ

た
関
根
正
裕
社
長
が
目
指
し
た
の

は
心
理
的
安
全
性
が
担
保
さ
れ
た

「
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
る
組
織
」

だ
。「
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
外
形
だ
け

だ
と
不
十
分
。
組
織
風
土
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
繰
り
返
す
」と
言

い
切
る
。

内
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
う
高

め
る
の
か
。
関
根
社
長
に
は
ま
ず
、

「
心
理
的
安
全
性
の
高
め
方
」を

聞
い
た
。

◆

─
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
高
め
る
た
め

に
、
職
員
の
心
理
的
安
全
性
に
着

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
２
０
１
６
年
に
発
覚
し
た
大
規
模
な
不
正
融
資
事
件
を

受
け
、
貸
し
付
け
ノ
ル
マ
の
廃
止
な
ど
組
織
風
土
の
改
善
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
は
制
度
設
計
な
ど
外
形
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
従
業
員
の
心
理
的

安
全
性
な
ど
内
面
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
。 

（
聞
き
手
・
池
田�

真
隆
＝
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
）

「
ノ
ル
マ
」を
廃
止

組
織
に「
風
」通
す

関根 正裕（せきね・まさひろ）

1981年、第一勧業銀行入行。総会屋への利益供与事件後の行内改
革に携わる。2005年、西武グループへ。グループの事業再編やプ
リンスホテルの経営立て直しなどに関わった。18年から商工組合
中央金庫代表取締役社長� （撮影・高橋�慎一）

商工組合中央金庫
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目
し
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
は
外
形
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
企
業
文
化
や
組
織
風
土
が
変

わ
ら
な
い
限
り
、
繰
り
返
し
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
が
一
番
注
力
し
た

の
は
風
通
し
の
良
い
組
織
風
土
に

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
の
心
理
的
安
全
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
し
た
。

─
何
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
か
。

ノ
ル
マ
を
廃
止
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
上
司
に
は
ノ
ル
マ
で
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
目
標
は
管
理
職

が
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
各
支
店

で
話
し
合
っ
て
つ
く
る
よ
う
に
し

た
の
で
す
。

目
標
を
つ
く
る
と
き
に
お
願
い

し
た
の
は
、「
数
値
的
な
目
標
で

は
な
く
、
お
客
様
に
ど
う
役
に
立

つ
の
か
を
考
え
る
こ
と
」「
営
業

担
当
だ
け
で
な
く
、
支
店
全
職
員

で
話
し
合
う
こ
と
」の
二
つ
で
す
。

対
話
を
生
み
出
す
こ
と
を
狙
っ
た

の
で
す
。

最
初
の
頃
は
反
発
も
あ
り
ま
し

た
。「
ノ
ル
マ
な
し
で
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
き
る
か
」「
目
標
計
画
を

つ
く
る
の
は
本
部
の
仕
事
だ
」な

ど
で
す
。

で
も
、
い
く
ら
そ
う
言
わ
れ
て

も
方
針
は
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

営
業
店
長
会
議
で
は
、
数
字
の
話

は
一
切
せ
ず
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

話
だ
け
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ノ
ル
マ
を
廃
止
し
て
も
、
お
客

様
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
っ
か
り

や
れ
ば
、
結
果
は
必
ず
付
い
て
く

る
と
言
い
続
け
ま
し
た
。
方
針
を

変
え
て
4
年
が
経
ち
ま
す
が
、
よ

う
や
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル

が
変
わ
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

私
自
身
も
全
国
の
支

店
を
周
り
な
が
ら
、
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
し
ま
し
た
。
管
理

職
が
い
る
と
遠
慮
し
て

し
ま
う
の
で
、
管
理
職

を
外
し
て
。

そ
れ
に
、
ブ
ロ
グ
も
毎

週
書
い
て
い
ま
す
。
私
の

ブ
ロ
グ
を
読
ん
で
思
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
自
由
に

メ
ー
ル
を
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
各
支
店
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、「
エ
リ
ア
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
」

を
支
店
に
設
置
し
ま
し
た
。

「
対
話
」と「
伴
走
」  

上
司
に
求
め
る

─
ノ
ル
マ
を
廃
止
し
て
業
績
評

価
は
ど
う
変
え
ま
し
た
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

を
も
と
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。

そ
の
シ
ー
ト
に
数
値
目
標
は
書
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
自
分

と
し
て
ど
う
あ
り
た
い
か
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
理
想
に

た
ど
り
着
く
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
上
司
の
役
割
で
す
。

評
価
は
一
方
的
に
通
知
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
う
評
価
し
た
理
由

を
伝
え
ま
す
。
そ
の
理
由
を
受
け

取
っ
た
職
員
は
、
今
度
は
自
分
の

意
見
を
上
司
に
伝
え
ま
す
。
こ
う

し
て
、
対
話
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
の
対
話
か
ら
次
の
評
価
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る

関
根
さ
ん
の
原
体
験
は
何
で
し
ょ

う
か
。

第
一
勧
銀
の
総
会
屋
の
不
祥
事

や
西
武
グ
ル
ー
プ
の
再
生
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
再
建
の
カ

ギ
は「
働
き
や
す
い
組
織
」づ
く

り
だ
と
分
か
っ
た
の
で
す
。

ノ
ル
マ
を
廃
止
す
る
と
、
普
通

は
心
配
し
ま
す
。
で
も
、
自
分
が

何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
か
分

か
っ
て
い
る
職
員
が
い
る
組
織
は

ノ
ル
マ
が
無
く
て
も
成
績
は
落
ち

な
い
の
で
す
。

か
く
い
う
私
も
第
一
勧
銀
で
働

い
て
い
た
時
は
、
ノ
ル
マ
に
追
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
個
人
の
成
績

は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

上
か
ら
指
示
さ
れ
た
か
ら
が
ん

ば
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
が
思
う
よ
う
に
や
っ
て
、
成
功

す
る
と
楽
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

が
ん
ば
っ
た
。

自
律
性
が
大
事
で
す
。
何
事
も

興
味
を
持
っ
て
取
り
組
め
ば
よ
く

身
に
付
き
ま
す
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

コンプライアンス意識が向上

全
体
の
平
均
値

5.8
5.5
5.2
4.9
4.6

 2018  2019  2020  2021

組
織
風
土
の

平
均
値

5.5
5.2
4.9
4.6

 2018  2019  2020  2021

5.27 5.39
5.54 5.58

4.87
5.04

5.24 5.30

商工中金では2018年から外部業者に委託し、
「コンプライアンス意識調査」を全職員向けに実
施。コンプライアンスに係る7分野35項目につ
き、それぞれ０－７（０：そう思わない、７：その
通りだと思う）で回答。2021年の調査では、子
会社職員やパート含めて回答数は「4489」（回答
率92.4％）。７分野35項目全体の平均値㊤と「組
織風土」の平均値。年度を重ねるごとにほぼすべ
ての項目が肯定的に推移している
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大
規
模
リ
コ
ー
ル
や
燃
費
・
排

出
ガ
ス
検
査
不
正
な
ど
、
国
内
外

で
自
動
車
業
界
の
不
祥
事
が
後
を

絶
た
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
に
危

機
感
を
募
ら
せ
た
日
産
自
動
車
は

２
０
１
６
年
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

「
ル
ー
ル
面
を
充
実
さ
せ
る
一
方

で
、
仕
組
み
で
管
理
す
る
こ
と
に

限
界
を
感
じ
た
。
従
業
員
が
現
場

で
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
の
端
緒
が
あ
る
。

積
極
的
に
声
を
拾
う
た
め
に
も
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
の
一
環

で
内
部
通
報
制
度
を
見
直
し
た
」

こ
う
経
緯
を
語
る
の
は
、
日
産

自
動
車
の
眞
野
泰
典
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

（
Ｇ
Ｃ
Ｏ
）だ
。

「
社
会
は
企
業
に
誠
実
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
従
業
員
一
人
ひ

と
り
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
理

解
し
、
倫
理
的
な
企
業
活
動
を
行

う
文
化
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
っ

た
」（
眞
野
Ｇ
Ｃ
Ｏ
）

「
記
名
」か
ら「
匿
名
性
」に

日
産
自
動
車
は
２
０
１
７
年
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
統
一
し
た
内
部
通

報
制
度「
ス
ピ
ー
ク
ア
ッ
プ
」を

導
入
。
も
と
も
と
欧
州
や
米
国
で

利
用
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
で
、
20

以
上
の
言
語
で
、
24
時
間
３
６
５

日
対
応
し
て
い
る
。
販
売
会
社
な

ど
関
係
者
も
利
用
で
き
る
。

主
な
変
更
点
は
２
つ
あ
る
。
１

つ
は
、
匿
名
性
の
確
保
だ
。
従
来

は
記
名
通
報
で
あ
る
こ
と
が
通
報

対
応
の
原
則
と
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
地
域
と
所
属
す
る
企
業
名

な
ど
最
低
限
の
情
報
の
み
で
の
通

報
も
広
く
受
け
付
け
て
い
る
。

も
う
１
つ
は
、
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
ま
で

は
、
原
則
通
報
し
た
後
の
や
り
取

り
は
な
く
、
調
査
員
が
対
処
す
る

形
だ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ク
ア
ッ
プ
で

は
、
調
査
員
と
チ
ャ
ッ
ト
の
よ
う

な
や
り
取
り
が
で
き
、
そ
の
内
容

が
記
録
さ
れ
て
い
く
。

「
以
前
は
通
報
し
て
も
進
捗
や
結

果
が
見
え
な
か
っ
た
が
、
現
在
は

通
報
し
た
内
容
を
取
り
扱
っ
て
も

ら
え
て
い
る
と
い
う
安
心
感
が
生

ま
れ
た
よ
う
だ
」（
眞
野
Ｇ
Ｃ
Ｏ
）

こ
う
し
た
改
善
が
実
を
結
び
、

導
入
以
前
の
件
数
は
非
公
表
だ
が
、

日
本
を
中
心
に
通
報
が
増
え
た
と

い
う
。
直
近
で
は
、
１
６
８
１
件

（
19
年
度
）、
１
１
６
６
件（
20
年

度
）、
１
７
６
４
件（
21
年
度
）と
、

日
本
企
業
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。

通
報
の
内
訳
は
、
19
％
が
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
関
連
、
54
％
が
人

事
関
連
だ
。
眞
野
Ｇ
Ｃ
Ｏ
は「
社

内
の
不
満
や
人
間
関
係
の
悩
み
、

不
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。『
匿

名
』だ
か
ら
こ
そ
相
談
し
や
す
い

面
も
あ
る
」と
話
す
。

集
ま
っ
た
通
報
を
改
善
に
生
か

す
た
め
に
、
受
け
入
れ
体
制
も
整

備
し
た
。
地
域
ご
と
に
専
門
の
調

査
委
員
を
３
─
５
人
配
置
し
、
迅

速
な
対
処
に
努
め
る
。

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
っ
て

も
、
従
業
員
を
し
ば
り
つ
け
る
の

が
目
的
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
働
き
や
す
い
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
仕
事
。
陥
り

が
ち
な
失
敗
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
」（
眞
野
Ｇ
Ｃ
Ｏ
）

同
社
の
パ
ー
パ
ス
も
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
。
日
産
自
動
車
は「
人
々
の
生
活

を
豊
か
に
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ド
ラ
イ
ブ
し
続
け
る
。」を
掲
げ
る
。

同
社
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
ス
タ
ー
ナ

ル
広
報
部
の
佐
々
木
裕
子
さ
ん
は

「『
な
ぜ
こ
れ
を
や
る
の
か
。
な
ぜ

こ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
』

を
再
確
認
す
る
た
め
の
写
し
鏡
と

な
っ
て
い
る
」と
話
し
た
。

社
内
で
不
正
が
発
覚
し
た
と
き
、
世
間
に
訴
え
ら

れ
る
前
に
対
処
・
改
善
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。そ
の

仕
組
み
の
一
つ
が「
内
部
通
報
制
度
」だ
。
日
産
自
動

車
は
匿
名
チ
ャ
ッ
ト
形
式
に
し
た
こ
と
で
通
報
件
数

が
増
加
し
た
と
い
う
。 （
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
吉
田�
広
子
）

「
匿
名
チ
ャ
ッ
ト
」で

内
部
通
報
の
壁
破
る

日産自動車

ESG経営を進める日産自動車
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「
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
、
従
業
員
レ

ベ
ル
で
の
改
革
に
注
力
し
て
い
る
」

小
谷
美
樹
・
積
水
ハ
ウ
ス
Ｅ
Ｓ

Ｇ
経
営
推
進
本
部
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

同
社
は
２
０
１
６
年
に
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
基
本
方
針
を

制
定
し
、
取
締
役
会
の
諮
問
機
関

と
し
て
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
な
ど

を
設
置
し
た
。
だ
が
、
２
０
１
７
年

に
地
面
師
詐
欺
事
件
が
発
生
し
た
。

東
京
・
五
反
田
に
あ
る
土
地
の
購

入
代
金
と
し
て
55
億
円
を
地
面
師

グ
ル
ー
プ
に
騙だ

ま

し
取
ら
れ
た
の
だ
。

そ
の
後
、
２
０
１
８
年
を「
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革 

元
年
」と
位
置
付

け
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
の
強
化
を
進
め
て
き
た
。

「
代
表
取
締
役
の
70
歳
定
年
制
」

「
経
営
会
議
の
設
置
」「
取
締
役
の

担
当
部
門
の
明
確
化
」な
ど
、
４

年
間
で
27
項
目
の
具
体
的
施
策
を

実
行
し
た
と
い
う
。

そ
の
一
つ
が
、
役
員
報
酬
制
度

の
見
直
し
だ
。「
基
本
報
酬
：
短
期

業
績
連
動
賞
与
：
中
長
期
業
績
連

動
型
株
式
報
酬（
中
期
0.5
＋
譲
渡

制
限
付
長
期
0.5
）」を
１
：
１
：
１

に
し
て
、
以
前
よ
り
中
長
期
の
業

績
評
価
の
ウ
エ
イ
ト
を
上
げ
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
連
動
部
分
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
実

績
の
積
極
開
示
に
も
努
め
る
。

同
社
広
報
部
に
よ
る
と
、「
経

営
監
督
機
能
と
業
務
執
行
機
能
の

緩
や
か
な
分
離
」も
成
果
が
出
て

い
る
と
い
う
。
取
締
役
会
の
経
営

監
督
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
２
０
２
２
年
に
は
社
外
取
締

役
比
率
を
50
％
ま
で
高
め
た
。

取
締
役
の
多
様
性
の
確
保
も
進

め
、
女
性
取
締
役
比
率
は
9.1
％

（
18
年
）だ
っ
た
の
を
、
30
％（
22

年
）に
ま
で
増
や
し
た
。

対
話
の
テ
ー
マ
は「
幸
せ
」

同
社
は「
従
業
員
の
幸
せ
こ
そ

が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
基
盤
」と
の
考

え
か
ら
、「
幸
せ
」を
テ
ー
マ
に
し

た「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
話
」を
実
施
す
る
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
中
に
企
業
が
あ
り
、

そ
の
企
業
の
一
員
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ

を『
自
分
ご
と
化
』す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、『
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
話
』は
重
要
な

取
り
組
み
だ
」（
小
谷
氏
）

Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
話
は
各
事
業
所
や
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
、
１
回
あ
た
り

平
均
45
人
規
模
で
開
催
。
５
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
事

業
を
通
じ
た『
お
客
様
の
幸
せ
』

地
面
師
詐
欺
事
件
が
発
覚
し
た
積
水
ハ
ウ
ス
は
、

２
０
１
８
年
を「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革 

元
年
」と
位
置

付
け
、
４
年
間
で
27
項
目
の
具
体
的
施
策
を
実
行
し

て
き
た
。
全
従
業
員
と
の「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
話
」も
実
施
し

て
い
る
。 

（
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
吉
田�

広
子
）

心
理
的
安
全
性
は

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
話
」で

積水ハウス

積水ハウスは「わが家」を世界一幸せな場所にすることを目
指す

『
従
業
員
の
幸
せ
』『
社
会
の
幸

せ
』」に
つ
い
て
話
し
合
う
。

積
水
ハ
ウ
ス
は
海
外
を
含
め
た

グ
ル
ー
プ
全
社
の
全
従
業
員
約

２
万
８
千
人
を
対
象
に
、
対
話
を

重
ね
て
き
た
。
21
年
下
期
と
22
年

上
期
だ
け
で
、
実
施
回
数
は

７
０
０
回
近
く
に
上
る
。「
意
見
は

否
定
し
な
い
」「
結
論
を
出
さ
な

く
て
良
い
」と
い
っ
た
こ
と
に
気

を
付
け
、
対
話
を
進
め
て
い
く
。

小
谷
氏
は「
役
職
や
職
種
を
超

え
、
役
員
や
上
司
、
部
下
が
対
話
を

重
ね
る
こ
と
で
、
多
様
な
価
値
観

を
認
め
合
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
会
社
が
目
指

す
方
向
と
各
自
の
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
つ
つ
、
心
理
的
安
全
性
や
相

互
信
頼
が
深
ま
っ
て
い
る
と
認
識

で
き
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
も
寄

与
し
て
い
る
」と
意
義
を
語
る
。

「
当
社
の
強
み
は
事
業
課
題
を
顧

客
目
線
か
ら
考
え
る
現
場
の
力
に

あ
る
。
現
場
の
力
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
く
た
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
の
構
築
、
お
よ
び
人
財
の
育
成

強
化
と
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」（
小
谷
氏
）
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レ
オ
パ
レ
ス
21
は
２
０
１
８
年

に
施
工
不
備
が
発
覚
し
た
。
不
備

棟
数
は
１
万
２
千
棟
超
に
上
る
。

そ
の
原
因
は
企
業
風
土
に
あ
っ

た
。
調
査
報
告
書
は
こ
う
指
摘
す

る
。「
本
件
の
原
因
は
第
一
に
、
当

時
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

『
走
り
な
が
ら
考
え
る
』と
の
状

況
下
で
、
経
営
危
機
か
ら
の
脱
却

と
請
負
建
築
事
業
の
拡
大
が
最
優

先
さ
れ
た
点
に
あ
る
」。

経
営
危
機
と
は
90
年
代
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
よ
る
も
の
だ
。
１
９
９
０

年
３
月
期
に
営
業
利
益
３
１
２
億

円
を
あ
げ
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩

壊
後
、
１
９
９
３
年
３
月
期
か
ら

１
９
９
５
年
３
月
期
ま
で
営
業
赤

字
が
続
い
た
。

こ
の
経
営
危
機
か
ら
脱
却
す
る

た
め
に
業
態
を
そ
れ
ま
で
の
ア

パ
ー
ト
分
譲
か
ら
、
請
負
建
築
と

一
括
借
り
上
げ
に
よ
る
賃
貸
事
業

に
転
換
し
た
。

経
営
危
機
か
ら
の
脱
却
と
い
う

焦
り
と
、
事
業
の
急
速
な
転
換
は

歪
み
を
招
い
た
。
物
件
数
の
急
拡

大
に
対
応
で
き
る
体
制
の
不
備
、

問
題
点
に
つ
い
て
意
見
が
言
い
づ

ら
い
環
境
、
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
建
築
士
や
設
計

部
門
の
発
言
力
の
弱
さ

も
挙
が
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

対
応
す
る
体
制
の
不
整
備
や
業
績

拡
大
の
優
先
、
そ
し
て
品
質
を
管

理
す
る
部
署
の
発
言
権
の
弱
さ
と

い
っ
た
企
業
風
土
を
問
題
視
し
た
。

５
月
29
日
は「
変
革
の
日
」

設
置
し
た
外
部
調
査
委
員
会
が

報
告
書
を
提
出
し
た
の
は
２
０
１
９

年
５
月
29
日
。
翌
年
に
は
こ
の
日

を「
変
革
の
日
５
・
29
」と
し
た
。

再
び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
誓

う
日
だ
。
報
告
書
を
受
領
し
た
翌

日
に
は
、
取
締
役
だ
っ
た
宮
尾
文

也
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

す
る
。
こ
こ
か
ら
社
内
の
意
識
改

革
に
乗
り
出
し
た
。

そ
の
な
か
で
重
き
を
置
く
の
が

企
業
風
土
の
改
革
だ
。

２
０
１
９
年
度
に
は
経
営
層
と

従
業
員
が
、
各
地
域
で
抱
え
る
課

題
な
ど
を
話
し
合
う「
地
域
ス

モ
ー
ル
会
議
」を
37
回
開
催
し
た
。

２
０
２
１
年
９
月
以
降
も
社
長
や

経
営
陣
と
社
員
の
対
話
の
機
会
を

設
け
た
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は
実
を

結
び
つ
つ
あ
る
。
同
社
は「
顔
が

見
え
る
経
営
体
制
、
逆
に
言
え
ば
、

業
務
に
モ
ノ
が
言
え
る
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
」（
広
報
担
当

歪ゆ
が

ん
だ
企
業
風
土
が
不
祥
事
を
引
き
起
こ
す
。
施

工
不
備
が
発
覚
し
た
レ
オ
パ
レ
ス
21
で
は
利
益
最
優

先
の
体
質
な
ど
が
あ
っ
た
。「
モ
ノ
言
う
社
員
」を
増

や
す
こ
と
で
企
業
風
土
の
改
革
を
目
指
す
。

 

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
部
・
萩
原�
哲
郎
）

モ
ノ
言
う
株
主
よ
り

モ
ノ
言
う
社
員
を

レオパレス21

者
）と
評
価
す
る
。

宮
尾
社
長
は「
未
曽
有
の
危
機

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

危
機
感
を
共
有
で
き
な
く
て
は
、

今
後
の
改
革
も
進
ま
な
い
と
考
え

た
」と
振
り
返
る
。
従
業
員
全
員

が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
改
革
を

進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に「
よ

り
風
通
し
が
良
く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
型
の
提
案
が
活
発
に
行
わ
れ
る

企
業
風
土
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
」。風

通
し
の
悪
さ
を
原
因
と
し
た

不
祥
事
は
、不
正
融
資
が
発
覚
し
た

ス
ル
ガ
銀
行
や
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ  

Ｈ

ｏ
ｍ
ｅ
が
挙
が
る
。

レ
オ
パ
レ
ス
21
を
含
め
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
組
織
づ
く
り
、「
モ

ノ
言
う
社
員
」の
育
成
が
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
善
に
必
須
だ
ろ
う
。

レ
オ
パ
レ
ス
21
の
業
績
は

２
０
２
２
年
３
月
期
決
算
で
純
利

益
が
４
期
ぶ
り
の
黒
字（
１
１
８
億

円
）と
な
っ
た
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

◆コンプライアンスファースト　2019年10月からコ
ンプライアンス評価の評価基準を高く設定。コンプラ
イアンスファーストな行動をとったかどうかの人事評
価を導入。2021年度は管理職全体に多面的に評価す
る360度評価を行っている。
◆ボトムアップ型の組織に　2019年度に「地域ス
モール会議」を全37回開催。2021年９月以降に代表
取締役が支店を訪問して従業員と交流する「タウン
ミーティング」を26回、様々なトークテーマを経営陣と
従業員数名が語らう「Linkage�Ｍeeting」を３回実施。

レオパレス21の企業風土改善施策
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ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進 

 

ミ
ド
ル
に
も
責
任

─
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
何
か
を
考

え
る
時
に
、
誰
が
司
る
の
か
が
重

要
で
す
ね
。

Ａ
：
課
長
や
部
長
な
ど
中
間
管
理

職
と
、
執
行
役
員
ク
ラ
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
理
想
的
に
は
全
従
業
員

で
す
が
、
自
分
の
出
世
だ
け
を
考

え
る
の
で
な
く
、
会
社
を
良
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
管
理
職

以
上
に
染
み
入
る
の
が
大
事
で
す
。

Ｂ
：
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
定
義
に
も
よ

り
ま
す
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
全
体

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら

は
長
期
的
視
点
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
き
る
人
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
司

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
執

行
側
は
ど
う
し
て
も
短
期
目
線
で
、

自
分
た
ち
の
成
績
に
一
喜
一
憂
し

が
ち
で
す
。

Ｃ
：
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
日
々
の
繰
り

返
し
の
中
で
効
い
て
く
る
も
の
と

考
え
る
な
ら
、
司
る
べ
き
は
ミ
ド

ル
層
で
す
。
仕
事
の
最
前
線
で
責

任
を
持
っ
て
意
思
決
定
す
る
ミ
ド

ル
層
が
お
か
し
く
な
る
と
不
祥
事

も
起
き
ま
す
。
ミ
ド
ル
か
ら
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

─
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
推
進
に
必
要

な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

Ｃ
：
社
内
の
多
様
性
が
前
提
で
す
。

当
社
の
社
内
分
析
で
は
、
女
性
管

理
職
の
比
率
が
高
い
部
署
ほ
ど
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
や
企
業
倫
理
に
対
す

る
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
多
様
性
が
あ
れ
ば
、
一

つ
の
方
向
に
流
れ
な
い
反
作
用
が

働
き
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

─
「
女
性
管
理
職
が
何
人
」と

い
っ
た
外
形
だ
け
で
な
く
、
内
面

を
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｂ
：
本
来
は「
女
性
だ
か
ら
」「
男

性
だ
か
ら
」と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

自
社
の
戦
略
に
合
わ
せ
て
、
個
々

の
能
力
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
経

験
の
多
様
性
で
選
ば
れ
る
べ
き
で

す
ね
。

し
か
し
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

ま
ず
は
外
形
か
ら
入
る
、
つ
ま
り

女
性
の
比
率
を
増
や
す
の
が
先
決

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
女

性
は
同
じ
土
俵
に
上
が
る
チ
ャ
ン

ス
が
乏
し
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

女
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヤ

マ
ハ
は
以
前
、
社
外
取
締
役
に

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
の
元
社
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

当
時
の
中
期
経
営
計
画
で
は
ブ
ラ

ン
ド
強
化
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
会

社
が
今
後
ど
う
い
う
方
向
を
目
指

す
の
か
と
い
う
戦
略
の
視
点
か
ら

選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

世
界
の
市
場
は 

 

多
様
性
が
前
提
に

Ａ
：
企
業
価
値
創
造
モ
デ
ル
の
実

行
に
際
し
て
、
国
内
企
業
は
内
輪

の
論
理
に
入
り
が
ち
で
す
。
暗
黙

知
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
本
来

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
広
が
る
中
、国
内
企
業
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
根
付
い
た
の
か
。
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
機
能
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
運
用
機
関
Ｅ
Ｓ
Ｇ
担
当
者（
Ａ
氏
）、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー（
Ｂ
氏
）、
大
手
メ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｇ
担

当
者（
Ｃ
氏
）の
３
人
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

（
司
会
は
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
）

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は

「
企
業
文
化
」か
ら

見
つ
め
直
す
べ
き
も
の
が
見
つ
め

ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
れ
を
避
け
る
に
は
、
性
別
だ

け
で
は
な
く
国
籍
、
年
齢
な
ど
あ

ら
ゆ
る
多
様
性
を
取
り
入
れ
る
べ

き
で
す
。
特
に
海
外
で
事
業
展
開

し
て
い
る
企
業
は
、
そ
の
国
や
地

域
の
人
を
採
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

Ｃ
：
当
社
は
現
在
、
従
業
員
の
半

分
以
上
を
外
国
人
が
占
め
、
売
り

上
げ
の
多
く
が
海
外
で
す
。
事
業

の
ス
ピ
ー
ド
感
の
違
い
な
ど
を

巡
っ
て
時
に
衝
突
も
起
き
ま
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
組
織
が
活
性
化
す
る

の
で
す
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
、
企
業
も
多
様
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
な
い
と
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
な
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
ね
。

─
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施

行
か
ら
40
年
近
く
経
ち
ま
し
た
が
、

ま
だ
プ
ロ
パ
ー
の
女
性
役
員
は
少

な
い
。
一
方
、
女
性
た
ち
が
上
の

世
代
の
大
変
さ
を
見
て
き
て
、
役

員
を
目
指
さ
な
い
と
い
う
見
方
も

あ
り
ま
す
。

座　談　会
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そ
れ
以
降
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
進
化
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

Ａ
：
進
化
し
ま
し
た
ね
。
最
初
は

「
社
外
取
締
役
な
ど
お
飾
り
に
す

ぎ
な
い
」と
い
う
認
識
が
大
部
分

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
て
、
社
外
の
声
を
入
れ
る
こ

と
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
、
時

価
総
額
が
上
が
っ
た
企
業
も
増
え

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
現
在
の
プ
ラ
イ
ム
市

場
で
す
が
、
１
８
０
０
社
は
多
す

ぎ
ま
す
。
こ
れ
は
最
大
の
愚
策
で

す
。
学
校
な
ら
、
公
立
高
校
全
体

の
成
績
を
上
げ
る
よ
う
な
も
の
で
、

選
択
と
集
中
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

進
学
校
に
あ
た
る
上
位
３
０
０
─

５
０
０
社
に
絞
っ
て
価
値
を
上
げ

て
い
け
ば
、
海
外
か
ら
の
評
価
は

も
っ
と
高
ま
っ
た
は
ず
で
す
。

Ｃ
：
機
関
投
資
家
や
事
業
会
社
40

社
以
上
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機

会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、「
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
効
い
て
い
る
企
業
」と

「
そ
う
で
な
い
企
業
」の
二
極
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
声
が
多
く

上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
二
極
化
を
広
げ
な
い

Ｃ
：
そ
も
そ
も
な
ぜ
大
変
と
思
う

の
か
、
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
子
育
て
が
女
性
中
心

の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
た
り
、

女
性
が
活
躍
す
る
に
は
家
庭
で
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
が
必
要
だ
っ

た
り
す
る
文
化
を
変
え
る
べ
き
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

Ａ
：
根
深
い
の
は
学
校
教
育
で
す
。

学
級
委
員
長
は
男
子
で
副
委
員
長

は
女
子
と
い
う
の
が
長
い
間
の
定

番
で
、
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
管

理
職
に
向
け
た
研
修
は
、
専
業
主

婦
が
い
る
男
性
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

内
容
が
多
い
で
す
。

最
近
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）・
エ
ク
イ
テ
ィ（
公
平

さ
）＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包

摂
）と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。エ
ク
イ
テ
ィ
は
、ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
に
考
慮
し
て
、
多
少
は

下
駄
を
は
か
せ
な
い
と
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
数
合
わ
せ
で
は
な
く
、

本
当
に
解
決
す
る
意
志
が
あ
る
の

か
が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

実
際
に
そ
れ
が
で
き
て
い
る
企

業
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
リ
ク

ル
ー
ト
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
前
か
ら
男
女
平
等
が
根
付
い

て
い
ま
し
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
会
長
が
50
代
、

社
長
が
40
代
と
い
う
若
さ
も
特
徴

で
す
。

Ｂ
：
他
の
国
内
企
業
も
、
女
性
が

活
躍
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

と
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
能
力
が
あ
っ
て
も
環
境
の

せ
い
で
諦
め
て
い
た
人
も
い
ま
し

た
。
意
欲
が
あ
る
人
が
意
欲
を
な

く
す
こ
と
は
良
く
な
い
で
す
。

─
こ
う
な
る
と
、
教
育
や
政
治

の
問
題
に
な
り
ま
す
ね
。
日
本
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が

１
１
６
位
で
、
日
本
社
会
全
体
の

変
容
が
必
要
で
す
。
ど
う
改
善
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
政
治
に
期
待
す
る
の
は
、
難

し
い
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は

国
内
よ
り
も
国
外
に
目
線
を
置
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業
は
日

本
社
会
の
あ
り
方
に
関
係
な
く
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
体
制
を
整
え
て
前

進
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
経
営
者
や
Ｉ
Ｒ
担
当
者
は

「
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン（
報
道
）リ
ス
ク
」

を
気
に
す
る
人
が
多
い
で
す
が
、

長
期
的
な
戦
略
に
基
づ
い
て
い
る

な
ら
そ
れ
ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
は

な
い
で
す
。

Ｂ
：
近
年
は
投
資
家
だ
け
で
な
く
、

他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
識

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
環
境
や
社
会
に
関
心
が
高
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
て
い
け
ば
、
必
然
的

に
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
な
る
で

し
ょ
う
。

プ
ラ
イ
ム
市
場
の 

 

社
数
は
多
過
ぎ
る

─
２
０
０
６
年
に
Ｐ
Ｒ
Ｉ（
国

連
責
任
投
資
原
則
）が
生
ま
れ
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
概
念
が
広
が
り
ま
し
た
。

た
め
に
、
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

な
い
と
。
日
本
は
約
７
０
０
社
が

統
合
報
告
書
を
出
し
て
い
る
の
で
、

ま
ず
こ
こ
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が

先
決
で
し
ょ
う
。

Ｂ
：
私
も
進
化
し
た
と
思
い
ま
す
。

両
極
化
の
話
が
出
ま
し
た
が
、「
ガ

バ
ナ
ン
ス
が
効
い
て
い
る
企
業
」

で
は
、
経
営
者
が
独
り
よ
が
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
社
外
取
締
役
を

選
ん
で
、
発
言
に
対
し
て
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
お
り
、
良
い
緊
張
感

が
生
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
取
締
役
会
が
機
能
し
て

い
る
企
業
は
総
じ
て
統
合
報
告
書

の
完
成
度
が
高
く
、
価
値
創
造
ス

ト
ー
リ
ー
も
描
け
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。米

欧
の
企
業
は 

 

説
明
が
得
意

─
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い

る
企
業
の
利
益
が
高
く
、
価
値
創

造
が
で
き
、
時
価
総
額
も
増
え
て

い
く
。
こ
の
公
式
が
浸
透
し
て
い

け
ば
、
そ
れ
に
追
随
せ
ざ
る
を
得

な
い
で
し
ょ
う
。

Ｂ
：
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
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一
方
で
、
長
期
目
線
で
投
資
先

と
対
話
を
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
運
用

や
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
す
る
パ
ッ
シ

ブ
運
用
を
手
掛
け
る
投
資
家
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
の「
自
由
演

技
」が
主
体
で
、
特
定
の
分
野
に

つ
い
て
深
く
対
話
を
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

企
業
と
し
て
も
日
ご
ろ
の
顧
客

対
応
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
投
資

家
の
タ
イ
プ
に
応
じ
た
個
別
対
応

が
必
要
で
す
。

企
業
が
投
資
家
を 

 

選
び
は
じ
め
た

例
え
ば
オ
ム
ロ
ン
は「
私
た
ち

が
、
対
話
す
る
投
資
家
を
決
め
ま

す
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

企
業
が
対
話
し
た
い
運
用
会
社
や

株
主
を
主
体
的
に
選
ぶ
わ
け
で
、

投
資
家
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
Ｉ
Ｒ

の
行
動
を
変
え
、
投
資
家
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ（
国
際
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
）の
基

準
は
守
り
な
が
ら
も
、
開
示
の
濃

淡
は
付
け
る
と
。

Ｃ
：「
自
由
演
技
」の
横
比
較
も
必

れ
ば
、
外
か
ら
何
か
言
わ
れ
て
も

自
社
の
戦
略
を
堂
々
と
主
張
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
経
営
の
安
定
に
つ

な
が
り
ま
す
。

Ｃ
：
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
で「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・

エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」（
順
守
せ
よ
、

さ
も
な
く
ば
説
明
せ
よ
）と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
欧
州
や
米
国

の
企
業
は
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
が
上

手
で
す
。
ま
ず
自
分
た
ち
の
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
や
パ
ー
パ
ス
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
説
明
し
て

い
ま
す
。

一
方
で
国
内
企
業
は
コ
ン
プ
ラ

イ
に
比
重
を
置
い
て
い
る
印
象
が

あ
り
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば「
順
守

し
て
い
れ
ば
良
い
」と
い
う
思
考

停
止
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
見
方

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
単

体
の
取
り
組
み
は
欧
州
や
米
国
の

先
進
企
業
と
比
較
し
て
も
劣
後
し

て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ら
を
統
一
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ（
物
語
化
）す
る
の
が
弱

い
と
思
い
ま
す
。

─
日
本
取
引
所
は
、
エ
ク
ス
プ

レ
イ
ン
し
な
い
こ
と
は
コ
ン
プ
ラ

イ
し
た
と
み
な
し
ま
す
。「
ち
ゃ
ん

と
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
し
な
さ
い
」と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
ね
。

Ａ
：
企
業
は
、
面
倒
く
さ
い
こ
と

を
避
け
た
い
わ
け
で
す
ね
。「
う

ち
は
こ
う
す
る
」
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
が
な
く
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
を
制
度
対

応
と
し
か
と
ら
え
て
お
ら
ず「
と

に
か
く
コ
ン
プ
ラ
イ
し
と
け
ば
い

い
や
」と
い
う
意
識
が
強
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス

プ
レ
イ
ン
」で
な
く「
コ
ン
プ
ラ

イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
」

が
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

一
体
ど
こ
ま
で
が 

 

「
コ
ン
プ
ラ
イ
」か

Ｂ
：「
ど
こ
ま
で
取
り
組
ん
だ
ら

コ
ン
プ
ラ
イ
と
言
っ
て
い
い
で
す

か
」と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
答
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ン
プ
ラ
イ
が
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で

あ
っ
て
、
企
業
自
身
が
何
を
も
っ

て
コ
ン
プ
ラ
イ
し
た
と
判
断
し
て

い
る
の
か
を
説
明
し
な
い
と
意
味

が
な
い
で
し
ょ
う
。

─
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
開
示
の
世
界
は

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の「
規
定

演
技
」と「
自
由
演
技
」に
例
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

Ａ
：
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

投
資
家
は
一
括
り
に
さ
れ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
投

資
判
断
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
か
ら
投
資
先
を
判
断
し

た
り
、
同
業
他
社
と
の
比
較
を
行

う
場
合
に
重
視
す
る
の
は「
規
定

演
技
」で
、
非
財
務
情
報
が
多
く

開
示
さ
れ
る
ほ
ど
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

要
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
比

較
可
能
性
と
プ
ロ
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
の
比
較
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
量
や
女
性

管
理
職
比
率
な
ど
は
外
形
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
、
競
合
他
社
と
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
比
較
は
プ

ロ
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
、
つ
ま
り
自

由
演
技
に
該
当
し
ま
す
。

Ｂ
：「
自
由
演
技
」と「
規
定
演
技
」

と
い
う
考
え
方
は
、
開
示
媒
体
の

棲
み
分
け
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
統
合
報
告
書
で
は
自

由
演
技
的
に
価
値
創
造
ス
ト
ー

リ
ー
を
紹
介
し
、
有
価
証
券
報
告

書
は
規
定
演
技
を
紹
介
す
る
と
い

う
ふ
う
に
切
り
分
け
た
方
が
、
読

み
手
に
も
伝
わ
り
や
す
い
で
し
ょ

う
。─

統
合
報
告
書
で
の「
自
由
演

技
」の
肝
は
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
が
、
社
長
が
自
分
で
書
い
て

い
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
は
一
目

で
分
か
り
ま
す
よ
ね
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
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幅広い用途で活用されているコベストロの高機能性ポリマー（自動車、建築、ヘルスケア、コスメ
ティック、エネルギー、電子機器、スポーツ、レジャー）

“We will be fully circular”という新たなビジョンのもと、皆様と共にサーキュラー・エコノミー 
への移行を加速

Alternative raw materials / Innovative recycling / Joint solutions / Renewable energy

コベストロジャパン株式会社
住化コベストロウレタン株式会社
ディーアイシー コベストロ ポリマー株式会社
日本特殊コーティング株式会社
covestro.com
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「サステナブル★セレクション」とは、サステ
ナブルな理念と手法で開発された製品／サー
ビス／ブランドを選定し、オルタナが推薦す
る仕組みです。合格した製品／サービス／ブ
ランドは、オルタナ誌面やウェブサイトでご紹
介します。サステナブル★セレクションの一つ

星は製品／サービス／ブランドの持続可能性
を審査します。二つ星はこれに加えて組織の
サステナビリティを審査します。第５期一つ星
は追加募集をして新たに３点、二
つ星は11点を選定しました。

（「サステナブル★セレクション」事務局）

循環型の基礎化粧品ブランドで、原材料や成分の選定段階から機能性や
社会貢献性にこだわった商品となっている。オーガニック認証原料や剪
定などで不要になった植物原料を採用。包装資材や販促物には廃棄さ
れる農業副産物の非木材資源「バガス」を使用する。プラスチック包装
袋は使用した石鹸の携帯を可能にする設計として廃棄物削減にも貢献
する。事業は一人で運営しているものの、「パートナーシップ構築宣言」(内閣府)を行い、取引先とのパートナー
シップ強化に努める。他社や学生団体などと協働した販売イベントを実施しながら、サステナビリティが「あ
たりまえ」になる社会を目指す。

持続可能なコスメ、「協働」で広げる

creato　「つりチケ」

「つりチケ」は、川や湖での釣りに必要な「遊漁券」
をオンラインで買えるサービス。従来の紙とは違
いアプリでの発行もでき、省資源化にもつながる。
また、24時間販売できることで未購入者も減少。
遊漁券の収入が増え、環境保全の持続可能性にも
貢献。川・湖などのDX化の重要性と必要性を認識
させる事例のひとつにもなった。

磐
いわ

城
き

高
たか

箸
はし

　「眠り杉枕」

森林環境保全のためには間伐などの適切な管理・
運営が不可欠だ。製造する100％間伐材の高級杉
割箸のなかから強度不合格品を６㍉角のチップ状
に刻んで中材としたのが「眠り杉枕」だ。製造工程
で発生する端材などは薪ボイラーで燃焼し、熱エ
ネルギーを新たな製品の乾燥に使っている。

杉の間伐材を枕の中材に
アプリで遊漁券を販売

エイチラボ　「The Elements」
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crossDs japan
「AYAME」

BALIISM Japan　「バンブー歯ブラシ」

D&Iをイノベーションの源泉に
オズマピーアール　「瀬戸内造船家具」

一人ひとりに合ったオー
ダーメイドの靴を作り、
足に合わずに捨てられる

靴がゼロになることを目指す。靴職人の経験と勘に
頼っていた木型づくりをコンピューター化し、暗黙
知を明文化することで技術の継承を可能に。靴業界
全体のレベル引き上げにも取り組んでおり、その一
環として85歳の熟練靴職人の技術を自社だけでな
く、外部の職人にも伝えている。

熟練職人の
技術を次世代に

宮崎県・高千穂郷の原
木栽培しいたけを扱う
専 門問 屋「杉 本 商 店」。

「生産者とともに働く」という経営理念のもと、近隣
の農家からしいたけを現金で全量買い取るビジネ
スモデルを続けることで、地域経済を支えてきた。
2022年度から「幸せQCサークル活動」を開始。県
内の大学教員監修のもと、従業員全員で対話を重
ねながら「杉本商店の幸せ指標」を作成している。

全量買い取りで
地域経済支える

歯ブラシの柄を竹で製作し、プラスチックごみの
削減に貢献する。このような自然の利点の活用は
組織運営にも取り込み、公園のデスクや木陰で仕
事することもある。「人それぞれ、働きやすい環境
が異なる」という考えを持ち、日本法人でもテレ
ワークや週４勤務などを柔軟に運用する。また宗
教の多様性の承認も社内に根付く。

働きやすさと多様性を追求

パブリック・リレーションズの力で、持続可能な社会の実現に
貢献するオズマピーアール。「ダイバーシティ＆インクルージョ
ン」をイノベーションの源泉に位置付ける。性別、年齢、国籍、
障がい、性的指向などに基づく差別をせず、一人ひとりの意思
や専門性を育てることを宣言。造船の足場板として活用された
廃材を家具にアップサイクルする「瀬戸内造船家具」を展開。

デル・テクノロジーズ
「循環型設計のデル・テクノロジーズ製品」

「人類の進歩を牽引す
るテクノロジーの創出」
を目指すデル・テクノ

ロジーズは、2030年に向けたムーンショットゴー
ルを策定。循環型経済、2030温室効果ガス排出量
ネットゼロ、女性リーダー40%採用、世界NGO/
NPO 1000団体への支援など、ESG各分野で細
分化した計18項目で数値目標を設定した。顧客や
パートナーなどと連携し社会課題解決を進める。

杉本商店　「SUGIMOTO shiitake」

社会を良くする
18の目標達成へ
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ファーメンステーション　「FERMENSTATION」

独自の発酵技術を
用いて、未利用資源
の再生・循環に取

り組む。未利用資源を発酵・蒸留してエタノール
を製造し、発酵粕は化粧品の原料や家畜飼料とし
て活用する。自社工場の製造の過程でゴミを出さ
ない仕組みを構築した。またLCAの算出も行うな
ど、環境負荷低減の可視化も実施する。

未利用資源の再生・
循環ブランド

組織も和菓子もサステナブル
和のかし　巡　「和のかし　巡」

ヴィーガンやグルテンフリー、オーガニックな無添加100％の和菓
子を製造・販売する。体への負荷が最小限の素材だけで製造してお
り、膨張剤や麦全般を不使用として、食の多様性を重視する。スタッ
フは全員アルバイトで仕事を掛け持つ人も多い。シフトを可能な
限り調整して、働きやすい環境の構築を心がける。和菓子同様、サ
ステナブルな組織運営を行う。

ユーグレナ  「lavita ORGANICS（ラビタ オーガニクス）」

ダイバーシティを推進するために、６つの制度を導
入している。①企業内保育園の設置などを通して、
子育て世代をバックアップ②就業時間内の礼拝を
認める③障がいを持つ従業員のフルリモート就業
④シニア層の再雇用⑤国内外の学生を対象にした
インターンシップ⑥2022年４月からは、外国人に
向けて、外国人メンター制度をスタートさせた。

多様な働き方をバックアップ

Tシャツのアップサイクルを通して障がい者、引き
こもり、外国人、高齢者などの雇用をサポート。心身
障がい者施設、就労継続支援A型施設、社会福祉協
議会と連携し、スタッフが施設に出向きマネージメ
ントを行う。アップサイクルではエネルギーや資源
を極力使わない方法で、環境負荷の低減にも努める。

アップサイクルで福祉雇用に

WAcKA
「Tシャツアップサイクル ヤーン iTTo」

未活用繊維・廃棄繊維を活用し、各産地の縫製職
人がネズミを製作。ペット向けの自然食の企画・製
造・販売も行う。「犬猫の食環境向上」と「生産者の
経済を回す」を両立し、ペットフードで未利用・規
格外食材の価値づけを行う。働きやすい職場づく
りに取り組んでいて、健康経営認証を取得。また社
員の半数以上が女性で「くるみん」の取得も目指す。

ピュアボックス　「猫は地球を救えるか？（仮）
 『はぎれネズミ大作戦』」

ペットと生産者のニーズを両立

w210*h280mm
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４
つ
の
領
域
で 

 

野
心
的
コ
ミ
ッ
ト

─
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
施
策
の
指
針
と
し

て
、
カ
ー
ボ
ン（
脱
炭
素
）、
廃
棄

物
、
水
、
生
態
系
の
４
つ
の
領
域

で
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

改
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

脱
炭
素
に
関
し
て
は
、２
０
３
０

年
ま
で
に「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
」、
つ
ま
り
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
量
が
排
出
量
を
上
回
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

２
０
５
０
年
ま
で
に
、
１
９
７
５

年
の
創
業
以
来
の
排
出
量
に
相
当

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
取
り
除
く

こ
と
に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
に
関
し
て
は
30
年
ま
で

の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
内
に
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー（
循
環
セ
ン
タ
ー
）を

設
け
て
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
ま
す
。

水
に
つ
い
て
は
、
30
年
ま
で
に

使
用
す
る
水
の
量
を
上
回
る
き
れ

い
な
水
を
供
給
す
る「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」を
、
生
態
系

に
つ
い
て
は
植
樹
な
ど
を
通
し
て
、

25
年
ま
で
に
事
業
で
使
用
す
る
土

地
の
面
積
を
上
回
る
自
然
の
保
護

を
目
指
し
ま
す
。

─
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

は「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
」（
前
人
未

到
で
達
成
が
困
難
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

と
い
わ
れ
ま
す
。
と
て
も
野
心
的

な
目
標
に
思
え
ま
す
が
。

私
た
ち
は
、
達
成
で
き
な
い
コ

ミ
ッ
ト
は「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」

と
呼
び
ま
せ
ん
。
２
０
３
０
年
、

50
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
そ

こ
か
ら
逆
算
し
て
や
る
べ
き
こ
と

を
洗
い
出
し
、
達
成
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
技
術
や
施
策
が
あ
る
の

か
。
実
現
可
能
性
を
判
断
し
た
上

で
コ
ミ
ッ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
達
成
の
見
通
し
が
立
っ

た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

当
社
が
使
用
し
て
い
る
土
地
の
面

積
は
約
１
万
１
千
㌈
で
す
が
、
21

年
時
点
で
１
万
７
千
㌈（
約
７
万

平
方
㌔
㍍
）を
保
護
す
る
契
約
を

結
び
ま
し
た
。
１
万
７
千
㌈
は
、

日
本
の
国
土
面
積
の
２
割
近
く
に

な
り
ま
す
。

日本マイクロソフト
執行役員 大島 葉子

大島 葉子（おおしま・ようこ）

日本マイクロソフト執行役員�政策渉外・法務本部長。1999年、司
法研修所修了。東京、ニューヨーク州の法律事務所を経て、GEグ
ループで企業内弁護士として執行役員（法務担当）、ゼネラル・カウ
ンセルなどを歴任。2021年５月、日本マイクロソフト入社。

「サステナビリティは部署を問わず重要な取り組み」と語る

サ
ー
バ
ー
の
冷
却
も

液
体
で
行
う
時
代

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
２
０
３
０
年
ま
で
の「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」や

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」を
掲
げ
て
い
る
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

１
０
０
％
再
エ
ネ
化
や
水
の
使
用
量
90
％
以
上
の
削
減
を
目
指
す
と
と
も
に
、

約
１
１
０
０
億
円
を
新
た
な
環
境
技
術
の
研
究
開
発
に
投
資
す
る
。

 

（
聞
き
手
・
長
濱�

慎
＝
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
）
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水
の
使
用
量
を 

 
９
割
以
上
も
削
減

─
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
達
成
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
が
、
コ
ア
事
業
で
あ
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
負
荷
低

減
で
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
運
営

に
は
、
大
量
の
電
力
や
水
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
25
年
ま
で
に
、
自

社
す
べ
て
の
建
物
で
使
う
電
力
を

１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
ま
す
。

水
に
つ
い
て
は「
液
浸
冷
却
」

の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
沸
点
が
低
い
液
体
に
サ
ー

バ
ー
を
沈
め
て
冷
却
す
る
技
術
で
、

水
の
使
用
量
を
９
割
以
上
削
減
で

き
ま
す
。

22
年
６
月
に
は「
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ォ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略

を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
測
定
か
ら
、
意
思
決
定
に
必

要
な
デ
ー
タ
の
提
供
、
ア
ク
シ
ョ

ン
の
実
施
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

20
年
に
は「
気
候
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
フ
ァ
ン
ド
」を
設
立
し
、
24
年
ま

で
に
約
10
億
㌦（
約
１
１
０
０
億

円
）を
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
研
究
開
発
に
投
資
し
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
大
気
中
か
ら
二
酸
化

炭
素
を
分
離
・
回
収
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ

（
ダ
イ
レ
ク
ト
・
エ
ア
・
キ
ャ
プ

チ
ャ
ー
）の
よ
う
な
、
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
技
術
も
含
ま
れ
ま
す
。

他
に
は
、
気
候
危
機
対
策
に
資

す
る
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
見
極
め

て
購
入
し
て
い
ま
す
。
資
金
力
の

あ
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
率
先
し

て
良
質
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す

る
こ
と
で
、
市
場
の
健
全
な
成
長

を
促
す
の
が
狙
い
で
す
。

─
大
島
さ
ん
は
法
務
担
当
で
す

が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
担
当
も

兼
務
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

米
国
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

チ
ー
ム
を
率
い
る
ル
ー
カ
ス
・

ジ
ョ
ッ
パ（
最
高
環
境
責
任
者
）

は
、
こ
う
口
に
し
て
い
ま
す
。「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ズ
・
エ
ブ

リ
バ
デ
ィ
ズ
・
ジ
ョ
ブ
」。
つ
ま
り
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
部
署
を
問

わ
ず
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
全
従

業
員
が
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と

い
う
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
営
業
や
広
報
な
ど
、

異
な
る
部
門
の
従
業
員
が
集
ま
っ

て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進

す
る
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
知
見
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
は
あ
り
ま
す
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、

外
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
や
、
時
に
は
環
境
問
題
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
ま
す
。

世
界
で
は
５
千
人
規
模
で
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
む
従

業
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
で
き

て
い
ま
す
。
日
本
の
従
業
員
も
そ

こ
に
参
加
し
、
よ
り
良
い
か
た
ち

で
地
球
の
未
来
に
貢
献
す
る
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
、
議
論
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に 

 

「
地
球
」を
初
明
記

─
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
ハ
ー
ド
ロ
ー（
強
制
的
な
ル
ー

ル
）が
な
い
中
、
自
主
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。
ソ
フ
ト

ロ
ー（
社
会
の
規
範
や
要
請
）へ
の

対
応
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ル
ー
ル
と
し
て
明
文
化
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
Ｉ
Ｔ
企
業
と
し
て
の
責
任
は
重

大
で
す
。
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

問
題
が
発
生
し
た
時
に
ど
の
よ
う

な
原
則
を
持
っ
て
取
り
組
む
の
か
、

常
に
社
会
か
ら
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
で
は
、

法
律
が
整
備
さ
れ
る
よ
り
先
に
新

し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
る
の
が
普

通
で
す
。
今
後
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と

す
る
技
術
は
ま
す
ま
す
進
化
し
、

人
々
の
幸
せ
に
大
き
く
貢
献
す
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
反
面
、
人
権
侵

害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
も
留
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

付
け
加
え
れ
ば
、
ル
ー
ル
以
前
に

「
気
持
ち
」が
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
上
の
す
べ

て
の
個
人
と
す
べ
て
の
組
織
が
、

よ
り
多
く
の
こ
と
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
す
る
」で
す
。

こ
れ
は
２
０
１
４
年
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ

に
就
任
し
た
サ
テ
ィ
ア
・
ナ
デ
ラ

が
具
体
化
し
た
も
の
で
、
は
じ
め

て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に「
地
球
上
の
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
達
成
す
る
基
盤
と
な

る
地
球
環
境
が
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
あ
る
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
主
体
性
を
持
っ

て
取
り
組
む
の
は
必
然
的
な
流
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

４
つ
の
領
域
で
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
る
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─
Ｅ
Ｓ
Ｇ
戦
略
と
し
て
４
つ
の

柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
に

お
け
る
最
重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
社
会
に

良
い
影
響
を
与
え
る
事
業
体
を
目

指
し
、
創
業
時
か
ら「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
人
類
の
進
歩
を
促
進
す

る
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
組

織
に
浸
透
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
構

築
し
た
の
が
４
本
柱
か
ら
な
る
Ｅ

Ｓ
Ｇ
戦
略
で
す
。「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
」「
多
様
性
」「
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」「
倫
理
性
」で
す
。

４
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
２
０
３
０

年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す「
Ｅ
Ｓ

Ｇ
ゴ
ー
ル
」を
設
け
ま
し
た
。
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
で
は
販
売

し
た
製
品
と
同
量
分
の
リ
サ
イ
ク

ル
ま
た
は
再
利
用
を
行
う
こ
と
、

梱
包
材
は
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル

品
か
再
利
用
可
能
な
も
の
を
使
う

こ
と
、
製
品
部
品
の
50
％
以
上
に

再
生
可
能
素
材
を
使
う
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

設
計
段
階
か
ら
循
環
経
済
を
意

識
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
は
３
４
０
万
㍀
回
収
し
、

１
２
５
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ

Ｃ
の
ト
ッ
プ
カ
バ
ー
に
バ
イ
オ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
割
合

は
21
％
で
す
。

製
品
の
脱
物
質
化
・
最
適
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
製
品
が
古
く

な
っ
た
と
き
に
簡
単
に
貴
金
属
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
離
し
て
回
収

で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
そ
の
も
の
を
循
環
型
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
最
終
目
標
で

す
。多

様
性
に
関
し
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
全
体
で
社
員
の
50
％
、
リ
ー

ダ
ー
の
40
％
を
女
性
に
す
る
こ
と
、

米
国
本
社
で
は
社
員
の
25
％
、

リ
ー
ダ
ー
の
15
％
を
黒
人
も
し
く

は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
出
身
者
を
採

用
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、

技
術
力
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
教
育
分

野
で
人
々
の
生
活
の
向
上
に
貢
献

し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
通
し

て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
10
億
人

に
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
目

エイジャズ・ムンシフ
IBMに10年間在籍後、デル・テクノロジーズＣＤＯ（チーフ・デジ
タル・オフィサー）。2022年から日本に拠点を移し、日本でデジ
タルトランスフォーメーションオフィス（DXO）を率いる。

デル・テクノロジーズ
CDO エイジャズ・ムンシフ

環境負荷を減らす「脱物質化」を軸にビジネスそのものを循環型に変える

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
４
本
柱

循
環
経
済
を
推
進
へ

デ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
環
境
負
荷
を
減
ら
す「
脱
物
質
化
」を
軸
に
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
す
る
。
製
品
が
古
く
な
っ
た
と
き
に
簡
単
に
貴
金

属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
離
・
回
収
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
そ
の
も
の
を
循
環
型
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
最
終
目
標
だ
。

 

（
聞
き
手
・
池
田�

真
隆
＝
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
）
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指
し
ま
す
。

最
後
の
倫
理
性
は
、
デ
ー
タ
管

理
の
自
動
化
で
す
。
各
領
域
で
定

め
た
ゴ
ー
ル
の
目
標
の
下
に
、
さ

ら
に
サ
ブ
の
ゴ
ー
ル
を
設
け
て
い

ま
す
。デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー 

 

外
気
で
冷
や
す

─
２
０
５
０
年
ま
で
に
ス
コ
ー

プ
１-

３
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
課
題
は
排
出
量

が
多
い
ス
コ
ー
プ
３
で
す
。
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

排
出
量
の
割
合
で
は
、
ス
コ
ー

プ
３
が
約
９
割
を
占
め
ま
す
。
ス

コ
ー
プ
３
の
う
ち
約
４
分
の
１
が

カ
テ
ゴ
リ
ー
１（
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
か
ら
購
入
し
た
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
）、
約
４
分
の
３
が
カ

テ
ゴ
リ
ー
11（
販
売
し
た
製
品
の

使
用
）で
す
。

中
間
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
ス
コ
ー
プ
１
は

２
０
１
０
年
比
で
50
％
削
減
、
ス

コ
ー
プ
２
は
２
０
４
０
年
ま
で
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ス
コ
ー
プ
３
に
関
し
て
は
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
協
力
し
て
販
売

単
価
当
た
り
60
％
の
削
減
が
目
標

で
す
。

ス
コ
ー
プ
３
対
策
と
し
て
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
化
も
進

め
て
い
ま
す
。
米
・
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
に
あ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

は
１
０
０
％
ク
ラ
ウ
ド
化
し
ま
し

た
。数

値
が
低
い
ほ
ど
電
力
効
率
が

良
い
と
さ
れ
る
Ｐ
Ｕ
Ｅ
は
1.3
％
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
極
限
ま
で
高

め
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
念

頭
に
設
計
し
ま
し
た
。

機
器
の
冷
却
に
は
外
気
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
う
ち
外

気
の
利
用
割
合
は
60
％
を
占
め
ま

す
。
屋
根
に
雨
水
を
貯
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
雨
水
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
建
築
物
の
環
境
性

能
を
評
価
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
認
証
で

ゴ
ー
ル
ド
を
受
賞
し
ま
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
Ｄ
Ｘ

は
加
速
し
、
世
界
の
電
力
需
要
の

１
％
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

特
に
ア
ジ
ア
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
規
模
は
拡
大
し
て
お
り
、
投
資

金
額
も
増
え
て
い
ま
す
。

投
資
額
は
世
界
全
体
で

２
０
２
２
年
に
２
５
０
億
米
㌦（
約

３
兆
６
千
億
円
、
９
月
７
日
時
点
）

規
模
を
見
込
み
、２
０
２
７
年
に
は

６
０
０
億
米
㌦（
約
８
兆
６
千
億

円
）に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
予
測
し
て

い
る
の
で
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

グ
リ
ー
ン
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ス
コ
ー
プ
３
の
中
で
も
７
割
を

占
め
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
11
に
関
し
て

も
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る

の
か
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

多
様
化
の
時
代 

 

会
社
を
ソ
フ
ト
に

─
組
織
づ
く
り
に
お
い
て
多
様

性
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

か
。ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
は
会
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

す
。
世
界
そ
の
も
の
が
多
様
化
し

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
っ
た
製

品
や
ア
イ
デ
ア
は
多
様
な
組
織
か

ら
し
か
生
ま
れ
な
い
か
ら
で
す
。

世
界
１
８
０
カ
国
で
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
支
社
を
置
く
国
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
員
構
成
と
同

等
な
形
で
組
織
体
制
は
つ
く
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
グ
ロ
ー
バ

ル
で
社
員
の
50
％
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
40
％
を
女
性
に
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
が
、
日
本
で
は
、

製品の販売量と同量のリサイクルまたは再利用を行う

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
レ
ベ
ル
か
ら
対

応
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
大
き
な
テ
ー

マ
と
位
置
付
け
て
、
女
性
の
採
用

や
育
成
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

─
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
統
合
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
Ｘ
化
を
う
ま
く
図
る
に
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
統
合
が
不
可
欠
で
す
。
多

く
の
経
営
者
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
統
合
を

重
要
視
し
ま
す
が
、
簡
単
に
実
現

で
き
る
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
う

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
指

し
ま
す
。

顧
客
は
多
様
で
分
散
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
会
社
そ
の
も
の
が
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
な
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
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─
速
水
さ
ん
が「
株
式
会
社
音

力
発
電
」を
創
業
し
た
の
は
大
学

院
生
時
代
で
し
た
ね
。

は
い
、
慶
応
大
学
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）大
学
院

政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
１
年
生
の

時
で
し
た
。
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
発
明
が
好
き
で
、
発
明
ノ
ー

ト
は
20
冊
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

「
絶
対
に
盗
ま
れ
な
い
金
庫
」

「
二
度
寝
を
し
な
い
目
覚
ま
し
時

計
」な
ど
で
す
が
、「
音
で
発
電
す

る
」も
あ
り
ま
し
た
。

─
そ
れ
が
音
力
発
電
の
創
業
に

つ
な
が
っ
た
の
で
す
ね
。

慶
応
Ｓ
Ｆ
Ｃ（
環
境
情
報
学
部
）

２
年
生
の
時
に
、
武た

け

藤ふ
じ

佳よ
し

恭や
す

研
究

室
で
自
由
研
究
を
し
、
音
力
発
電

に
絞
り
込
み
ま
し
た
。「
音
」か
ら

入
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が「
振
動

力
発
電
」に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
発
電
床
」を
開
発
し
ま

し
た
。「
人
が
歩
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
床
に
生
ま
れ
る
振
動
」を

電
気
に
変
換
す
る
仕
組
み
で
す
。

人
の
振
動
で
、
渋
谷
の
ハ
チ
公
前

広
場
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、文
具
メ
ー

カ
ー
の
コ
ク
ヨ
が
初
め
て
製
品
と

し
て
販
売
し
ま
し
た
。

音
力
発
電
は
、「
２
０
２
０
年

ま
で
に
発
電
床
を
利
用
し
た
道
路

発
電
を
実
現
す
る
」こ
と
を
目
標

に
掲
げ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
リ
チ
バ
市
に
、

歩
行
者
や
自
転
車
に
よ
る
振
動
を

電
力
に
変
換
し
、
道
路
上
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
ま
し
た
。

「
環
境
発
電
」を 

 

世
界
規
模
で

─
今
年
２
月
に「
株
式
会
社
グ

ロ
ー
バ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
」

に
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
ね
。

エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
と
は
、

身
の
回
り
の
環
境
に
あ
る
わ
ず
か

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
発
電

技
術
の
こ
と
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
採
り（
ハ
ー
ベ
ス
ト
）、
電
力
に

変
換
し
ま
す
。
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ

ス
ト
は
、「
環
境
発
電
」と
も
呼
び

ま
す
。そ
れ
を
世
界
規
模（
グ
ロ
ー

バ
ル
）で
や
り
た
い
の
で
す
。

最
初
は
音
力
発
電
で
し
た
が
、

い
よ
い
よ「
波
力
発
電
」を
や
る

音
力
か
ら
波
力
へ

久
米
島
で
実
証
実
験

慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
発
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
２
０
０
６
年
に
創
業

し
た「
音
力
発
電
」は
22
年
２
月
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
」に
社

名
変
更
し
、
循
環
型
波
力
揚
水
発
電
の
実
証
実
験
を
進
め
る
。
対
費
用
効
果
が

上
が
れ
ば
、
世
界
有
数
の
海
岸
線
を
持
つ
日
本
で
、
波
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
大
き
い
。
速は

や

水み
ず

浩
平
社
長
に
勝
算
を
聞
い
た
。 

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
）

グローバルエナジーハーベスト
代表取締役 速水 浩平

波力発電に挑戦する速水浩平社長（撮影・川畑�嘉文）
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
か
ら

有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
か

ら
発
電
し
た
い
の
で
す
。

エ
ネ
オ
ス
が
１
億
円
の
出
資
を

し
て
く
れ
た
ほ
か
、
大
和
ハ
ウ
ス
、

安
藤
ハ
ザ
マ
な
ど
合
計
８
社
か
ら

３
億
７
千
万
円
の
出
資
を
受
け
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
島
根

県
海
士
町（
隠
岐
諸
島
）で
実
証

実
験
を
し
た
ほ
か
、
２
０
２
２
年

内
に
は
沖
縄
の
久
米
島
で
波
力
発

電
の
実
証
実
験
を
始
め
ま
す
。
当

社
の
投
資
額
は
３
億
円
で
す
。

─
な
ぜ
波
力
発
電
な
の
で
す
か
。

本
来
、
波
力
発
電
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
が
高
い
の
で
す
。
そ
し

て
、
日
本
に
は
３
万
５
５
５
８
㌔

㍍
の
海
岸
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
世
界
第
６
位
で
す
。
こ
の
海
岸

線
で
、
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
す
れ
ば
、
日
本
は
世
界
有

数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
に
な
れ
る

の
で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
白
書
に
よ

る
と
、
日
本
沿
岸
の
波
力
エ
ネ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
36
㌐
㍗
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
大
手
電
力
会
社
10

社
に
よ
る
発
電
出
力
の
６
分
の
１

か
ら
３
分
の
１
で
す
。

許
可
が
簡
単
で 

 

メ
ン
テ
し
や
す
い

─
今
回
の
波
力
発
電
の
仕
組
み

を
教
え
て
下
さ
い
。

正
式
に
は「
循
環
型
波
力
揚
水

発
電
」と
言
い
ま
す
。
発
電
設
備

は
、
浮
体
式
の
、
船
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
タ
テ
ヨ
コ
そ
れ
ぞ
れ
30

㍍
で
、
高
さ
は
15
㍍
で
す
。
岸
壁

と
は
ア
ン
カ
ー
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

発
電
設
備
の
内
部
に
は
筒
状
の

タ
ン
ク
が
あ
り
、
そ
の
中
に
直
径

約
１
㍍
の
フ
ロ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

外
部
の
波
が
筒
の
中
で
フ
ロ
ー
ト

を
ピ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
動
か
し
、

内
部
の
液
体
を
押
し
上
げ
、
発
電

し
ま
す
。
こ
の
専
用
発
電
機
は
特

許
を
取
得
し
ま
し
た
。

海
水
を
使
っ
た
発
電
に
は
、「
海

水
揚
水
発
電
」と
い
う
技
術
も
あ

り
ま
す
。沖
縄
県
国
頭
村
で
は「
や

ん
ば
る
発
電
所
」が
あ
り
ま
し
た

が
、
配
管
に
フ
ジ
ツ
ボ
が
付
い
て

失
敗
し
ま
し
た（
16
年
に
廃
止
）。

そ
こ
で
、
当
社
の
揚
水
発
電
の
循

環
水
は「
真
水
」に
し
た
の
で
す
。

─
波
力
発
電
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
が
あ
り
ま
す
ね
。

波
力
発
電
は
、
日
本
を
中
心
に
、

先
進
国
で
40
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
海
の
ブ
イ
は
波
力
発
電

で
光
ら
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
課

題
も
あ
り
ま
す
。
第
一
に
コ
ス
ト
。

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
費
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
費
用
で
す
。
第
二
に
安

全
性
。
第
三
に
漁
場
問
題
で
す
。

そ
れ
を
解
決
す
る
の
が「
循
環

型
波
力
揚
水
発
電
」で
す
。
船
型

の
発
電
設
備
を
護
岸
に
ア
ン
カ
リ

ン
グ
す
る
の
で
安
い
の
で
す
。
許

可
も
簡
易
で
す
。
送
電
線
も
短
く

て
済
む
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
や
り

や
す
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

─
な
ぜ
久
米
島
な
の
で
す
か
。

沖
縄
本
島
に
も
候
補
地
は
あ
り

ま
し
た
が
、
久
米
島
の
波
が
良

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
久
米

島
は
再
エ
ネ
を
重
視
し
て
い
て
、

「
久
米
島
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
０
」
で
は
、「
再
エ
ネ

１
０
０
％
」を
掲
げ
ま
し
た
。
桃と

う

原ば
る

秀
雄
町
長
も
積
極
的
で
す
。

な
に
よ
り
、
久
米
島
の
方
や
役

場
、
漁
協
を
含
め
、
と
て
も
親
身

な
受
け
入
れ
体
制
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
琉
球
大
学
の
藤
井
智
史
教

授
に
も
、
波
高
測
定
な
ど
で
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

実
証
実
験
重
ね 

 

24
年
に
商
品
化
へ

─
実
証
実
験
の
進
捗
は
。

も
と
も
と
３
３
０
㌔
㍗
の
出
力

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ（
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
）

の
申
請
が
間
に
合
わ
な
い
、
許
可

が
下
り
な
い
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

20
㌔
㍗
以
上
の
発
電
機
搭
載
は
許

可
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
実
証
実
験
で
は
発
電
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
11
月
に
、
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
交
渉

し
ま
し
た
。
エ
ネ
庁
の
担
当
者
か

ら
は「
経
産
省
と
し
て
も
極
力
協

力
し
た
い
」と
言
わ
れ
、
現
在
も

や
り
取
り
が
続
い
て
い
ま
す
。「
発

電
の
安
定
性
を
示
す
よ
う
に
」と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
証
実
験
を

や
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

─
今
後
の
シ
ナ
リ
オ
は
。

循
環
型
波
力
揚
水
発
電
の
実
証

実
験
を
重
ね
、
２
０
２
４
年
中
に

商
品
化
す
る
計
画
で
す
。
今
回
の

実
証
実
験
は
、
中
規
模
の
も
の
で
、

３
３
０
㌔
㍗
で
４
０
０
─
６
０
０

戸
の
電
気
が
賄
え
る
計
算
で
す
。

久
米
島
の
人
口
は
７
千
人
強
な
の

で
、
１
基
で
そ
の
10
分
の
１
の
電

力
使
用
を
担
え
ま
す
。

今
後
20
─
30
年
で
３
千
─
６
千

基
の「
循
環
型
波
力
揚
水
発
電
」

を
全
国
に
設
置
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
回
の
実

証
実
験
で
、
発
電
能
力
と
耐
久
性

を
確
か
め
ま
す
。
久
米
島
を
選
ん

だ
の
は
、
沖
縄
の
強
力
な
台
風
に

も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
か
め
た

い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

循
環
型
波
力
揚
水
発
電
の
完
成
予
想
図

※この記事は「脱炭素チャレンジカップ2021」の「オルタナ賞」として掲載しました
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─
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
は
22
年

７
月
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
ア
ラ
イ
の

た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
一
般

公
開
し
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、

ジ
ョ
ー
ダ
ン
さ
ん
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
葛
藤
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
決
意
の

背
景
は
。

私
は
ゲ
イ
で
す
。
ま
ず
ス
ト

レ
ー
ト
と
ゲ
イ
と
は
、
人
と
し
て

全
く
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

愛
す
る
対
象
が
違
う
だ
け
で
す
。

子
ど
も
時
代
も
、
ほ
か
の
子
と

何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
生
ま

れ
、
父
は
警
察
官
、
母
は
専
業
主

婦
と
い
う
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。

両
親
や
兄
弟
か
ら
愛
情
や
教
育
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

き
ま
し
た
。

一
方
で
、
自
分
自
身
の
根
っ
こ

の
部
分
で
、
何
か
が
違
う
と
も
感

じ
て
い
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
か

「
間
違
っ
た
こ
と
」だ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
が
多
い
地
域
で
し
た
の
で
、
同

性
愛
に
関
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
っ

た
の
で
す
。

10
代
に
入
っ
て
か
ら
、
状
況
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
強

い「
恐
怖
」を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
16
歳
の
と
き
に
は
自

殺
も
考
え
た
ほ
ど
で
す
。

な
ぜ
恐
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ

は「
偽
り
の
人
生
」を
歩
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
始
め
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

結
婚
し
た
り
家
族
を
持
っ
た
り
、

普
通
に
暮
ら
す「
ふ
り
」は
で
き

る
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は

正
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
、
高
校
生
の
こ
ろ
は
ガ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
が
い
ま
し
た
。「
偽

る
」と
い
う
よ
り
も
、
社
会
が
そ

れ
を「
正
し
い
こ
と
」だ
と
教
え

て
い
た
か
ら
で
す
。

幸
い
私
は
自
殺
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、そ
う
い
っ
た
考
え
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
恐
ろ
し
い
で
す
。

10
代
の
子
た
ち
が
命
を
絶
つ
こ
と

は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
一
人
の
人
間
と
し
て
、
米

コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
の
リ
ー
ダ
ー
と

日本コカ・コーラ
人事本部長 パトリック・ジョーダン

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
葛
藤

命
を
守
る
責
任

日
本
の
コ
カ･
コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
全
６
社
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
施
策
を
進
め
て
い

る
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
配
慮
し
た
就
業
規
則
を
整
備
し
た
ほ
か
、
同
性
婚
・

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
平
等
法
の
実
現
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
自
身
も
当
事

者
と
明
か
す
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
人
事
本
部

長
は
、「
多
様
性
の
尊
重
は
事
業
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
」と
力
を
込
め
た
。

 
（
聞
き
手
・
吉
田�

広
子
＝
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
）

パトリック・ジョーダン
アイルランド・ダブリン生まれ。ナショナル・オーストラリア
銀行人事部門などを経て、2017年、コカ・コーラシステムに
入社。2018年にシドニーを本拠地とするサウスパシフィッ
クの人事担当バイスプレジデントに就任。2019年から現職。

パトリック・ジョーダンさんは、ザ�コカ・コーラカンパニーの日本・韓国
オペレーティングユニットの人事本部長を務める（撮影・高橋�慎一）
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も
そ
う
で
す
。
安
心
し
て
あ
り
の

ま
ま
で
い
ら
れ
る
と
、
多
様
な
視

点
を
持
っ
て
広
い
範
囲
で
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
視
覚
に
問
題
の
あ
る

人
た
ち
へ
の
配
慮
か
ら
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
文
字
数
を
少
な
く
し

て
、
大
き
く
表
示
し
よ
う
と
考
え

る
わ
け
で
す
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
多
言
語
化
も
同
様
で
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に「
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン（
包
摂
）」で
あ
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

米
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
は
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
と
し
て
、
北
朝
鮮
を
除

い
た
す
べ
て
の
国
で
製
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。民
族
や
宗
教
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
多
様
な
人
た
ち
に
製

品
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。
あ

る
意
味
、
私
た
ち
の
製
品
が
世
界

を
つ
な
げ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
し
た
世
界
の
多

様
性
を
組
織
や
製
品
に
も
反
映
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
支
援
者
と

し
て
、
自
分
の
体
験
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
安
心

感
を
与
え
た
い
の
で
す
。

多
様
性
の
尊
重
が 

 

ビ
ジ
ネ
ス
の
源
泉

─
日
本
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当

事
者
の
約
半
数
が
職
場
で
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
た
ち
を「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ（
ア
ラ

イ
）」と
呼
び
ま
す
が
、
私
の
家
族

や
友
人
は
素
晴
ら
し
い
ア
ラ
イ
で

い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
に
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
す
る
よ
り
も
、
職
場
で
の
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
の
方
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
家
族
や
友
人
と
は
似
た
部

分
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
価
値
観

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
職
場
の
人

た
ち
は
ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
真
の
姿

を
職
場
で
見
せ
る
こ
と
は
、
大
変

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
融
機
関
で

働
い
て
い
た
と
き
に
素
晴
ら
し
い

上
司
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
彼

は
私
に
対
し
て
、「
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
の
に
、
何
か
が
妨
げ
に

な
っ
て
い
て
、
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
て
い
な
い
」と
感
じ
て
い
た

よ
う
で
す
。

職
場
で
は
よ
く「
ガ
ー
ル
フ
レ

ン
ド
は
い
る
の
」「
結
婚
し
て
い

る
の
」と
い
う
会
話
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
ん
な
と
き
、
上
司
は
私

に「
パ
ー
ト
ナ
ー
は
い
ま
す
か
」

と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
質

問
で
、
安
全
な
環
境
を
つ
く
っ
て

く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
実
感

し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
私
は「
パ
ー
ト
ナ
ー
が

い
ま
す
。彼
の
名
前
は
○
○
で
す
」

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
司
が
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
と

い
う
安
心
感
が
あ
っ
た
の
で
、
職

場
で
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

「
自
分
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
」こ
と
が
分
か
り
、
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
一
気
に
上
が
り

ま
し
た
。
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
の
で
、積
極
的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
り
、ど
う
や
っ

た
ら
も
っ
と
良
い
仕
事
が
で
き
る

の
か
考
え
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
自
分
の
経

験
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
い
の
で
す
。

私
は
男
性
と
結
婚
し
て
い
ま
す
し
、

違
和
感
を
持
つ
人
た
ち
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
自
信
を
持
っ
て
、

大
半
の
人
た
ち
が
受
け
入
れ
て
く

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

─
日
本
で
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

る
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
。

私
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
分

が
ど
う
い
う
人
間
か
、
ど
う
い
う

価
値
観
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い

る
か
、
オ
ー
プ
ン
に
伝
え
た
い
の

で
す
。

日
本
で
も
、
８
─
10
％
の
人
が

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
コ
カ
・

コ
ー
ラ
の
オ
フ
ィ
ス
で
働
い
て
い

る
人
た
ち
だ
け
で
も
約
60
人
の
当

事
者
が
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

文
化
や
外
見
の
違
い
が
あ
っ
て

も
、
私
た
ち
は
同
じ
人
間
で
す
。

２
０
６
個
の
骨
が
体
中
に
あ
り
、

脳
み
そ
や
心
臓
が
あ
り
ま
す
。
テ

レ
ビ
番
組
を
見
て
笑
っ
た
り
、
政

治
の
不
満
を
語
っ
て
み
た
り
、
世

界
中
ど
こ
で
も
み
ん
な
共
通
し
て

い
ま
す
よ
ね
。

必
ず
し
も
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
安
心
感
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者

だ
け
で
は
な
く
、
女
性
や
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て

「
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド
２
０
２
２
」で

配
ら
れ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
デ
ザ
イ
ン
の「
コ
カ
・

コ
ー
ラ
」ラ
ベ
ル
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スコープ1・2で
35年排出実質ゼロ

年
に
独
バ
イ
エ
ル
か
ら
分
離
独
立

し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
取

引
所
に
株
式
上
場
し
た
。
２
０
１
８

年
に
は
ド
イ
ツ
企
業
の
主
要
40
銘

柄
を
対
象
と
し
た
株
式
指
数
の
Ｄ

コベストロ

Ａ
Ｘ
に
採
用
。
２
０
２
１
年
の
売

上
高
は
１
５
９
億
ユーロ
と
な
り
、
前

年
度
比
48
・
５
％
増
で
の
着
地
と

な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
従
業

員
数
は
１
万
８
千
名
を
数
え
る
。

日
本
で
は
、
住
友
化
学
、
Ｄ
Ｉ

Ｃ
と
の
各
合
弁
会
社
を
含
む
４
法

人
の
下
、
３
つ
の
生
産
拠
点（
新

居
浜
、
堺
、
筑
波
）、
２
つ
の
研
究

開
発
拠
点（
尼
崎
、
川
崎
）、
営
業

拠
点（
東
京
）を
有
す
る
。
バ
イ
エ

ル
時
代
含
め
50
年
以
上
に
わ
た
り

事
業
を
展
開
す
る
。

事
業
領
域
は
多
岐
に
わ
た
る
。

取
り
扱
い
商
品
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
使

用
さ
れ
る
フ
ィ
ル
ム
な
ど
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
洋
プ
ラ
ゴ

ミ
や
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
コ
ベ

ス
ト
ロ
は
２
０
２
０
年
に「W

e 

W
ill B

e Fully C
ircular

（
完
全

な
循
環
型
経
済
へ
）」と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
型
経
済
）へ
の

移
行
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
。
そ

し
て
２
０
２
２
年
、
２
０
３
５
年

ま
で
に
ス
コ
ー
プ
１（
事
業
者
自

ら
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
直
接
排
出
）、

ス
コ
ー
プ
２（
他
社
か
ら
供
給
さ

れ
た
電
気
、
熱
な
ど
の
使
用
に
伴

う
間
接
排
出
）の
排
出
実
質
ゼ
ロ

（
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）を
表
明
し
た
。

同
社
が
掲
げ
る
パ
ー
パ
ス
は

「
世
界
を
明
る
く
よ
り
良
い
場
所

に
」だ
。
ス
タ
イ
レ
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
人
類
の
生

活
水
準
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
課
題
も

出
て
き
た
」と
語
る
。
そ
れ
は「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
化
石
由
来
の
原
料

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
」だ
。

世
界
は
干
ば
つ
や
気
候
変
動
な

ど
の
課
題
を
抱
え
る
。
そ
の
一
方

で
人
口
増
加
も
著
し
い
。『
世
界

人
口
統
計
２
０
２
２
年
版
』に
よ

る
と
世
界
人
口
は
今
年
中
に
80
億

人
に
達
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
。

よ
り
多
く
の
人
が
生
活
を
豊
か
に

し
よ
う
と
、
飲
料
水
や
食
料
、
医

療
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
。

「
コ
ベ
ス
ト
ロ
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

循
環
経
済
を
推
進 

 
パ
ー
パ
ス
基
点
に

コ
ベ
ス
ト
ロ
は
世
界
最
大
級
の

化
学
素
材
メ
ー
カ
ー
だ
。
２
０
１
５

サーキュラーエコノミー戦略についてマーカス・スタイレマンCEOがこれ
までの取り組みと展望について会見（東京、2022年８月17日・水に開催）

世
界
最
大
級
の
化
学
素
材
メ
ー
カ
ー
、
コ
ベ
ス
ト
ロ（
本
社

ド
イ
ツ
・
レ
ヴ
ァ
ー
ク
ー
ゼ
ン
）の
マ
ー
カ
ス
・
ス
タ
イ
レ
マ

ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来
日
し
た
。
２
０
３
５
年
ま
で
に
ス
コ
ー
プ
１
、

２
の
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）実
質
ゼ
ロ
を
掲
げ
る
。
石
油

由
来
で
は
な
い
代
替
原
料
の
使
用
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
本
柱
で
目
標
達
成
を
目
指
す
。
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エ
コ
ノ
ミ
ー
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
様
々
な
課

題
を
解
決
し
て
い
く
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
世
界
へ
提
供
し
て
い
く
」

（
ス
タ
イ
レ
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

代
替
原
料
・
再
エ
ネ  

リ
サ
イ
ク
ル
軸
に

具
体
的
な
施
策
は
３
つ
あ
る
。

化
石
由
来
で
は
な
い
代
替
原
料
の

使
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
は
世
界
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
3.5
％
を
占
め
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ス
タ
イ
レ
マ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は「
合
理
的
、
理
性
的
に
考

え
れ
ば
、
有
限
な
資
源
を
原
料
と

す
る
こ
と
は
持
続
可
能
で
な
い
」

と
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
同
社
で
は

バ
イ
オ
マ
ス
や
グ
リ
ー
ン
水
素
、

あ
る
い
は
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
原
料
と
し
て
活
用
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
造
に
取
り
組
む
。

バ
イ
オ
マ
ス
で
は
マ
ス
バ
ラ
ン

ス
認
証「
国
際
持
続
可
能
性
カ
ー

ボ
ン
認
証
」を
受
け
た
フ
ェ
ノ
ー

ル
や
ベ
ン
ゼ
ン
か
ら
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
や
硬
質
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
原
料
の
製
造
に
使
用
す

る
。
２
０
２
２
年
２
月
に
は
バ
イ

オ
原
料
ベ
ー
ス
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
と

ア
セ
ト
ン
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

で
三
井
化
学
、
三
井
物
産
と
合
意

し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
に
水
素
は

欠
か
せ
な
い
。
た
だ
そ
の
水
素
は

石
炭
、
水
、
ガ
ス
に
よ
っ
て
生
産

さ
れ
た
合
成
ガ
ス
だ
。
そ
こ
で

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
グ
リ
ー
ン
水
素

を
調
達
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
拠
点
を
置
く
世
界
的
な
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
Ｆ
Ｆ
Ｉ
社

か
ら
最
大
10
万
㌧
の
グ
リ
ー
ン
水

素
と
そ
の
誘
導
体
の
供
給
を
受
け

る
契
約
を
締
結
し
た
。

早
け
れ
ば
２
０
２
４
年
か
ら
供

給
が
開
始
さ
れ
、
水
素
、
ま
た
は

そ
の
誘
導
体
の
ア
ン
モ
ニ
ア
と
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
北
米
・
ア
ジ
ア

の
生
産
拠
点
に
輸
送
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
の
拠
点
で
は

２
０
２
１
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
再

エ
ネ
大
手
・
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
よ
り
陸

上
風
力
発
電
か
ら
電
力
を
調
達
。

ベ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
拠

点
で
必
要
な
電
力
の
45
％
を
ま
か

な
っ
て
い
る
。

中
国
の
拠
点
は
２
０
２
２
年
か

ら
同
国
の
再
エ
ネ
企
業
の
太
陽
光

発
電
か
ら
電
力
を
調
達
し
て
い
る
。

ス
タ
イ
レ
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
れ
ば

「
中
国
・
上
海
の
拠
点
で
必
要
な

電
力
の
10
％
相
当
」だ
と
し
て
い

る
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、

２
０
２
５
年
か
ら
オ
ー
ス
テ
ッ
ド

社
の
洋
上
風
力
発
電
か
ら
電
力
供

給
を
受
け
、
電
力
使
用
量
の
約

10
％
を
ま
か
な
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
も
、
革

新
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。
同
社

の
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
は
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
と
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
だ
。
ス
タ
イ
レ
マ
ン
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
熱

を
加
え
て
性
質
を
変
え
る
も
の
で

あ
る
が
、
全
て
の
化
学
品
に
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
で
、

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
廃

棄
物
を
分
子
に
分
解
し
て
、
製
品

の
原
料
な
ど
に
再
利
用
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
方
法
で
あ
る
」

「
当
社
は
す
で
に
、
マ
ッ
ト
レ
ス

等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
軟
質
ポ
リ

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
に
成
功
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
、
冷
蔵
庫
等
の
断
熱

材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
硬
質

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
開
発
を
進
め

て
い
く
。
当
社
で
は
新
た
な
技
術

の
開
発
も
進
め
て
お
り
、
現
在
20

以
上
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
動
い
て
い
る
。他
社
と
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
組
む
こ
と
で
、
幅
広
い

技
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
る
」

コベストロジャパン＜PR＞ https://www.covestro.com/ja/company/covestro-worldwide/japan

日
本
で
も
大
学
研
究
機
関
と
連

携
し
世
界
に
先
駆
け
た
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
の
研
究
を
進
め
る
な

ど
、
こ
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て

い
る
。排

出
ゼ
ロ
支
援 

 

Ｃ
Ｑ
を
打
ち
出
す

同
社
で
は
こ
の
よ
う
な
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
輪
を
広

げ
る
取
り
組
み
も
行
う
。
そ
れ
が

Ｃ
Ｑ（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
）だ
。
こ
れ
ま
で
コ
ベ

ス
ト
ロ
で
培
っ
て
き
た
知
見
を
活

か
し
て
、
顧
客
企
業
に
と
っ
て
最

適
な
方
法
で
の
実
質
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
ゼ
ロ
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
２
０
２
３
年
に
は
ス
コ
ー
プ
３

の
目
標
も
表
明
す
る
予
定
だ
。

課
題
も
あ
る
。
ス
タ
イ
レ
マ
ン

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
製

品
を
使
い
た
い
が
価
格
面
で
折
り

合
わ
な
い
、
と
い
う
声
も
あ
る
。

こ
の
価
値
を
マ
ネ
タ
イ
ズ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
話
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
研
究
・
開
発
進
め
る
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コ
ー
プ
３
排
出
量
削
減
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
も
、
そ
の
効
果
を
排

出
量
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、 

環
境
省
は

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
ス
コ
ー

プ
３
に
つ
い
て「
一
次
デ
ー
タ
」

を
ベ
ー
ス
に
し
た
算
定
に
切
り
替

え
る
こ
と
を
企
業
に
推
奨
す
る
方

針
だ
。

も
と
も
と
ス
コ
ー
プ
３
の
算
出

方
法
は
曖
昧
だ
っ
た
。「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド（
Ｃ

Ｇ
Ｃ
）順
守
を
表
明
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ（
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）へ
の
賛
同
を
し

て
い
て
も
、
ス
コ
ー
プ
３
は
算
出

で
き
て
い
な
い
」と
い
う
笑
え
な

企
業
の
活
動
規
模
に
関
す
る
数
値

を
指
す
。
取
引
金
額
の
ほ
か
、
電

気
の
使
用
量
、
貨
物
の
輸
送
量
、

廃
棄
物
の
処
理
量
な
ど
だ
。

排
出
原
単
位
と
は
、
活
動
量
当

た
り
の
排
出
量
を
指
す
。
環
境
省

で
は
、
ス
コ
ー
プ
３
の
15
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
品
目
ご
と
に「
排
出
原
単

位
」を
一
覧
に
し
て
い
る
。
こ
の

数
値
は
業
界
の
平
均
値
だ
。
算
定

式
が「
推
計
」で
あ
る
と
い
わ
れ

る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
表
明
も 

 

「
遅
れ
」目
立
つ

と
こ
ろ
が
、
業
界
の
平
均
値
を

使
っ
た「
推
計
」で
は
、
企
業
が
ス

企
業
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定

に
つ
い
て
は
、環
境
省
が
２
０
１
１

年
10
月
に
出
し
た「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
算
定
に
関
す
る
基
本
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
参
考
に
行
っ
て

き
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定
と
報
告
の
国

際
基
準「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
」

を
も
と
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を「
ス
コ
ー
プ
」と
い
う
考
え
方

で
分
け
た
。
ス
コ
ー
プ
１
は
自
社

の
活
動
に
伴
う 

「
直
接
排
出
」だ
。

ス
コ
ー
プ
２
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
間
接
排
出
」。
自
社
が
購

入
し
た
電
気
・
熱
の
使
用
に
伴
う

排
出
量
だ
。

ス
コ
ー
プ
３
は
、「
そ
の
他
の
間

接
排
出
量
」と
定
義
し
た
。
例
え

ば
、 

取
引
先
か
ら
原
料
を
調
達
し

た
場
合
、
取
引
先
が
そ
の
原
料
を

製
造
す
る
ま
で
に
排
出
し
た
量
を

指
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
で
は
、

ス
コ
ー
プ
３
を
上
流
か
ら
下
流
ま

で
15
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
た
算
定

方
法
は
２
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
取

引
先
か
ら
排
出
量
の
提
供
を
受
け

る
方
法
だ
。
実
態
に
即
し
た「
一

次
デ
ー
タ
」を
も
と
に
排
出
量
を

算
定
で
き
る
が
、
現
実
的
に
は
す

べ
て
の
取
引
先
か
ら
デ
ー
タ
を
集

め
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
二
つ
目
の
方
法
と
し

て
、「
活
動
量（
売
上
高
・
取
引
量

な
ど
）×
排
出
原
単
位
」と
い
う

算
定
式
を
示
し
た
。

算
定
に
用
い
る
活
動
量
と
は
、

環
境
省
は
２
０
２
４
年
３
月
を
め
ど
に
、
企
業
や
組
織
の
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）の
排
出
量
の
う
ち「
ス
コ
ー
プ
３
」（
間
接
排
出
）に
つ
い
て
、「
一
次
デ
ー
タ
」（
実

測
値
）を
使
っ
た
算
定
方
法
の
方
針
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

国
内
で
は
売
上
高
や
取
引
高
と
業
種
平
均（
産
業
連
関
表
ベ
ー
ス
）の
排
出
係
数
を

基
に
し
た
推
計
値
に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
た
。 

（
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田�

真
隆
）

温
室
効
果
ガ
ス
算
定

変
わ
る
ス
コ
ー
プ
３
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に
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
訂
す
る
場
合
は
、
企

業
担
当
者
や
大
学
教
授
ら
外
部
の

有
識
者
を
集
め
た
検
討
会
を

２
０
２
３
年
度
中
に
立
ち
上
げ
、

省
内
の
事
務
局
が
作
成
し
た
素
案

に
対
し
て
、
検
討
会
で
話
し
合
い
、

ド
ラ
フ
ト
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

流
れ
も
考
え
ら
れ
る
。

金
澤
係
長
は
、「
削
減
努
力
を

し
っ
か
り
数
値
に
反
映
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
」と
強
調

す
る
。一
次
デ
ー
タ
を
使
っ
て「
精

緻
」を
突
き
詰
め
る
こ
と
に
必
ず

し
も
メ
リ
ッ
ト
は
な
く 

、「
削
減

の
た
め
の
算
定
で
あ
る
べ
き
」と

言
い
切
っ
た
。

減
ら
し
て
も 

 

増
え
る
矛
盾
も

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず「
２
０
３
０
年
46
％
減

（
２
０
１
３
年
比
）」の
公
約
実
行
が

必
須
だ
。
２
０
３
０
年
ま
で
あ
と

７
年
余
り
し
か
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
今
、
算
定
方
法
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、

い
話
も
あ
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
量
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
東
京
・
千
代

田
）の
青
井
宏
憲
社
長
は
、「
リ
ア

ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
で
ス
コ
ー
プ
３

ま
で
正
確
に
算
出
で
き
て
い
る
の

は
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上
場
し
て
い

る
企
業
の
う
ち
ま
だ
１
割
以
下
に

過
ぎ
な
い
」と
言
い
切
る
。

だ
が
、
実
測
値
ベ
ー
ス
の
算
定

に
な
る
と
、
企
業
に
は
大
幅
な
工

数
や
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。

例
え
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
１「
購
入

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
」は
す
べ

て
の
企
業
に
共
通
す
る
の
で
方
針

を
示
し
や
す
い
。
だ
が
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
11「
販
売
し
た
製
品
の
使
用
」

は
ど
こ
ま
で
精
緻
に
デ
ー
タ
を
集

め
る
か
、
今
後
も
議
論
は
続
き
そ

う
だ
。

環
境
省
地
球
環
境
局
脱
炭
素
ビ

ジ
ネ
ス
推
進
室
の
金
澤
晃
汰
係
長

は
、
新
し
い
算
定
方
針
に
つ
い
て
、

「
今
年
度
中
に
論
点
を
整
理
し
て
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
議
論
を
本
格

化
さ
せ
た
い
」と
話
す
。

一
般
的
に「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

正
確
さ
を
求
め
る
と
評
価
方
法
の

検
討
に
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
う

リ
ス
ク
も
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
独
自
の
算
定
方
法

を
提
案
す
る
の
が
元
積
水
ハ
ウ
ス

常
務
で
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ（
日
本
気
候

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）顧
問
の
石
田
建
一
氏
だ
。

石
田
氏
は
国
内
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
の
約
４
割
を
占
め
る
住

宅
・
建
設
分
野
の
算
定
改
善
と
し

て
、
産
業
連
関
表
の
排
出
原
単
位

に
企
業
別
の「
削
減
係
数
」を
掛

け
る
独
自
の
方
法
を
提
案
し
た
。

例
え
ば
、
産
業
連
関
表
の
元
と

な
る
業
界
別
の
平
均
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量（
例
ｔ
／
百
万
円
）を
基
準
と

し
、
メ
ー
カ
ー
の「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

÷
売
上
」で
同
様
の
値
を
求
め
る
。

１
割
少
な
け
れ
ば
産
業
連
関
表
の

原
単
位
に「
0.9
」を
乗
じ
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
。
こ
う
す
れ
ば
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削

減
努
力
を
簡
単
に
反
映
で
き
る
と

主
張
す
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定
自
体
は
、

産
業
連
関
表
の
対
応
す
る
原
単
位

に
使
用
材
料
の
重
さ
な
ど
を
乗
じ

て
求
め
れ
ば
良
い
の
で
掛
け
算
と

足
し
算
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
計
算

自
体
は
簡
単
だ
と
言
え
る
が
、
い

ざ
計
算
し
よ
う
と
す
る
と
大
変
だ
。

一
つ
の
建
物
の
部
品
は
数
千
点

か
ら
構
成
し
て
お
り
、
一
つ
ひ
と

つ
の
部
材
が
、
産
業
連
関
表
の
ど

の
部
門
に
対
応
し
て
い
る
の
か
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
が
少

な
い
割
高
な
材
料
を
使
用
す
る
と

建
築
費
が
増
加
し
、
逆
に
計
算
上

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
増
加
し
て
し

ま
う
と
い
う
矛
盾
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
石
田
氏
は
建
築
部
材

名
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
計
算
で
き

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｄ
Ｂ
）の
共

通
化
を
求
め
た
。
共
通
化
し
た
Ｄ

Ｂ
を
一
度
作
っ
て
し
ま
え
ば
、

メ
ー
カ
ー
別
の
Ｄ
Ｂ
を
１
年
に
一

度
変
更
す
れ
ば
済
む
と
言
う
。

石
田
氏
は
正
確
さ
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、「
評
価
で
き
る
こ
と
」

を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し

た
。
２
０
３
０
年
ま
で
時
間
が
な

い
。
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
の
仕
組
み
を
速

や
か
に
導
入
す
る
こ
と
だ
。

出
典
：
環
境
省
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「
人
道
に
対
す
る
罪
に
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
─
。
国
連
は

初
め
て
新
疆
ウ
イ
グ
ル
問
題
に
対

す
る
公
式
見
解
を
発
表
し
た
。
バ

チ
ェ
レ
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
が

退
任
す
る
13
分
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
Ｏ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）は
２
０
２
２
年

８
月
31
日（
現
地
時
間
）、
中
国
・

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
問

題
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
。
テ

ロ
対
策
の
名
目
で
、
ウ
イ
グ
ル
人

や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
少
数
民
族
に

対
し
、
拷
問
や
強
制
不
妊
と
い
っ

た
重
大
な
人
権
侵
害
が
起
き
て
い

る
と
指
摘
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
問
題 

 

企
業
の
関
与
も

新
彊
ウ
イ
グ
ル
問
題
は

２
０
１
７
年
こ
ろ
か
ら
報
道
さ
れ

て
い
た
。
２
０
１
８
年
８
月
に
は

国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
が
、

最
大
１
０
０
万
人
の
ウ
イ
グ
ル
人

が
強
制
収
容
さ
れ
た
と
報
告
し
た

も
の
の
、
Ｏ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
が
今
回
の

報
告
書
を
出
す
ま
で
５
年
以
上
の

時
間
を
費
や
し
た
。

新
彊
ウ
イ
グ
ル
問
題
は
企
業
に

と
っ
て
も
無
視
で
き
な
い
状
況
だ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
略
政
策
研
究

所（
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）は
２
０
２
０
年

３
月
、
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ

た
ウ
イ
グ
ル
人
が
、
自
治
区
を
含

む
中
国
全
土
の
工
場
に
移
送
さ
れ
、

強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
実

態
を
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

そ
の
数
は
、
２
０
１
７
年
か
ら

２
０
１
９
年
の
２
年
間
だ
け
で
、

８
万
人
以
上
に
上
る
と
推
測
す
る
。

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
、
強
制
労
働
へ
の
関

与
が
あ
る
工
場
と
取
り
引
き
が
あ

る
と
し
て
、
日
本
企
業
14

社
を
含
め
た
82
社
を
名

指
し
し
た
。

米
国
政
府
は
２
０
２
２

年
６
月
、「
ウ
イ
グ
ル
強

制
労
働
防
止
法（
Ｕ
Ｆ
Ｌ

Ｐ
Ａ
）」を
施
行
し
た
。
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で

全
部
ま
た
は
一
部
が
、
採

掘
・
生
産
・
製
造
さ
れ
た

物
品
に
つ
い
て
米
国
へ
の

輸
入
を
原
則
禁
止
す
る
。

米
国
土
安
全
保
障
省

は
、
Ｕ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
Ａ
戦
略
の

な
か
で
、
優
先
的
に
法
執
行
す
べ

き
分
野
と
し
て
、
ア
パ
レ
ル
製
品
、

綿
・
綿
製
品
、
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
を

含
む
シ
リ
カ
系
製
品
、
ト
マ
ト
お

よ
び
そ
の
派
生
製
品
な
ど
を
定
め

る
。
シ
リ
カ
は
、
自
動
車
や
電
子

機
器
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
幅
広

い
製
品
に
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

企
業
へ
の
影
響
は
甚
大
だ
。

企
業
の
自
主
性 

 

機
能
は
不
十
分

児
童
労
働
や
強
制
労
働
、
先
住

民
の
権
利
侵
害
な
ど
、
企
業
の
事

業
活
動
に
伴
う
人
権
侵
害
が
後
を

絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
国
連
は

２
０
１
１
年
６
月
、「
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」を

採
択
し
、
各
国
に
国
別
行
動
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

企
業
に
対
し
て
は
、
人
権
Ｄ
Ｄ

の
実
施
を
促
す
。
人
権
Ｄ
Ｄ
と
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
た
事

業
活
動
の
人
権
侵
害
リ
ス
ク
を
特

定
・
評
価
し
、
予
防
や
対
策
を
講

じ
る
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
こ
の
原

則
自
体
に
法
的
拘
束
力
は
な
い
。

「
欧
州
の
企
業
は
世
界
中
で
人
権

２
０
２
２
年
８
月
末
、
国
連
が
新
彊
ウ
イ
グ
ル
問
題
で
報
告
書
を
出
し
た
の
を

受
け
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
人
権
問
題
は
企
業
に
と
っ
て
一
層
の
リ
ス
ク
に

な
る
の
は
必
至
だ
。
す
で
に
人
権
Ｄ
Ｄ（
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）を
義
務
化
し

た
欧
州
な
ど
に
な
ら
い
、
日
本
政
府
も
動
き
出
し
た
が
、
人
権
Ｄ
Ｄ
の
義
務
化
に

は
ほ
ど
遠
い
。 

（
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
吉
田�

広
子
）

人
権
Ｄ

デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
スＤ
義
務
化

日
本
の
動
き
鈍
く

ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
新
彊
ウ
イ
グ
ル
問

題
へ
の
抗
議
活
動（
２
０
２
０
年
７
月
撮
影
）

ビジネスと人権
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─
の
観
点
だ
。

侵
害
に
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
私
た
ち
の
経
験
で
は
、

企
業
の
自
主
的
な
人
権
Ｄ
Ｄ
だ
け

で
は
不
十
分
だ
。
特
に
企
業
が
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
と
き
、
強
制

力
の
あ
る
措
置
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
」

英
ロ
ン
ド
ン
に
拠
点
を
置
く
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」（
Ｂ
Ｈ
Ｒ
Ｒ

Ｃ
）の
サ
ス
キ
ア
・
ウ
ィ
ル
ク
ス

調
査
員
は
、
欧
州
の
人
権
Ｄ
Ｄ
義

務
化
の
背
景
を
語
る
。

２
０
１
５
年
に
施
行
し
た「
英

国
現
代
奴
隷
法
」を
は
じ
め
、
フ

ラ
ン
ス
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
法（
２
０
１
７
年
制
定
）、
ド

イ
ツ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
法
案

（
２
０
２
１
年
成
立
）な
ど
、
各
国

で
法
整
備
が
進
ん
で
き
た
。

欧
州
委
員
会
も
２
０
２
２
年
２

月
、「
企
業
持
続
可
能
性
デ
ュ
ー

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
指
令
案
」を
発

表
し
た
。
今
後
、
欧
州
議
会
や
加

盟
国
で
の
議
論
を
経
て
、

２
０
２
６
年
こ
ろ
に
義
務
化
が
実

現
す
る
見
込
み
だ
。

一
方
、
日
本
の
反
応
は
鈍
い
。

日
本
政
府
は
指
導
原
則
採
択
か
ら

５
年
が
過
ぎ
た
２
０
１
６
年
11
月
、

国
別
行
動
計
画（
Ｎ
Ａ
Ｐ
）を
策

定
す
る
こ
と
を
発
表
。
２
０
２
０

年
10
月
に
よ
う
や
く「『
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
』に
関
す
る
行
動
計
画

（
２
０
２
０
─
２
０
２
５
）」を
策

定
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
産
業
省
と
外
務

省
は
行
動
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
な
か
で
日
本
企
業

か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
求
め
る
声

が
多
く
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
が
進
む
。
担
当

者
は「
９
月
中
に
策
定
す
べ
く
現

在
調
整
中
だ
」と
話
し
た（
本
稿

執
筆
は
9
月
上
旬
）。

豊
田
原
・
経
済
産
業
省
大
臣
官

房
ビ
ジ
ネ
ス
・
人
権
政
策
調
整
室

長
は
、「
人
権
Ｄ
Ｄ
の
規
制
が
世

界
的
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
則
っ
た
も

の
、
具
体
的
な
方
法
が
分
か
ら
な

い
企
業
に
役
立
つ
も
の
を
目
指

す
」と
話
し
た
。

人
権
Ｄ
Ｄ
指
針
案 

 
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

経
産
省
は
８
月
８
日
、「
責
任

あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
人
権
尊
重
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン（
案
）」を
公
表
し
た
。
人
権

Ｄ
Ｄ
の
段
階
は
、
主
に「
人
権
方

針
の
策
定
」「
人
権
Ｄ
Ｄ
の
実
施
」

「
救
済
」の
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
人
権
Ｄ
Ｄ
指
針
案
で
注
目

し
た
い
の
は
、「
対
象
範
囲
」「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
」

「
苦
情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
」

指
針
案
に
は「
利
用
者
は
、
苦

情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
た

こ
と
を
理
由
に
、
い
か
な
る
不
利

益
も
受
け
る
べ
き
で
な
い
」と
あ

る
が
、
実
際
に
は
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟

な
ど
、
報
復
の
恐
れ
も
あ
る
。
こ

れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
欧
州
委

員
会
は
２
０
２
２
年
４
月
、
反
ス

ラ
ッ
プ
指
令
を
発
表
し
た
。

日
本
で
は
、
法
整
備
に
向
け
た

具
体
的
な
議
論
は
進
ん
で
い
な
い

も
の
の
、
萩
生
田
光
一
経
済
産
業

大
臣（
当
時
）は
２
月
15
日
の
記

者
会
見
で「
将
来
的
な
法
律
の
策

定
可
能
性
も
含
め
て
検
討
す
る
」

と
発
言
し
た
。
翌
16
日
の
予
算
委

員
会
第
七
分
科
会
の
答
弁
で
、
法

制
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
が
、
積
極
的
な
姿
勢
は
明
確
に

し
な
か
っ
た
。

今
後
、
実
効
性
の
あ
る
人
権
Ｄ

Ｄ
を
実
施
す
る
に
は
、
企
業
の
自

主
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
監

視
す
る
仕
組
み
も
必
要
だ
。

ケ
ニ
ア
の
沿
岸
で
漁
業
に
従
事
す
る
少
年

（
２
０
１
１
年
３
月
撮
影
）

©Crozet�M.／ ILO

① 

人
権
尊
重
の
取
り
組
み
の
対
象

範
囲
： 

企
業
の
規
模
、
業
種
な

ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
事

業
活
動
を
行
う
す
べ
て
の
企

業（
個
人
事
業
主
を
含
む
）、
グ

ル
ー
プ
会
社
、
上
流
・
下
流
を

含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、

投
融
資
先
や
警
備
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
先
す

べ
て
が
対
象
と
な
る
。

② 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対

話
： 

人
権
Ｄ
Ｄ
の
プ
ロ
セ
ス
す

べ
て
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

対
話
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

例
と
し
て
、
取
引
先
、
取
引
先

の
従
業
員
、
消
費
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

周
辺
住
民
、株
主
な
ど
を
挙
げ
、

企
業
は
影
響
を
受
け
得
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
特
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

③ 

苦
情
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構

築
： 

個
人
や
集
団
が
企
業
に
対

し
て
、
負
の
影
響
に
関
す
る
懸

念
を
提
起
し
、
救
済
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
措
置
を
指
す
。

企
業
に
は
、
自
社
で
苦
情
処
理

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
る
か
、

業
界
団
体
が
設
置
し
た
も
の
に

参
加
す
る
な
ど
し
て
、
救
済
を

可
能
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
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米
紙「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ

ム
ズ
」
に
よ
る
と
、
ギ
ャ
ビ
ン
・

ニ
ュ
ー
サ
ム
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
知
事
の
気
候
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
ロ
ー
レ
ン
・
サ
ン
チ
ェ
ス

氏
は「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
限

ら
ず
、
全
世
界
に
と
っ
て
、
重
大

な
一
日
だ
」と
述
べ
た
。

今
回
の
可
決
は
、
何
十
年
に
も

わ
た
っ
て
続
い
た
米
国
の
自
動
車

に
よ
る
空
気
汚
染
と
の
闘
い
に
歴

史
的
な
転
換
を
図
る
出
来
事
だ
。

消
費
者
、
産
業
、
経
済
、
そ
し
て

環
境
に
と
っ
て
、
重
大
な
シ
フ
ト

を
も
た
ら
す
。

１
９
６
７
年
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
全
体
を
覆
う
黄
褐
色
の
有
毒
ス

モ
ッ
グ
へ
の
対
応
を
目
的
に
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｂ
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
常
に
米
国
の
自

動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
の
先
頭
を

歩
ん
で
き
た
。

罰
金
は
１
台
２
百
万
円
超
に

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
人
口
の

多
さ
か
ら
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

し
て
は
州
の
命
令
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
数
十
年
前
か
ら
、

米
議
会
は
連
邦
大
気
質
条
例
の
下

で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
独
自
の

規
制
を
設
け
る
こ
と
を
許
可
し
て

い
た
。

こ
れ
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

が
採
択
し
た
排
出
・
燃
料
効
率
規

制
は
、
他
州
に
比
べ
て
十
件
以
上

も
多
い
。

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
と
、
基
準
に

合
わ
な
い
場
合
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
１
台
に
つ
き
２
万
㌦（
約

２
８
０
万
円
、
９
月
６
日
時
点
）を

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
消
費
者
側
が
同
調
し
な
け

れ
ば
大
き
な
問
題
と
な
る
が
、
州

当
局
は
、
消
費
者
か
ら
の
賛
同
は

「
得
ら
れ
る
」と
強
気
の
姿
勢
だ
。

実
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
ン
ド
か

ら
も
そ
れ
を
示
唆
す
る
消
費
者
マ

イ
ン
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。電

気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
急
速
に
普
及
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
全
体

の
２
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
Ｅ
Ｖ

新
車
販
売
台
数
は
２
０
１
８
年
に

は
７
％
に
ま
で
伸
長
し
た
。

そ
れ
以
降
も
需
要
は
さ
ら
に
拡

大
し
、
今
や
州
の
新
車
の
16
％
は
、

テ
ス
ラ
が
牽
引
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー

電
気
自
動
車（
Ｂ
Ｅ
Ｖ
）と
、
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
少
数

の
燃
料
電
池
車
だ
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｂ
に

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
大
気
資
源
局（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｂ
）

は
８
月
、
２
０
３
５
年
以
降
に
販
売
す
る
す
べ
て
の

自
動
車
を「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）」と
す

る
議
案
を
可
決
し
た
。
35
年
以
降
は
Ｈ
Ｖ
車
の
販
売

も
禁
止
と
し
、
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
は
販
売
量
や
電
池
の
み
の

走
行
距
離
に
基
準
を
設
け
る
。 
（
北
村�

佳
代
子
）

35
年
ガ
ソ
リ
ン
車
も

Ｈ
Ｖ
車
も
販
売
禁
止

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
米
国
の
自
動
車
排
出

規
制
の
先
頭
を
歩
ん
で
き
た

よ
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

登
録
さ
れ
た
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

車
数
は
１
１
３
万
台
に
上
り
、
そ

の
数
は
米
国
全
体
の
43
％
を
占
め

る
。ゴ

ル
フ
カ
ー
ト
が
ほ
ん
の
少
し

の
範
囲
し
か
動
か
な
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
Ｅ
Ｖ
は
わ
ず
か
１
回
の

充
電
で
数
百
マ
イ
ル
も
走
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
モ
デ
ル
も
小
型

の
通
勤
車
か
ら
ラ
グ
ジ
ュ
リ
ア
ス

な
自
動
車
、
Ｓ
Ｕ
Ｖ
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
、
マ
ッ
ス
ル
カ
ー
に
至
る
ま
で

幅
広
い
。

新
た
な
規
制
は
、
２
０
２
６
年

に
は
販
売
す
る
新
車
の
35
％
を
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
は
68
％
に
、
そ
し
て

２
０
３
５
年
ま
で
に
１
０
０
％
に

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
近
隣

州
も
含
め
、
そ
の
他
の
州
も
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
動
き
に
続
く
傾

向
と
見
ら
れ
る
。
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よ
く
、
核
融
合
発
電
は
原
子
力

発
電
と
混
同
さ
れ
る
が
、
原
発
は

「
核
分
裂
」を
利
用
し
て
発
電
す

る
。
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

よ
う
な
重
い
原
子
の
原
子
核
に
中

性
子
を
ぶ
つ
け
て
分
裂
さ
せ
、
そ

こ
で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

蒸
気
を
沸
か
し
、
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
水
素
の
よ
う
な

軽
い
原
子
が
融
合
し
て
ヘ
リ
ウ
ム

の
よ
う
な
重
い
原
子
に
な
る
反
応

が「
核
融
合
」だ
。
核
融
合
発
電
は

こ
の
と
き
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
す
る
。
太

陽
の
内
部
で
も
同
じ
現
象
が
起
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
地
上
の
太

陽
」と
も
呼
ば
れ
る
。

燃
料
は
海
水
な
ど
に
含
ま
れ
る

水
素
を
使
う
の
で「
資
源
が
無
尽

蔵
」で
、
発
生
す
る
の
は
放
射
線

を
持
た
な
い
ヘ
リ
ウ
ム
、
温
室
効

果
ガ
ス
も
出
さ
な
い
か
ら「
ク

リ
ー
ン
で
安
全
」と
さ
れ
る
。

核
融
合
反
応
を
起
こ
す
に
は
高

温
と
高
密
度
な
空
間
が
必
要
だ
が
、

万
が
一
事
故
に
な
れ
ば
自
然
に
止

ま
る
。
原
発
の
よ
う
に
暴
走
し
て
、

手
が
付
け
ら
れ
な
く
な
る
危
険
性

も
な
い
と
い
う
。

有
害
な
中
性
子
を
発
生

実
は
、
核
融
合
発
電
の
燃
料
は

水
素
で
は
な
く
、
核
融
合
を
起
こ

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
通
常
の

水
素
に
０
・
０
１
５
％
し
か
含
ま

れ
な
い
重
水
素
と
、
自
然
界
に
ほ

と
ん
ど
存
在
し
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム

を
使
う
。
福
島
第
一
原
発
か
ら
海

に
放
出
す
る
か
し
な
い
か
で
論
争

に
な
っ
て
い
る
ト
リ
チ
ウ
ム
で
あ

る
。ま

た
、
ヘ
リ
ウ
ム
し
か
出
さ
ず

原
発
の
よ
う
に
放
射
性
廃
棄
物
が

出
な
い
か
ら
安
全
と
さ
れ
る
が
、

「
高
速
中
性
子
」が
発
生
す
る
。一
時

期
、
原
爆
、
水
爆
に
続
く
核
兵
器

と
し
て
各
国
が
開
発
を
進
め
て
い

た「
中
性
子
爆
弾
」か
ら
放
出
さ

れ
る
危
険
な
物
質
だ
。

核
融
合
炉
で
は
分
厚
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
に
よ
っ
て
中
性
子
の

漏
洩
を
防
ぐ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

核
融
合
発
電
も
原
発
と
同
じ
よ
う

に
、
放
射
線
の
遮
蔽
が
必
要
だ
。

さ
ら
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
製
造

や
発
電
時
の
熱
媒
体
に
は
リ
チ
ウ

ム
を
使
う
と
い
う
。

リ
チ
ウ
ム
は
水
と
接
触
し
た
だ

け
で
発
火
し
、
爆
発
の
危
険
性
も

あ
る
。
リ
チ
ウ
ム
を
熱
媒
体
と
し

次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
小
型
原
発
な

ど
と
と
も
に
国
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
核
融
合

発
電
だ
。
海
水
か
ら
燃
料
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
ク

リ
ー
ン
で
安
全
で
実
用
化
も
近
い
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、一
つ
ひ
と
つ
検
証
し
て
い
く
と
問
題
が
山

積
み
だ
。 

（
オ
ル
タ
ナ
客
員
論
説
委
員
／
技
術
士
・
財
部�
明
郎
）

核
融
合
は
本
当
に

ク
リ
ー
ン
で
安
全
か

▼
全
文
は

 
 

オ
ル
タ
ナ
オ
ン
ラ
イ
ン

（
有
料
記
事
）を
ご
覧
く

だ
さ
い

フ
ラ
ン
ス
で
建
設
が
進
む
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ（
イ
ー

タ
ー
）�

写
真
：�IT

E
R
�O
rganization

て
使
用
す
る
と
き
に
は
、
水
と
熱

交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

核
融
合
炉
は
暴
走
せ
ず
安
全
と
い

う
が
、
あ
く
ま
で
も
原
発
と
比
較

し
て
の
話
で
し
か
な
い
。
本
来
、

発
電
シ
ス
テ
ム
は
暴
走
し
な
い
の

が
当
た
り
前
で
、
原
発
の
ほ
う
が

異
常
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な

い
限
り
、
核
融
合
発
電
の
実
用
化

は
難
し
い
。
現
在
、
日
本
を
含
む

各
国
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｒ（
イ
ー
タ
ー
）と
い
う
実
験

炉
を
フ
ラ
ン
ス
に
建
設
中
で
、

２
０
３
５
年
12
月
の
運
転
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
あ
く
ま
で

も
実
験
炉
に
過
ぎ
ず
、
こ
こ
で
成

果
を
確
認
し
て
か
ら
原
型
炉
を
建

設
し
発
電
を
行
い
、
経
済
性
を
検

証
し
、
可
能
と
な
れ
ば
実
証
炉
の

建
設
と
い
う
流
れ
に
な
る
。「
近

い
う
ち
の
実
用
化
」は
、
ま
だ
遠

い
の
が
現
実
だ
。
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第
四
次
産
業
革
命
が
求
め
る
三
つ
の
能
力

い
ま
、
世
界
中
で
静
か
に
進
行
す
る「
第

四
次
産
業
革
命
」
は
、
こ
れ
か
ら
、
社
会
に

何
を
も
た
ら
す
の
か
。

そ
れ
は
、
社
会
の
隅
々
に
、
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
ス
や
人
工
知
能
、
自
動
運
転
技
術
や
ド

ロ
ー
ン
、
Ｖ
Ｒ
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の

最
先
端
技
術
を
普
及
さ
せ
て
い
き
、
企
業
の

生
産
性
を
圧
倒
的
に
高
め
て
い
く
が
、
同
時

に
、
こ
の
第
四
次
産
業
革
命
は
、
社
会
に
大

量
の
失
業
者
を
生
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

特
に
深
刻
な
の
が
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）
の

導
入
に
よ
る「
知
識
労
働
者
」
の
大
量
失
業

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
す
で
に
欧
米
な
ど
の
先

進
国
で
は
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
も
淘
汰
さ
れ
な
い
、

人
間
だ
け
の
高
度
な
能
力
と
は
何
か
。

世
界
の
専
門
家
は
、
共
通
に
、
次
の
三
つ

の
能
力
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
予
測

コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
、
述
べ
て
お
こ
う
。

第
一
は「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
能
力
。

し
か
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
も
、
資

材
管
理
や
資
金
管
理
、
人
事
管
理
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
管
理
な
ど
、「
管
理
」
と
名
の
付
く

仕
事
は
、
い
ず
れ
、
そ
の
大
半
を
Ａ
Ｉ
が
担

う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
人
間
に
残
さ

れ
る
高
度
な
仕
事
は
、
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を

支
え
る「
成
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
、
メ
ン

バ
ー
の
心
を
支
え
る「
心
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、

我
々
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
的
能
力
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
的
能
力
を
身
に
つ
け
、
磨
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
権
限
や
権
力

を
背
景
に
し
た
「
指
示
・
命
令
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
は
、
Ａ
Ｉ
で
も
代
替
で
き
る
水
準
の

も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
は
、
理
念
や
ビ

ジ
ョ
ン
、
志
や
使
命
感
、
そ
し
て
人
間
力
に

基
づ
く「
共
感
・
支
援
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
こ

そ
が
、
人
間
だ
け
が
行
え
る
洗
練
さ
れ
た
仕

事
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

第
二
は「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
能
力
。

し
か
し
、
こ
れ
も
、言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
顧
客
対
応
は
、
い
ず
れ
Ａ
Ｉ

が
代
替
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

人
間
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
非
言
語
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
す
な
わ
ち
、
顧

客
の
無
言
の
声
に
耳
を
傾
け
、
相
手
の
気
持

ち
を
察
し
、
細
や
か
に
対
応
す
る
高
度
な
能

力
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
能
力
に
な
っ
て
い
く
。

第
三
は「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」。

し
か
し
、
こ
れ
も
、
新
し
い
技
術
を
発
明

し
た
り
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
す
る
と

い
っ
た
高
度
な
創
造
性
は
、
誰
で
も
発
揮
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
、
誰
も
が
身
に
つ
け
、
発
揮
で
き

る
創
造
性
と
は
、
人
間
集
団
の
中
に
あ
っ
て
、

そ
の
集
団
の「
集
合
知
」
を
活
性
化
さ
せ
、
そ

の
集
団
か
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
コ
ン
セ
プ

ト
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
促
せ
る
能
力
、

い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
四
次
産
業
革
命
の
荒
波
を
前
に
、

知
識
労
働
に
携
わ
る
人
間
は
、
自
分
の
仕
事

が
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
も
の
か
、
自
分
が
、

上
記
の
能
力
を
、
ど
の
程
度
に
身
に
つ
け
て

い
る
か
を
、
見
つ
め
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

たさか・ひろし ◉ 多摩大学大学院名誉教授、 
シンクタンク・ソフィアバンク代表、田坂塾・
塾長。81年、東京大学大学院修了。工学博士。
87年、米国バテル記念研究所客員研究員。90
年、日本総合研究所の設立に参画。取締役を務
める。00年、多摩大学大学院教授に就任。同年
シンクタンク・ソフィアバンクを設立。08年、
世界経済フォーラム（ダボス会議）のGlobal 
Agenda Councilメンバーに就任。11年、東日
本大震災に伴い内閣官房参与を務める。13年、
全国から7300名の経営者やリーダーが集まり
「７つの知性」を学ぶ場、「田坂塾」を開塾。
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に
重
度
の
知
的
障
が
い
者
の
親
は

「
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」と
い

う
思
い
を
強
く
持
た
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
特
有
の
ひ
た
隠
し
に
す

る
性
格
が
、
社
会
参
画
を
止
め
て

い
る
一
つ
の
要
因
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

一
方
で
、
米
国
だ
と
、
オ
リ
・

パ
ラ
よ
り
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
の
方
が
認
知
度
は
高
い

で
す
。
学
校
で
健
常
者
と
障
が
い

者
を
分
け
ず
に
一
緒
の
ク
ラ
ス
で

授
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
価
値
観
が
社
会

に
根
付
い
て
い
ま
す
。

─
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
認
証
を

取
得
し
た
経
緯
や
取
得
し
て
か
ら

の
影
響
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

団
体
を
立
ち
上
げ
て
28
年
に
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
い

く
上
で「
信
頼
」が
重
要
で
す
。
企

業
に
訪
問
し
た
と
き
も
こ
の
認
証

が
あ
る
お
か
げ
で
信
頼
度
が
上

が
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

─
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
東
京
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

主
に
毎
週
末
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
主
導
し
て
都
内
で
ボ
ウ
リ
ン
グ

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
競
泳
な
ど
22
種
目
の「
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

文
化
的
な
活
動
も
あ
り
ま
す
。

─
社
会
で「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
」の
価
値
観
を
広
め
て
い
く
上

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

で
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
を

「
ア
ス
リ
ー
ト
」と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
学
ん
で
ほ
し
い
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
ル
ー
ル
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
の
接

し
方
も
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

相
手
に
対
す
る
言
葉
遣
い
も
重

要
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
だ
か
ら
と

い
っ
て
特
別
扱
い
は
し
な
い
で
、

ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
は
っ
き
り

と
伝
え
ま
す
。
指
摘
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
ア
ス
リ
ー
ト
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

基
本
的
に
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ

ポ
ー
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
付
く

形
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ア
ス

リ
ー
ト
が
プ
レ
ー
す
る
際
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
り
、
動
き
の
補
助
を

し
た
り
す
る
の
で
す
が
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

米
国
発
祥
で
50
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」の
関
連
組
織
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
東
京
は
知

的
障
が
い
者
の
社
会
参
画
に
取
り
組
む
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
や
バ
ス
ケ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

「
成
功
体
験
」を
つ
く
る
。
前
田
伸
吾
事
務
局
長

に
話
を
聞
い
た
。

た
姿
を
見
る
と
感
慨
深
い
で
す
。

社
会
の「
無
理
解
」根
強
く

─
１
９
９
４
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
知
的
障
が
い
者
の
社

会
参
画
を
促
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
も
あ
り
ま

し
た
。
知
的
障
が
い
者
の
社
会
参

画
は
ど
の
程
度
進
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。

社
会
参
画
は
そ
こ
ま
で
進
ん
で

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

当
団
体
は
今
年
で
28
年
目
で
す
が
、

登
録
者
は
１
８
０
０
人
程
度
で
す
。

東
京
に
は
知
的
障
が
い
者
は
数
万

人
い
る
の
で
す
が
、
登
録
者
数
だ

け
を
見
て
も
わ
ず
か
で
す
。

登
録
者
が
少
な
い
原
因
に
親
が

社
会
に
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
昔
と
比
べ
る
と
改
善

は
さ
れ
ま
し
た
が
、
周
囲
が
知
的

障
が
い
者
を
避
け
る
動
き
は
ま
だ

あ
り
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

は
米
国
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
50
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
重
度
で
も
軽
度
で
も
問

わ
ず
参
加
で
き
る
の
で
す
が
、
特

非営利組織評価センター（JCNE）＜PR＞ https://jcne.or.jp

障がい者の社会参画
成功体験で後押し
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コ
ロ
ナ
下
で
盛
ん
に
医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
何
を
今
さ
ら
、
と
思
う
。
日
本
に

は
地
域
医
療
の
ハ
ブ
と
な
る
大
病
院
が
少
な

す
ぎ
る
。「
緊
急
事
態
が
起
き
た
ら
簡
単
に

医
療
現
場
は
崩
壊
す
る
」
と
い
う
議
論
は
20

年
も
前
か
ら
さ
れ
て
い
た
。
政
府
は
こ
の
指

摘
を
無
視
し
て
き
た
。
感
染
拡
大
が
続
い
て

も
な
お
、
病
院
を
つ
く
る
気
は
な
い
よ
う
だ
。

都
市
の
医
療
体
制
が
崩
壊
し
、
救
急
患
者

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は「
緩
和
医
療
」
や

「
終
末
期
医
療
」
も
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
病
棟
は
こ
こ
十
数
年
ほ
ど
で「
医
療
」

と
し
て
認
め
ら
れ
体
制
が
で
き
つ
つ
あ
る
新

し
い
病
棟
だ
。

や
っ
と
の
こ
と
で「
緩
和
ケ
ア
」「
終
末
期

ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
な
っ
て
、

人
材
も
育
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
起
き
た
。
緊
急
事
態
の
混
乱
で
緩
和
ケ

ア
病
棟
の
看
護
師
た
ち
は
、
感
染
関
連
の
部

署
に
異
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
病
院
も
多
い
。

末
期
の
患
者
さ
ん
た
ち
の
尊
厳
と
死
を
支

え
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
お
い
て
、
患
者
家
族

の
存
在
は
必
須
だ
。
と
こ
ろ
が
、
感
染
予
防

の
た
め
に
病
棟
が
ク
ロ
ー
ズ
に
な
り
、
面
会

が
ま
ま
な
ら
な
い
。
い
ま
だ
多
く
の
緩
和
ケ

ア
病
棟
で
面
会
制
限
が
さ
れ
て
い
る
。

「
家
族
と
会
え
な
い
ま
ま
孤
独
に
亡
く

な
っ
て
い
く
患
者
の
姿
に
無
力
感
を
覚
え
、

職
場
を
去
る
看
護
師
や
医
師
も
多
い
」
と
、

緩
和
ケ
ア
医
療
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
新
城

拓
也
医
師
か
ら
聞
い
た
。

「
緩
和
ケ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ
ん
が

安
ら
か
な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
試
行
錯
誤
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

な
の
に
、
い
き
な
り
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
せ
、

面
会
は
ダ
メ
と
、
厳
し
い
規
制
を
受
け
ま
し

た
。
む
し
ろ
一
般
病
棟
の
患
者
さ
ん
の
方
が
、

自
由
に
面
会
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

終
末
期
医
療
が
や
っ
と
日
本
に
根
付
い
て
き

た
の
に
、
そ
れ
が
一
気
に
逆
戻
り
し
た
よ
う

で
、
い
ま
日
本
の
終
末
期
医
療
は
崩
壊
し
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
だ
っ
て
、
家

崩
壊
す
る
終
末
期
医
療

たぐち・らんでぃ ◉ 作家　作家、エッセイス
ト。2000年『コンセント』で作家デビュー、
2001年『できればムカつかずに生きたい』で
婦人公論文芸賞受賞。2021年『モザイク』が
イタリア語で再販。『リクと白の王国』がポー
ランド語で翻訳出版された。

エ
ゴ
か
ら

エ
コ
へ

文 

◉ 

田
口 

ラ
ン
デ
ィ

text=R
andy T

A
G

U
C

H
I

70

族
と
会
え
ず
に
孤
立
し
た
状
態
で
亡
く
な
っ

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら

│
」

病
院
側
は
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
を
恐
れ
て
面

会
を
制
限
し
て
い
る
。
臨
終
に
及
ん
で
も
会

え
な
い
と
い
う
。
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
た

今
も
末
期
の
人
た
ち
が
家
族
と
会
え
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
死
ん
で
い
く
人
た
ち
を
あ
ま
り

に
も
無
碍
に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
の

ち
が
旅
立
つ
時
、
大
切
な
人
た
ち
と
の
別
れ

の
時
間
を
つ
く
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
ど
う

に
か
し
て
で
き
る
は
ず
の
こ
と
を
、
や
ろ
う

と
し
な
い
の
は
対
面
を
重
ん
じ「
い
の
ち
」

を
軽
視
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

死
ぬ
瞬
間
ま
で「
生
」
な
の
だ
。
生
き
果
て

て
い
く
命
に
寄
り
添
う
医
療
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
ワ
ク
チ
ン
を
打
と
う
と
、
打
つ
ま
い
と

人
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ
。
全
人
類
共
通
の
運

命
で
あ
る「
死
の
臨
床
」
は「
生
き
る
」
こ
と
と

地
続
き
だ
。
た
だ
無
言
で
見
つ
め
合
う
だ
け

で
い
い
、
手
を
に
ぎ
る
だ
け
で
い
い
。
大
切

な
人
を
見
送
る
時
間
を
、
家
族
に
返
す
こ
と
。

終
末
期
医
療
を
崩
壊
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
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ＥＳＧ情報開示最前線❷� 文◉ESG情報開示研究会

SX（サステナビリティ・トランスフォーメー

ション）をご存じでしょうか。「SX」は伊藤レ

ポート公表後（2014年）の６年間のレビューを

行った経済産業省「サステナブルな企業価値創

造に向けた対話の実質化検討会」の中間とりま

とめ（2020年８月）で初めて提唱されました。

サステナビリティ視点を経営に組み込み、変

革を起こすための野心的構想です。投資家と

の建設的な対話により価値創造ストーリーと

して磨き上げ、企業経営のレジリエンスを高め

ていくことを指します。

この度、この「SX」の要素を2017年５月策定

の「価値協創ガイダンス」に反映させ、企業と

投資家の対話や統合的な情報開示のフレーム

ワークを示しました。「価値協創のための統合

的開示・対話ガイダンス2.0（価値協創ガイダン

ス 2.0）」で、経産省が案を提示しています。

「価値協創ガイダンス2.0（案）」は大きく「価

値観」、「長期戦略」、「実行戦略」、「KPI」、「ガ

バナンス」に分別され、ポイントは５つです。

第１はTCFD提言以来定着する「ガバナン

ス」、「戦略」、「リスク管理」、「指標と目標」という

開示構造との整合性を確保していることです。

第２に長期の時間軸で経営・事業変革を行

う重要性を強調しています。「長期戦略」を新設

し、自社が目指す姿を示す「長期ビジョン」、長

期的かつ持続的な企業価値向上の基盤となる

「ビジネスモデル」、そして「機会とリスク」の３

項目から構成しています。

第３に人的資本への投資や人材戦略の重要

性をより強調する構成へと組み直しているこ

とです。第４は「実質的な対話・エンゲージメ

ント」の項目を新設していることです。

最後に持続可能な社会の実現に向けて、企

業が長期的かつ持続的に価値を提供すること

の重要性と、それを踏まえた対応の方向性を明

記していることです。

この価値協創ガイ

ダンスは統合報告書

のフレームワークで

した。今般の改訂が

統合報告書の深化に

役立つものと期待し

ています。

価
値
協
創
へ
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「Ｅ（環境）領域についてはかなり議論がさ

れている。一方でＳ（社会）領域についてはま

だ明確なものがない」─。２年ほど前にあ

る会合でこのような意見・議論を伺いました。

当時においても、Ｅ領域の開示はTCFDな

どを中心に整理が進んできたという認識の下、

Ｓ領域については日本固有の環境などを踏ま

えた固有の強みをアピールするための情報開

示も今後重要となってくる、ということを背

景とした意見でした。

２年たった今、どうでしょう。内閣官房や金

融庁では、新しい資本主義の実現に向けた議

論の中で人的投資の重要性を強調しています。

今年６月に公表された金融審議会ディスク

ロージャーワーキング・グループ報告では、

人的資本と多様性について有価証券報告書で

の開示を求めることが提案されました。

さらに、内閣官房に設置された非財務情報

可視化研究会から、人的資本開示のさらなる

充実のための指針として、人的資本可視化指

針案が公表されました。

今年５月には、「人材版伊藤レポート2.0」

も公表されるなど、国内での人的資本開示の

関心も急速に高まってきている状況です。一

方で、「どのように取り組めばよいのか難し

い」という声も聴かれます。

比較可能性の観点から法定開示で求められ

る開示項目以外に、人的資本開示の中心に何

を据えるのか。各企業の中長期の価値創造ス

トーリーであると言えるでしょう。

経営戦略と連動

した人材戦略、その

目標やKPIの達成状

況の開示により投

資家との対話を通

じた持続的価値向

上につなげることが

期待されています。

人
的
資
本
開
示
の「
核
」は
何
か

窪田 雄一
有限責任監査法人
トーマツ�パートナー

松原 稔
りそなアセットマネジメント
執行役員�責任投資部担当

※文中意見にわたる部分は執筆者の私見であり、有限責任監査法人トーマツの公式見解ではありません
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text = Atsuto SAWAKAMI

2

さわかみ・あつと　さわかみホールディングス社長。1973年、
ジュネーブ大学付属国際問題研究所国際経済学修士課程履修。
1980年─1996年、ピクテジャパン（現・ピクテ投信）代表。
1999年に日本初の独立系投資信託会社さわかみ投信設立。

渦
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
世
界
政
治

　
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
、
６
カ
月
が
過
ぎ
た
。
プ
ー

チ
ン
政
権
に
よ
る
他
国
の
領
土
侵

攻
に
対
し
、
西
側
は
一
致
団
結
し
て
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
厳
し
い
経
済
制
裁
を
課
し
た
。

当
初
は
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
が
も
た
つ
い
て
お

り
、
そ
こ
へ
強
力
な
経
済
制
裁
が
効
い
て
く
る

と
期
待
さ
れ
た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
は
意
外
と
し

ぶ
と
く
頑
張
っ
て
い
る
。
国
連
で
の
ロ
シ
ア
批

難
決
議
も
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
じ
め
多
く
の

国
々
が
反
対
な
い
し
棄
権
し
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
ロ
シ
ア
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

ロ
国
で
あ
る
か
ら
だ
。
現
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
は

ず
い
ぶ
ん
低
価
格
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
石
油
や
天

然
ガ
ス
を
大
量
に
買
い
付
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
原
発
導
入
支

援
に
期
待
し
て
い
る
。

や
は
り
、
ど
の
国
に
と
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
確
保
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら

も
、
プ
ー
チ
ン
氏
の
横
暴
を
黙も

く

諾だ
く

す
る
か
の
よ

う
だ
。
世
界
政
治
の
冷
徹
さ
の
典
型
例
で
あ
る
。

そ
の
横
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
熱
波
が
襲
い
、

干か
ん

魃ば
つ

や
水
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
の
な
せ

る
術
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
天
然
ガ
ス
供
給
の

30
％
─
40
％
を
占
め
て
き
た
ロ
シ
ア
産
を
減
少

な
い
し
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
政
策
決
定
を
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
縮
小
の
方
向
に
あ
っ
た

石
炭
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
、
一
時
的
に
高

め
る
の
も
止
む
な
し
と
い
う
こ
と
だ
。

太
陽
光
や
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
が
50
％
近
く
に
ま
で
達

し
て
環
境
先
進
国
と
い
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に

お
い
て
も
、
石
炭
火
力
発
電
を
増
や
そ
う
と
し

て
い
る
。
や
は
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
な
る

と
、
背
に
腹
は
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

太
陽
光
発
電
に
は
ら
む
中
国
リ
ス
ク

い
ま
は
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
化
石
燃
料

の
供
給
リ
ス
ク
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
問
題
は
ま
だ
他
に
、

い
く
ら
で
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
太
陽
光
発
電
だ
。
太
陽
光
発
電

の
パ
ネ
ル
は
80
％
以
上
が
中
国
産
と
な
っ
て
い

る
。
超
大
型
投
資
と
大
量
生
産
に
よ
っ
て
、
中

国
産
パ
ネ
ル
の
競
争
力
は
世
界
を
圧
倒
し
て
い

る
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）に
よ
る

真のサステナビリティ投資とは

と
、
太
陽
光
発
電
の
主
要
素
材
と
な
る
ポ
リ
シ

リ
コ
ン
や
ウ
ェ
ハ
ー
の
中
国
シ
ェ
ア
は
２
０
２
５

年
ま
で
に
95
％
に
な
る
と
い
う
。

と
ん
で
も
な
い
中
国
リ
ス
ク
だ
。
風
力
と
並

ん
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
雄
で
あ
る
太
陽

電
池
は
、
中
国
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
。

中
国
は
太
陽
電
池
を
武
器
に
、
政
治
圧
力
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
の
ロ
シ
ア
の
石

油
や
天
然
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
国
際
政
治
や

国
際
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
歪ゆ

が

め
て
く
る
か
、

大
き
な
不
安
定
材
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

日
本
は
ど
う
対
策
を
講
じ
れ
ば
良
い
の
か
。

日
本
も
冬
に
向
け
て
、
原
発
を
９
基
稼
働
さ

せ
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。
福
島
の
原
発
事

故
に
よ
っ
て
国
民
の
原
発
ア
レ
ル
ギ
ー
が
高

ま
っ
て
い
る
中
を
、
日
本
政
府
は
強
硬
突
破
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
あ
、
ど
う
な
る
こ
と
か
。

日
本
の
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
と
し
て
、
ど

う
し
て
地
熱
発
電
に
力
を
入
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

日
本
は
世
界
第
３
位
の
地
熱
大
国
で
あ
っ
て
、

電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
０
０
％
自
給
も
可
能
と

い
わ
れ
る
。
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
熱

発
電
の
開
発
普
及
を
促
進
し
な
い
手
は
な
い
は

ず
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
自
立
を
達
成
で
き
れ
ば
、

日
本
は
国
際
政
治
の
舞
台
で
大
き
な
発
言
権
を

確
保
で
き
る
。
ロ
シ
ア
や
中
国
に
振
り
ま
わ
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
。
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中
国
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
が
日
本
の
乗
用

車
市
場
参
入
を
発
表
し
た
。

１
９
９
５
年
に
創
業
し
、２
０
０
３

年
か
ら
自
動
車
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
Ｂ
Ｙ
Ｄ
。
昨
年
に
は
中
国

市
場
に
お
い
て
Ｂ
Ｅ
Ｖ
、
そ
し
て

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

合
計
で
約
60
万
台
を
販
売
し
て
い

る
。日

本
で
も
、
す
で
に
電
動
の
バ

ス
、
商
用
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
を
販
売
し
て
い
る
が
、
今
回

新
た
に
乗
用
車
専
業
の「B

Y
D

 

こ
を
共
同
で
研
究
し
て
い
く
。

特
に
食
料
と
競
合
し
な
い
第
２

世
代
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い

て
は
生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
実

際
に
使
用
し
た
際
の
課
題
の
洗
い

出
し
、
効
率
的
な
原
料
作
物
栽
培

Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
日
本
第
一
弾
と
な
る
ｅ-

Ｓ

Ｕ
Ｖ「
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
３（
ア
ッ
ト
ス
リ
ー
）」

（
２
０
２
３
年
１
月
発
売
予
定
）

A
uto Japan

株
式
会
社
」
を
設

立
し
た
。

２
０
２
３
年
１
月
以
降
に
ま
ず

は
３
モ
デ
ル
を
揃
え
る
予
定
で
あ

り
、
ま
た
２
０
２
５
年
末
ま
で
に

キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
は
５
月
に
ブ
ラ

ン
ド
初
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ
と
な
る「
リ

リ
ッ
ク
」を
発
表
し
た
。
Ｇ
Ｍ
の

Ｂ
Ｅ
Ｖ
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ア
ル
テ
ィ
ウ
ム
」
を
使
い
、

１
０
０
㌔
㍗
時
と
い
う
大
容
量
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
す
る
。

ア
ル
テ
ィ
ウ
ム
で
用
い
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
は
い
わ

ゆ
る
パ
ウ
チ
型
と
さ
れ
、
高
い
積

載
性
を
実
現
し
て
い
る
。
正
極
に

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
、

レ
ア
ア
ー
ス
の
使
用
割
合
を
低
減

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
実
際
に

現
在
の
Ｇ
Ｍ
バ
ッ
テ
リ
ー
に
比
べ

て
、
コ
バ
ル
ト
含
有
量
は
70
％
削

減
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

リ
リ
ッ
ク
は
リ
ア
１
モ
ー
タ
ー

の
レ
イ
ア
ウ
ト
。
こ
れ
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
き
た
後
輪
駆
動
を
踏
襲
し

カートリッジ式バッテリー検討へ

１
０
０
カ
所
以
上
の
デ
ィ
ー
ラ
ー

を
開
設
す
る
と
い
う
。

小
規
模
ネ
ッ
ト
販
売
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
は
市
場
に
浸
透
で
き
な

い
と
い
う
考
え
に
拠
る
も
の
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
も
本
気
度
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

自
動
車
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
は
電
気
自
動
車
化
だ

け
で
な
く
、
再
エ
ネ
由
来
の
電
力

を
基
に
し
た
水
素
、
合
成
燃
料
、

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
活
用

も
不
可
欠
だ
。

現
時
点
で
は
、
原
料
調
達
だ
け

で
な
く
製
造
工
程
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
低
減
や
社
会
実
装
に
向
け

た
課
題
も
多
い
。Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、ス

ズ
キ
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
、
ダ
イ
ハ
ツ
、

ト
ヨ
タ
、
豊
田
通
商
の
６
社
は
こ

水
素
や
合
成
燃
料

６
社
が
共
同
研
究
へ

て
い
る
。
既
報
の
通
り
、
こ
の
ア

ル
テ
ィ
ウ
ム 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
次
期
ホ
ン
ダ
製
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
使
わ

れ
る
予
定
だ
。

Ｂ
Ｙ
Ｄ
、日
本
で
乗
用
車
に
参
入

の
研
究
な
ど
幅
広
く
追
求
。

副
生
酸
素
と
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
・

活
用
と
あ
わ
せ
て
多
様
な
選
択
肢

に
よ
る
自
動
車
に
お
け
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
に
役
立
て

て
い
く
。

キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
、
ブ
ラ
ン
ド
初
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ

カートリッジ式
バッテリーのイメージ

商
用
Ｂ
Ｅ
Ｖ
導
入
の
際
の

課
題
が
、
長
い
充
電
時
間
と

充
電
の
集
中
に
よ
る
物
流
ダ

ウ
ン
タ
イ
ム（
サ
ー
ビ
ス
の

停
止
）
の
増
加
だ
。
着
脱
・

可
搬
型
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式

バ
ッ
テ
リ
ー
は
そ
れ
を
解
決

す
る
有
力
な
手
段
と
な
る
。

車
両
か
ら
外
し
て
充
電
し

て
お
け
ば
い
い
の
で
物
流
ダ

ウ
ン
タ
イ
ム
を
削
減
で
き
る
。

そ
の
上
、
車
載
電
池
量
を
絞

れ
る
た
め
電
池
総
量
が
減
り

コ
ス
ト
が
下
が
る
こ
と
、
充

電
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
で
電

力
需
要
を
平
準
化
で
き
る
な

ど
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

ヤ
マ
ト
運
輸
は
再
エ
ネ
の

活
用
、
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
な
ど

に
よ
り
グ
リ
ー
ン
デ
リ
バ

リ
ー
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築

を
目
指
す
。
ト
ヨ
タ
と
い

す
ゞ
、
日
野
で
立
ち
上
げ
た

Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
は
軽
バ
ン
か
ら
小

型
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
の
商
用
Ｂ

Ｅ
Ｖ
企
画
を
進
め
る
と
い
う
。

固定式バッテリー

カートリッジ式バッテリー
交換用
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Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
越
え
る
べ
き
３
つ
の
壁

　
国
の
新
興
自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ｂ
Ｙ

Ｄ
の
日
本
市
場
参
入
な
ど
Ｂ
Ｅ
Ｖ

（
バ
ッ
テ
リ
ー
電
気
自
動
車
）の
過

熱
ぶ
り
が
止
ま
ら
な
い
。し
か
し
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
日
本
市
場
で
は

Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
普
及
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が

実
情
だ
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
、
日
本
で
は
あ
ま

り
見
当
た
ら
な
い
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
理
由
を
よ
く
考
え
ず
に
、
ト
ヨ
タ

を
例
に
取
る
と「
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
積
極
的
で
は
な
い
」

と
い
う
報
道
が
散
見
さ
れ
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
乗
り

東中
越
え
る
べ
き「
課
題
」を
考
え
る
。

１
つ
目
は
脱
炭
素
だ
ろ
う
。
だ
が
、
脱
炭
素

の
前
提
条
件
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
だ
。

こ
れ
は
一
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
関
わ

る
課
題
な
の
で
容
易
で
は
な
い
。

岩
盤
の
よ
う
に
根
付
い
た
石
油
事
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
製
造
業
を
支
え
て
き
た
過
去

現
在
を
見
る
と
、
簡
単
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
シ
フ
ト
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
石
油
と
原
子

力
か
ら
の
脱
却
を
意
味
す
る
の
で
、
強
大
な
権

力
を
持
っ
た
人
が
出
現
し
な
い
限
り
難
し
い
。

２
つ
目
の
仮
説
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
あ
る
。
ト
ヨ
タ
と
ス
ズ

キ
は
途
上
国
で
販
売
し
て
い
る
し
、
こ
う
し
た

地
域
で
は
日
本
製
の
中
古
車
が
人
気
だ
。

電
気
の
イ
ン
フ
ラ
が
な
い
地
域
で
は
液
体
燃

料
が
重
宝
さ
れ
る
こ
と
は
明
確
だ
。
つ
ま
り
、

Ｂ
Ｅ
Ｖ
は
先
進
国
に
は
有
利
だ
が
、
途
上
国
で

は
普
及
は
難
し
い
。
だ
が
、
ト
ヨ
タ
は
Ｂ
Ｅ
Ｖ

を
否
定
し
て
い
な
い
な
か
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

レ
ア
メ
タ
ル
の
供
給
網
が
急
務
の
課
題

３
つ
目
は
電
気
を
蓄
電
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の

問
題
だ
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
だ
。
だ
が
、
こ
の
問
題

の
根
っ
こ
に
あ
る
の
は
レ
ア
メ
タ
ル（
リ
チ
ウ

ム
・
コ
バ
ル
ト
・
マ
ン
ガ
ン
な
ど
）の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。

例
え
ば
リ
チ
ウ
ム
。
鉱
石
か
ら
取
り
出
す
手

法
と
地
下
水
か
ら
天
日
干
し
で
取
り
出
す
手
法

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
簡
単
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
レ
ア
メ
タ
ル
採
掘
時
に
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
や
労
働
者
の
人
権
問
題
な
ど
山
積
だ
。

レ
ア
メ
タ
ル
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

す
る
の
が
、
急
務
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
は
こ
こ
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
あ
る
の

で
、
ト
ヨ
タ
を
例
に
取
る
と「
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
積
極

的
で
は
な
い
」と
報
道
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
挙
げ
た
３
つ
の
課
題
の
う
ち
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
は
日
本
政
府
の
課
題
で
あ
る
が
、

ト
ヨ
タ
が
本
気
で
な
い
か
ら
政
府
も
重
い
腰
を

挙
げ
ら
れ
な
い
な
ら
、
本
末
転
倒
で
あ
り
官
民

が
し
っ
か
り
と
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
に
な
っ
て
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
ブ
ー

ム
に
異
変
が
起
き
た
。
相
次
い
で
韓
国
と
中
国

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
新
型
Ｂ
Ｅ
Ｖ
が
日
本

で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
は
ヒ
ョ
ン
デ（
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
）か
ら
Ｂ
Ｅ

Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ（
水
素
燃
料
電
池
車
）が
市
販
さ
れ
、

中
国
は
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
知
ら

れ
る
Ｂ
Ｙ
Ｄ
も
Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
市
販
す
る
。
日
本
が

Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
未
開
発
国
な
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

チ
ャ
ン
ス
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。Ｂ

Ｙ
Ｄ
は
中
国
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
で
あ
る
が
、

ト
ヨ
タ
と
共
同
で
Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
開
発
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
中
国
で
販
売
す
る
し
、
Ｂ
Ｙ

Ｄ
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
バ
ッ

テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
ヒ
ョ
ン
デ
と
は
メ
ー
カ
ー
の

立
ち
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
。
と
も
に
実
車
を

試
乗
し
な
が
ら
、
両
メ
ー
カ
ー
の
取
り
組
み
に

注
目
し
て
い
き
た
い
。
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ぐ
る
な
び
は
、「
全
国
ジ
ビ
エ

フ
ェ
ア
」の
参
加
店
舗
募
集
を
受

け
付
け
て
い
る
。
同
フ
ェ
ア
は
11

全
国
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア

出
店
対
象
が
広
が
る

農
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
� agriculture  topics 

文
◉
オ
ル
タ
ナ
編
集
部（
萩
原 

哲
郎
）

人
材
派
遣
業
の
ビ
ー
ス
タ
イ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
東
京
・
新

宿
）と
グ
ル
ー
プ
会
社
は
こ
の
ほ

ど
沖
縄
県
で
耕
作
放
棄
地
の
開
拓

を
始
め
た
。
作
業
を
行
う
メ
ン

バ
ー
は
８
割
が
障
が
い
者
だ
。

関
連
会
社
の
ビ
ー
ス
タ
イ
ル 

チ
ャ
レ
ン
ジ（
東
京
・
新
宿
）は
障

が
い
者
雇
用
推
進
事
業
を
展
開
す

る
。２

０
２
５
年
ま
で
に
７
５
３
９

坪（
約
2.5
㌶
）
を
切
り
拓
き
、

１
７
４
７
本
の
果
樹
の
植
え
付
け

を
行
う
。
７
月
末
時
点
で
９
９
４

坪
を
開
拓
、
３
１
６
本
の
植
え
付

け
を
終
え
た
。
植
え
付
け
る
植
物

は
グ
ア
バ
や
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
。

沖
縄
で
の
栽
培
に
適
し
、
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
も
大
き
い
。
農
薬
や

農
林
水
産
省
は
有
機
農
業

産
地
づ
く
り
推
進
事
業
を
進

め
る
。
有
機
農
業
に
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
産
地
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」

を
推
進
す
る
市
町
村
の
支
援

に
取
り
組
む
。「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」で
は

中
長
期
的
に
調
達
、
生
産
、

加
工
・
流
通
、
消
費
で
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

を
掲
げ
た
。
こ
の
戦
略
に
基

づ
く
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
だ
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
農
林
中
央

金
庫
グ
ル
ー
プ
は
食
品
残
渣
の
有

効
活
用
や
食
品
ロ
ス
削
減
の
課
題

解
決
を
目
指
し
て
連
携
す
る
。
関

連
す
る
事
業
者
に
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
普
及
へ
の
調
査

研
究
・
実
証
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
連
携
を
通
じ
て
共
同

提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
営
業
協

力
や
調
査
研
究
で
協
力
す
る
。

農
林
水
産
省
の「
食
品
循
環
資

源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」に
基
づ
い
て
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
食
品
ロ

ス
削
減
に
取
り
組
む
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
農
家

に
農
業
廃
棄
物
な
ど
を
バ
イ
オ
炭

化
窯
で
生
成
し
た
バ
イ
オ
炭
や
、

食
品
残
渣
か
ら
つ
く
ら
れ
た
有
機

堆
肥
を
提
供
す
る
。
バ
イ
オ
炭
と

有
機
堆
肥
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

農
地
で
の
炭
素
貯
留
が
可
能
と
な

る
。ほ

か
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
ビ

オ
ス
ト
ッ
ク（
北
海
道
帯
広
市
）

が
超
小
型
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

を
提
供
す
る
な
ど
、
技
術
面
と
金

融
面
で
支
援
す
る
。

農
業
廃
棄
物
や
食
品
残ざ

ん

渣さ

を
活
用
へ

農水省、有機農業産地を支援

グ
リ
ー
ン
農
業
で
働
き
が
い
向
上

月
１
日
か
ら
２
０
２
３
年
２
月
28

日
ま
で
開
催
す
る
。
ジ
ビ
エ
消
費

を
促
す
た
め
、
参
加
店
舗
の
ジ
ビ

エ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
商
品
を
販

売
す
る
小
売
店
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の

情
報
を
発
信
す
る
。
店
舗
の
参
加

は
期
間
中
も
受
け
付
け
る
。

出
店
対
象
店
舗
を
拡
大
し
、ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
や
ジ
ビ
エ
皮
革
製
品
な

ど
の
販
売
店
舗
も
対
象
と
す
る
。

フ
ェ
ア
は
農
林
水
産
省
の「
全
国

ジ
ビ
エ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

の
一
環
で
、
ぐ
る
な
び
が
事
業
実

施
主
体
と
な
る
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
捕
獲
し
た

鳥
獣
の
利
用
を
示
す
ジ
ビ
エ
利

用
量（
自
家
消
費
を
除
く
）
は

１
８
１
０
㌧
で
捕
獲
頭
数
の
約
１

割
に
と
ど
ま
る
。２
０
２
５
年
度
ま

で
に
倍
増
の
約
４
千
㌧
を
目
指
す
。

昨
年
の
フ
ェ
ア
に
は
１
１
２
３

店
舗
が
参
加
し
た
。
ぐ
る
な
び
が

加
盟
店
向
け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
注
文
が「
増
え
た
」と

感
じ
た
割
合
は
25
％
だ
っ
た
。

で
は
取
り
組
み
を
進
め
る
市

町
村
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

創
出
す
る
。
９
月
１
日
時
点

で
は
54
の
市
町
村
が
取
り
組

み
を
予
定
す
る
。
農
水
省
で

は
２
０
２
５
年
ま
で
に
１
０
０

市
町
村
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
を
宣
言
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
そ
れ
以
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
は
未
定
だ
が
、

推
進
・
支
援
す
る
枠
組
み
を

作
っ
て
い
き
有
機
農
業
産
地

に
取
り
組
む
市
町
村
を
増
や

す
考
え
だ
。

肥
料
も
使
わ
な
い
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
た
農
業

を
行
う
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
取
り
組
み
を
け
ん
引
し
て
い

く
こ
と
で
自
ら
の
仕
事
に
高
い
価

値
を
見
出
せ
る
な
ど
障
が
い
者
の

働
き
が
い
の
向
上
を
目
指
す
。

参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
は
８
割
が
障
が
い
者
だ
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去
３
回
の
連
載
で
日
本
農
業
の
未

来
を
考
え
る
た
め
の
視
点
を
整
理

し
て
き
た
。
改
め
て
要
約
す
れ
ば
、

農
業
は
農
家
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
国

民
の
た
め
に
あ
り
、
す
べ
て
の
人
は
農
業
を
す

る
権
利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
ま
で
の
農
業
観
の
延
長
線
上
に
次
世
代

の
農
業
は
な
い
。
ま
ず
は
国
民
に
農
地
を
解
放

す
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
農
業
に
活
路
を
開
く
第

一
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
戦
後
の
農
地
解
放
が
日
本

に
と
っ
て
第
一
の
農
業
革
命
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

今
必
要
な
の
は「
第
二
の
農
地
解
放
」で
あ
る
。

過ほ
か
の
職
業
同
様
、
資
格
が
必
要
で
あ
っ
て

も
、
国
民
で
あ
れ
ば
等
し
く
選
択
す
る
自
由
が

あ
り
、参
入
障
壁
は
で
き
る
だ
け
低
い
方
が
良
い
。

ち
な
み
に
農
家
に
生
ま
れ
た
か
ら
後
継
で
き

る
の
で
は
な
く
、
専
業
で
一
定
以
上
の
面
積
の

経
営
を
行
う
農
業
と
い
う
職
業
に
就
く
た
め
に

は
、
農
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の
習
得
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
加
え
、
農
業
の
環
境
に
お
よ
ぼ

す
影
響
と
対
策
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

７
年
ほ
ど
前
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有

機
農
業
の
先
進
地
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ

た
。
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
一
定
以
上
の
面
積

必
要
な
の
は「
第
二
の
農
地
解
放
」

日本農業  常 識と非 常 識 の間
文◉徳江 倫明
text = Michiaki TOKUE

とくえ・みちあき　生来の現場主義。1978年「大地を守る会」に参画。有機
農産物の共同購入システムの開発を手がける。1988年には「らでぃっしゅ
ぼーや」を興し、宅配システムを確立。その後日本初のオーガニックスー
パーや有機認証機関の設立など、新しい分野の企画開発に挑戦し続ける。

48

の
農
業
者
は
、
専
門
の
農
業
学
校
の
卒
業
が
必

須
条
件
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

小
規
模
農
業
が
世
界
の
食
料
支
え
る

今
後
農
業
は
大
き
く
２
つ
の
道
に
分
か
れ
て

い
く
。
１
つ
は「
土
」と「
種
」か
ら
離
れ
て
い
く

農
業
で
あ
り
、
も
う
１
つ
は
、
改
め
て「
土
」と

「
種
」に
回
帰
し
て
い
く
農
業
だ
。

前
者
は
外
的
環
境
か
ら
生
産
環
境
を
隔
離
し
、

人
工
的
に
光
、
温
度
、
湿
度
、
二
酸
化
炭
素
、
養

分
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
工
業
的
農
業
だ
。

種
も
外
部
の
技
術
に
依
拠
し
、
Ｆ
１
、
遺
伝
子

組
み
換
え
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
人
工
的
環

境
に
合
う
品
種
を
購
入
し
、
維
持
し
て
い
く
。

後
者
は
言
わ
ず
も
が
な
、
有
機
農
業
に
代
表

さ
れ
る
土
耕
を
前
提
に
し
た
農
業
だ
。
有
機
農

業
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
や
ゲ
ノ
ム
編
集
の
種

の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
本
来
種
も
有
機

生
産
の
も
の
が
前
提
だ
が
、
現
状
は
手
に
入
ら

な
い
こ
と
を
前
提
に
経
過
措
置
と
し
て
、
Ｆ
１

や
輸
入
の
種
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
、
自
然
栽
培
や
有
機
農
業
を

実
践
す
る
人
の
中
で
、
在
来
種
、
固
定
種
、
さ

ら
に
は
自
家
採
取
に
よ
っ
て
種
の
生
産
ま
で
自

分
の
農
業
体
系
に
組
み
込
む
農
家
も
増
え
て
き

て
い
る
。
つ
ま
り
、
土
づ
く
り
と
種
の
生
産
に

よ
る
農
業
の
自
立
を
目
指
す
人
々
だ
。

ぼ
く
は
前
者
の
流
れ
を
否
定
し
な
い
。
む
し

ろ
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
を
い
つ
ま
で
農
業
と
い
う
か
に
つ

い
て
は
、
い
さ
さ
か
の
疑
問
が
あ
る
。

拡
大
す
べ
き
農
業
は
、
世
界
の
食
料
の
80
％

を
担
う
小
規
模
家
族
農
業
で
あ
り
、
有
機
農
業

と
い
う
の
が
世
界
の
常
識
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
目
標
２
、
12
、
14
、
15
で「
持

続
可
能
な
農
業
の
推
進
」と「
小
規
模
家
族
農

業
の
育
成
」を
掲
げ
る
。
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

は「
多
様
化
さ
れ
た
種
子
・
植
物
バ
ン
ク
な
ど

を
通
じ
て
、
種
子
な
ど
の
遺
伝
的
多
様
性
を
維

持
す
る
こ
と
」が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
世
界
の
動
き
に
合
わ
せ
、２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
掲
げ
た

日
本
が
打
ち
出
し
た
の
が「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」で
あ
り
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に
有
機

農
業
比
率
25
％（
面
積
１
０
０
万
㌶
）」と
い
う
目

標
で
あ
る
。
特
に
有
機
農
業
は
、
炭
素
貯
留
効

果
、
生
物
多
様
性
の
効
果
が
優
れ
て
い
る
。

日
本
農
業
の
54
％
は
水
田
で
、
そ
の
25
％
を

有
機
化
で
き
れ
ば
、
60
万
㌶
の
有
機
農
業
圃
場

が
実
現
す
る
。
問
題
は
誰
が
や
る
か
。
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、
新
し
い
農
家
、
農
業
、
そ
し
て
農

地
の
定
義
が
生
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
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林
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
� forestry  topics 

文
◉
オ
ル
タ
ナ
編
集
部（
長
濱 

慎
）

国
産
ヒ
ノ
キ
を
、
企
業
が
内
装

に
採
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
ヒ
ノ
キ
は
主
に
柱
材
に
使
わ

れ
て
き
た
が
、
需
要
が
減
り
価
格

は
下
が
る
一
方
だ
っ
た
。

国
産
材
の
利
用
促
進
に
努
め
る

グ
リ
ー
ン
マ
ム（
東
京
・
大
田
）は
、

島
根
県
立
大
学
の
平
井
俊
旭
氏
ら

と
と
も
に
ヒ
ノ
キ
の
壁
材
を
開
発
。

角
材
を
薪
割
り
機
で
破
断
さ
せ
、

特
殊
な
加
工
で
凹
凸
感
を
持
た
せ

た
パ
ネ
ル
は「
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
パ

ネ
ル
」の
製
品
名
で
、
２
０
２
１

年
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
を
受
賞
し

た
。

「
ラ
フ
デ
ザ
イ
ン
パ
ネ
ル
」は
Ｆ

脱
炭
素
の
視
点
か
ら
、
木
造

の
高
層
建
築（
地
上
６
階
建
て

以
上
）に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
林
野
庁（
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン

ジ
協
議
会
）に
よ
る
と
、
国
内

の
木
造
高
層
ビ
ル
は
29
件

（
２
０
２
２
年
４
月
現
在
・
計

画
中
も
含
む
）あ
る
。

大
林
組
が
３
月
末
に
横
浜
市

に
完
成
さ
せ
た「P

ort P
lus

」

政
府
は
８
月
10
日
、
森
林
由
来

の
Ｊ-
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
拡
大
に

向
け
、
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
制
度
文
書
改
正
案
を
施

行
し
た
。

森
林
経
営
の
長
期
的
な
時
間
軸

を
踏
ま
え
、
従
来
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
認
証
対
象
期
間
が
原
則
８
年

間
だ
っ
た
の
を
、
最
大
16
年
間
に

延
長
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
が
少

な
か
っ
た
主
伐（
更
新
の
た
め
に

行
う
伐
採
な
ど
）に
つ
い
て
、
再

造
林
す
れ
ば
排
出
量
か
ら
控
除
す

る
な
ど
の
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
。

政
府
の「
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
」で
は
、
２
０
３
０
年
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
う
ち
、

2.7
％
を
森
林
吸
収
で
確
保
す
る
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
人
工

林
の
高
齢
化
を
食
い
止
め
、
再
造

神
奈
川
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
で�

Ⓒ
グ
リ
ー
ン
マ
ム

林
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
改
正
案

は
林
業
関
係
者
に
経
済
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え「
伐
っ
て
、使
っ

て
、
植
え
る
」循
環
シ
ス
テ
ム
の

確
立
を
後
押
し
す
る
。

企
業
の
内
装
に
国
産
材
導
入
進
む

「
森
林
由
来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」拡
大
へ

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
のF o E

 

Japan
は
８
月
１
日
、
再
エ
ネ
固

定
価
格
買
取
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）認

定
を
受
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
公
表
し
た
。

回
答
の
あ
っ
た
36
社
の
う
ち
、

原
産
国
を
答
え
た
の
は
８
社（
ベ

ト
ナ
ム
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
）。
森
林
認
証
制
度
に

よ
る
持
続
可
能
性
・
合
法
性
を
確

木造高層ビル
建設相次ぐ

Ｓ
Ｃ
認
証
を
受
け
た
尾お

鷲わ
せ

ヒ
ノ
キ

を
使
い
、
日
本
の
林
業
の
課
題
解

決
と
、
企
業
が
求
め
る
デ
ザ
イ
ン

性
の
両
立
を
目
指
す
。
グ
リ
ー
ン

マ
ム
の
川
畑
理
子
代
表
は「
国
産

材
や
認
証
材
の
利
用
を
底
上
げ
で

き
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
」と
話

す
。 

（
寺
町 

幸
枝
）

認
し
て
い
る
の
は
17
社
だ
っ
た
が
、

認
証
制
度
の
名
称
・
種
類
を
具
体

的
に
答
え
た
の
は
７
社（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
な
ど
）の
み
。
森
林
管

理（
Ｆ
Ｍ
）認
証
材
の
み
を
利
用
す

る
事
業
者
は
１
社
だ
っ
た
。

F o E
 Japan

は
結
果
を
受
け
、

木
質
発
電
、
36
社
中

28
社
原
産
国
答
え
ず

写真：大林組、撮影：エスエス�走出直道

「
国
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
認
定
す
る

発
電
事
業
が
、
海
外
の
森
林
生
態

系
を
破
壊
し
、
気
候
変
動
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
善
及
び
監
督
体
制
を
構
築
す

べ
き
」と
指
摘
し
た
。

は
、
高
さ
44
㍍
の
地
下
１
解
・
地

上
11
階
建
て
。
地
上
の
主
要
構

造
部（
柱
、
梁
、
床
、
壁
、
屋
根
）

の
全
て
に
木
材
を
使
用
し
、
約

４
分
の
３
が
国
産
材
だ
。
鉄
骨

造
と
比
べ
て
、
材
料
製
作
か
ら

建
設
、
解
体
・
廃
棄
ま
で
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
約
40
％

（
約
１
７
０
０
㌧
）の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
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 森を守れ が森を 殺 す
文◉田中 淳夫
text = Atsuo TANAKA

たなか・あつお　森林ジャーナリスト。1959年生まれ。主に森林・林
業・山村をテーマに執筆活動を続ける。著書に『獣害列島』（イースト・
プレス）『樹木葬という選択～緑の埋葬で森になる』『鹿と日本人』（と
もに築地書館）『虚構の森』『絶望の林業』（ともに新泉社）などがある。
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本
人
は
、
不
振
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

て
直
そ
う
と
す
る
と
き
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル（
模
範
と
す
る
事
例
）を
求

め
が
ち
だ
。
成
功
例
を
見
て
、
そ
の
や
り
方
を

真
似
る
こ
と
で
自
ら
の
事
業
も
復
活
さ
せ
よ
う

と
い
う
発
想
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
林
業
と
な
る
と
、
最
初
は
国
内
の
頑

張
っ
て
い
る
事
業
体
な
ど
を
探
す
が
、
よ
り
広

範
囲
な
林
業
の
改
革
を
め
ざ
す
と
、
海
外
の
林

業
に
目
を
向
け
る
。

ま
ず
は
ド
イ
ツ
。
地
形
の
似
た
国
を
探
す
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス
イ
ス
と
な
る
。
い
ず
れ
も

日
中
欧
の
国
だ
が
、
そ
の
ま
ま
真
似
る
の
は
難
し

い
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
国
は
、
原
則
皆か

い

伐ば
つ

を

禁
止
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
日
本
林
業

の
実
情
に
合
わ
な
い
。

加
え
て
木
材
生
産
や
流
通
加
工
、
販
売
組
織

と
い
っ
た
根
本
的
な
構
造
改
革
に
取
り
組
む
の

は
荷
が
重
い
。
既
成
組
織
と
対
立
し
て
し
ま
う

か
ら
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
大
型
林
業
機
械
の
導
入

な
ど
部
分
的
な
真
似
に
留
ま
り
が
ち
だ
。

最
近
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は「
森
と
湖
の
国
」フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
こ

の
国
の
面
積
や
森
林
率
は
日
本
と
近
く
、
皆
伐

と
一
斉
造
林
を
繰
り
返
す
施
業
法
も
日
本
と
同

じ
だ
。
だ
が
木
材
生
産
量
は
日
本
の
２
倍
以
上

で
、
森
林
蓄
積
を
増
や
し
続
け
て
い
る
。
林
産

物
収
入
も
格
段
に
大
き
く
、
輸
出
額
の
約
２
割

を
木
材
製
品
が
占
め
る
ほ
ど
。
ま
た
ケ
ス
ラ
な

ど
な
じ
み
の
林
業
機
械
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。
こ

れ
ぞ
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

実
際
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
林
業
地
の
自
治
体

と
提
携
を
進
め
る
自
治
体
も
増
え
て
き
た
。
ま

た
視
察
に
行
く
林
業
関
係
者
や
、
林
業
を
学
ぶ

た
め
留
学
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。

も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぶ
べ
き
点
は

理
想
の
林
業
の「
つ
ま
み
食
い
」

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
特
に
最
近
は
Ｄ
Ｘ
林
業
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
先
端
技
術
を
導
入
し
て
い
る
。

無
駄
の
な
い
Ｄ
Ｘ
林
業
で
収
益
増
へ

例
え
ば
現
場
で
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
伐
っ
た
木
の

デ
ー
タ
は
、
自
動
的
に
木
材
市
場
や
製
材
工
場

に
送
ら
れ
る
し
、
ま
た
伐
採
し
つ
つ
土
壌
デ
ー

タ
ま
で
計
測
す
る
ら
し
い
。
そ
し
て
森
林
デ
ー

タ
は
み
ん
な
オ
ー
プ
ン
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
生

産
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
加
え
て
無
駄
の
な
い

流
通
や
加
工
な
ど
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
を
日
本
も
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

だ
が
、
近
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
林
業
の
実
情
が

指
摘
さ
れ
始
め
た
。
現
地
の
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
声
を
上
げ
始
め
た
の
だ
。

あ
ま
り
に
大
規
模
な
皆
伐
が
続
き
、
全
土
の

森
林
生
態
系
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
原
生
林

は
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
森
林
は
戦
後
生
ま

れ
の
若
齢
林
で
あ
る
。
樹
種
も
ア
カ
マ
ツ
と
ト

ウ
ヒ
、
シ
ラ
カ
バ
な
ど
２
、３
種
に
限
ら
れ
る
。

森
林
蓄
積
が
増
大
し
た
と
す
る
の
も
怪
し
か
っ

た
。
伐
採
跡
地
に
植
林
す
る
だ
け
で
な
く
、
湿

地
を
大
規
模
に
干
拓
し
て
森
林
面
積
を
増
や
し

て
い
た
の
だ
。
だ
が
肝
心
の
植
え
た
苗
は
、
必

ず
し
も
育
っ
て
い
な
い
。

そ
し
て
自
慢
の
湖
も
、
泥
炭
が
流
れ
込
ん
で

ど
す
黒
く
濁
り
、
水
質
を
悪
化
さ
せ
た
。
絶
滅

を
心
配
さ
れ
る
動
物
が
増
え
、
景
観
も
破
壊
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
伐
採
に
反
対
す
る
地
元

民
と
の
対
立
が
頻
発
し
て
い
る
。

こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
林

業
が
成
功
し
て
い
る
か
否
か
で
は
な
い
。
海
外

に
理
想
の
林
業
を
求
め
、
都
合
の
よ
い
点
だ
け

を
つ
ま
み
食
い
す
る
こ
と
に
あ
る
。
事
例
の
裏

事
情
を
十
分
に
精
査
し
て
、
日
本
の
条
件
に
落

と
し
込
ま
ね
ば
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
。

都
合
よ
く
物
真
似
す
る
だ
け
で
は
、
数
年
も

し
た
ら
挫
折
し
て
、
ま
た
次
の
モ
デ
ル
を
探
す

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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漁
業
ト
ピ
ッ
ク
ス
� fishery  topics 

文
◉
オ
ル
タ
ナ
編
集
部（
萩
原 

哲
郎
）

Ｃ
Ｃ
Ｃ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
東

京
・
渋
谷
）は
こ
の
ほ
ど
、「
未
利

用
魚
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
未
利
用
魚
の

活
用
に
向
け
、
自
治
体
や
地
元
関

係
者
、
流
通
企
業
や
料
理
家
な
ど

知
見
を
有
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

同
社
は
２
０
１
８
年
に
、
生
産

者
や
流
通
事
業
者
、
シ
ェ
フ
ら
と

「
五
島
の
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
し
た
。
広
く
流
通
し
て
い
な

い
魚
を
商
品
化
し
た
。
２
０
２
１

年
に
は
持
続
可
能
な
食
を
実
現
す

る
消
費
者
や
生
産
者
、
流
通
業
者

ら
の
共
創
を
促
す「
Ｔ
カ
ー
ド
み

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
、
イ
ン
テ

グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー（
東
京
・

文
京
）は
２
０
２
１
年
８
月

か
ら
培
養
魚
肉
の
研
究
開
発

を
進
め
て
き
た
。
８
月
30
日
、

一
正
蒲
鉾
が
加
わ
り
、
水
産

加
工
食
品
向
け
に
研
究
対
象

を
拡
大
す
る
。
培
養
魚
肉
の

大
規
模
商
業
化
生
産
を
目
指

す
。

「
水
産
白
書
」に
よ
れ
ば
世

界
的
に
魚
介
類
の
需
要
が
高

ま
る
一
方
、
地
球
温
暖
化
や

乱
獲
に
よ
っ
て
海
洋
水
産
資

水
産
庁
は
こ
の
ほ
ど
、「
漁
港

漁
場
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る

技
術
開
発
の
方
向
」を
改
訂
し
た
。

こ
れ
は
３
月
に
変
更
し
た「
漁
港

漁
場
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る

基
本
方
針
」と
閣
議
決
定
し
た「
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」に
基
づ

く
も
の
。
21
の
技
術
課
題
と
57
の

技
術
開
発
テ
ー
マ
を
明
示
し
、「
海

洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
漁
場

生
産
力
の
強
化
」や「
グ
リ
ー
ン

化
の
推
進
」な
ど
を
掲
げ
た
。

海
水
温
の
上
昇
へ
の
対
応
や
波

浪
や
豪
雨
へ
の
対
策
を
通
じ
た
藻

場
や
干
潟
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・

創
造
や
、
藻
場
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
・

貯
留
効
果
の
解
明
や
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
生
か
し

た
持
続
的
な
藻
場
保
全
活
動
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
構
築
を
目
指

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
わ
る
施
設
配
置
・
設
計
、

省
エ
ネ
対
策
な
ど
も
進
め
て
い
く

方
針
だ
。

ほ
か
に
生
産
力
強
化
や
輸
出
促

進
、
海
洋
環
境
の
変
化
や
災
害
リ

ス
ク
へ
の
対
応
力
強
化
な
ど
を
行

う
。

股
份
有
限
公
司
」は
漁
電
共
生
型

太
陽
光
発
電
事
業
の
特
区
認
定
を

得
た
。
発
電
開
始
は
２
０
２
４
年

度
中
を
計
画
し
、
発
電
容
量
は
約

55
㍋
㍗
。

台
湾
政
府
で
は
２
０
３
０
年
ま

で
に
30
㌐
㍗
の
太
陽
光
発
電
導
入

の
目
標
を
掲
げ
る
。
エ
ビ
や
ハ
マ

グ
リ
な
ど
の
養
殖
池
の
上
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
漁
場
と
発

電
事
業
の
共
生
を
図
る
。
台
湾
政

府
は「
漁
電
共
生
型
」を
新
た
な

太
陽
光
発
電
の
手
法
と
し
て
注
目

イ
ー
レ
ッ
ク
ス
ら
５
社
が
出
資

す
る
台
湾
法
人「
鼎
龍
能
源
科
技

養
殖
池
で
再
エ
ネ

日
系
５
社
が
参
画
へ

し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

４
㌐
㍗
の
導
入
を
目
指
す
。
過
疎

地
で
の
漁
業
の
復
興
に
も
貢
献
す

る
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
台
湾
の

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
承
認
を
受
け
た
う
え
で
、

公
営
電
力
会
社
で
あ
る
台
湾
電
力

向
け
に
売
電
す
る
。

他
の
出
資
企
業
は
九
電
工
の
台

湾
現
地
法
人
、
Ｊ
Ａ
三
井
リ
ー
ス

（
東
京
・
中
央
）、
中
央
日
本
土
地

建
物（
東
京
・
千
代
田
）、
マ
ニ
エ

ス
グ
ル
ー
プ（
東
京
・
千
代
田
）の

台
湾
現
地
法
人
。

水
産
庁
、漁
港
漁
場
を
グ
リ
ー
ン
に

未
利
用
魚
活
用
へ
マ
ッ
チ
ン
グ

ん
な
の
エ
シ
カ
ル
フ
ー
ド
ラ
ボ
」

が
発
足
し
た
。
今
回
の
未
利
用
魚

活
用
へ
の
連
携
は
そ
の
一
環
だ
。

第
一
弾
で
は
３
地
域
が
参
加
す

る
。
流
通
事
業
者
ら
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
成
立
後
、
11
月
か
ら
未
利
用

魚
を
活
用
し
た
商
品
開
発
へ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
本
格
始
動
す
る
。

源
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
培

養
魚
肉
は
持
続
可
能
な
生
産

方
式
と
し
て
研
究
・
開
発
が

進
む
。

厚
生
労
働
省
は
培
養
肉
に

関
す
る
研
究
を
２
０
２
２
年

度
内
に
実
施
す
る
方
針
だ
。

自
民
党
で
は
６
月
に「
細
胞

農
業
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

社
会
推
進
議
員
連
盟
」が
発

足
し
た
。
日
本
企
業
で
も
ス

シ
ロ
ー
が
米
企
業
と
培
養
魚

肉
の
共
同
開
発
に
乗
り
出
す

な
ど
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

培養魚肉、商業化生産へ

「
五
島
の
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」か
ら
商
品
化

さ
れ
た「
五
島
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ハ
ム
」
を

使
っ
た
ス
テ
ー
キ
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本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
水
産
物
の

利
用
方
法
に「
す
り
身
」が
あ
る
。

魚
肉
を
水
に
さ
ら
し
た
上
で
脱
水
、

さ
ら
に
プ
レ
ス
を
し
て
水
分
を
除
い
た
も
の
が

「
す
り
身
」だ
。
こ
れ
を
蒸
し
た
も
の
が
か
ま
ぼ

こ
、
油
で
揚
げ
れ
ば
、
さ
つ
ま
揚
げ
、
焼
け
ば

ち
く
わ
や
仙
台
名
産
の
笹
か
ま
ぼ
こ
と
な
る
。

ゆ
で
た
も
の
が
、
は
ん
ぺ
ん
や「
つ
み
れ
」に
な

る
。
日
本
人
に
身
近
な
食
材
ば
か
り
で
、
平
安

時
代
の
文
献
に
も
す
り
身
が
登
場
す
る
と
い
う
。

カ
ニ
か
ま
は
世
界
各
地
で
人
気
の
商
品
だ
し
、

ス
ペ
イ
ン
に
は
乱
獲
で
取
れ
な
く
な
っ
た
シ
ラ

日
ス
ウ
ナ
ギ
の
代
替
品
の
す
り
身
ま
で
あ
る
。
英

語
の「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
」は
今
や
世
界
各
国
で

通
用
す
る
言
葉
に
な
っ
た
。

今
や
各
国
で
一
般
的
に
な
り
、
大
量
生
産
さ

れ
て
い
る
冷
凍
す
り
身
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の

利
用
を
目
的
と
し
て
１
９
５
９
年
に
北
海
道
の

水
産
試
験
場
で
生
産
さ
れ
た
の
が
最
初
だ
。

だ
が
、近
年
、タ
ラ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、ホ
ッ

ケ
、
イ
ワ
シ
な
ど
す
り
身
の
原
料
と
な
る
魚
の

資
源
量
の
減
少
が
目
立
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
す
り
身
へ
の
国
際
的
な
需
要
は
高

ま
っ
て
お
り
、「
違
法
・
無
報
告
・
無
規
制（
Ｉ

Ｕ
Ｕ
）漁
業
」を
排
除
し
、
持
続
可
能
に
漁
獲
さ

れ
た
す
り
身
原
料
を
確
保
す
る
こ
と
は
日
本
の

す
り
身
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
だ
。
だ
が
、

原
料
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
は
難
し
い
。

注
目
さ
れ
る
の
が
海
洋
管
理
協
議
会（
Ｍ
Ｓ

Ｃ
）や
水
産
養
殖
管
理
協
議
会（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）の
認

証
を
取
得
し
た
す
り
身
の
実
現
だ
。

高
知
県
黒
潮
町
に
あ
る
明
弘
食
品
の
社
長
、

明
神
宏
幸
さ
ん
は
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
取
得
し
た
ベ
ト
ナ

ム
産
の
ナ
マ
ズ
の
１
種
、
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
を

使
っ
た「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
す
り
身
」の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
提
携
先
の
ベ
ト
ナ
ム
企

Ａ
Ｓ
Ｃ
す
り
身
に
人
生
最
後
の
挑
戦

 人 と 魚 の明日のために
文◉井田 徹治
text = Tetsuji IDA

いだ・てつじ　1959年、東京生まれ。東京大学文
学部卒。現在、共同通信社編集委員兼論説委員。
環境と開発、エネルギーなどの問題を長く取材。著
書に『ウナギ�地球環境を語る魚』（岩波新書）など。

業
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
だ
け
で
な
く
欧
州
の
厳
し
い
衛

生
基
準
な
ど
輸
出
に
必
要
な
国
際
認
証
を
多
く

取
得
し
た
養
殖
場
を
経
営
す
る
。

車
庫
に
ミ
ン
チ
を
作
る
機
械
や
遠
心
分
離
機

を
持
ち
込
み
、
一
人
で
深
夜
ま
で
試
行
錯
誤
を

続
け
て
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
す
り
身
の
試
作
に
取
り

組
ん
だ
明
神
さ
ん
。
淡
水
魚
独
特
の
泥
臭
さ
や

強
度
と
い
っ
た
多
く
の
難
題
を
解
決
し
、
Ａ
Ｓ

Ｃ
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
の
カ
ニ
か
ま
の
試
作
に
成
功
。

技
術
指
導
を
続
け
、
昨
年
７
月
、
日
産
14
㌧
と

い
う
規
模
の
生
産
ラ
イ
ン
を
整
え
る
ま
で
に

な
っ
た
。
味
も
、
歯
ご
た
え
も
、
既
存
の
カ
ニ
か

41

ま
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

失
意
の
ど
ん
底
か
ら
再
起
を
図
る

明
神
さ
ん
は
持
続
可
能
な
漁
業
へ
の
思
い
入

れ
が
深
く
、一
本
釣
り
の
カ
ツ
オ
漁
船
を
所
有
し

て
い
た
２
０
０
９
年
、
カ
ツ
オ
漁
で
世
界
初
と

な
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
取
得
し
た
会
社
の
社
長
だ
っ
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｃ
カ
ツ
オ
を
使
っ
た
ス
テ
ー
キ
の
商
品

化
や
缶
詰
の
米
国
輸
出
な
ど
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
カ
ツ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
が
広
が
り
始
め
た
直
後
の
２
０
１
１

年
、
東
日
本
大
震
災
で
気
仙
沼
市
の
工
場
が
被

災
し
、会
社
は
倒
産
し
て
し
ま
う
。後
継
者
だ
っ

た
長
男
の
事
故
死
も
加
わ
っ
て
、
一
時
は
失
意

の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。

76
歳
に
な
っ
た
明
神
さ
ん
は「
Ａ
Ｓ
Ｃ
パ
ン

ガ
シ
ウ
ス
す
り
身
製
品
の
開
発
と
普
及
は
人
生

最
後
の
挑
戦
だ
」と
話
す
。「
単
に
ナ
マ
ズ
の
切

り
身
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
の
あ
る

製
品
が
輸
出
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
。

そ
れ
に
日
本
の
水
産
加
工
技
術
が
貢
献
す
る
な

ら
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
も
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
す
り
身
の
実
現
は
国
際
的

に
も
関
心
が
高
く
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価

基
準
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
も
始
ま
っ

て
い
る
。
す
り
身
は
日
本
で
生
ま
れ
た
技
術
だ
。

そ
れ
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
も
、
日
本
の

漁
業
者
や
企
業
が
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
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乱
立
す
る
農
産
物
の
リ
ス
ク
管
理

き
い
。
今
回
の
指
針
は
日
本
の

コ
ー
ヒ
ー
業
界
で
画
期
的
な
も
の

に
な
り
、
今
後
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

フェアトレードトピックス［Fair Trade topics］�

テ
ィ
分
野
で
同
社
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
が
高
ま

る
。

欧
米
中
心
に
進
む
人
権
や
森
林

破
壊
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
義
務
化
の
流
れ
の
中
、
生
産
者

が
欧
米
市
場
で
商
品
を
販
売
し
続

け
る
に
は
、
人
権
や
環
境
に
関
す

る
デ
ー
タ
や
リ
ス
ク
を
管
理
す
る

仕
組
み
が
重
要
と
な
る
。

近
年
カ
ー
ギ
ル
な
ど
の
大
手
企

業
は
開
発
途
上
国
の
農
家
の
リ
ス

ク
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
。
日
本
で
は
２
０
２
１

年
に
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ 

コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
受
託

事
業
で
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活

用
し
た
カ
カ
オ
の
児
童
労
働
防
止

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。

リ
ス
ク
情
報
の
需
要
が
急
上
昇

し
た
結
果
、
新
た
な
課
題
と
し
て

現
在
生
産
国
で
は
、
商
社
や
政
府

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
情
報
管
理
を
求

め
ら
れ
、
生
産
者
の
負
担
や
混
乱

を
招
い
て
い
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー

Ｕ
Ｃ
Ｃ
、「
農
家
の
生
計
」を
重
要
課
題
に

Ｕ
Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
ほ
ど
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
指
針
を
策
定

し
た
。
日
本
の
コ
ー
ヒ
ー
大
手
企

業
と
し
て
は
初
め
て
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
上
の
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

（
重
要
課
題
）の
最
重
要
項
目
と
し

て「
農
家
の
方
々
の
生
計
」を
掲
げ

た
。２

０
３
０
年
ま
で
に
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー
調
達
を
、
国
際

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
を
含
む
Ｕ

Ｃ
Ｃ
が
独
自
で
定
め
た
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
基
準
を
満
た
す
原
料
に

１
０
０
％
切
り
替
え
る
目
標
を
発

表
し
た
。

昨
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
持
続

可
能
な
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界

大
手
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
10
社
が

「
生
産
者
に
生
活
賃
金
を
保
証
し

て
い
な
い
」と
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

公
表
し
た
。
欧
米
で
は
農
家
の
生

計
に
関
す
る
危
機
感
が
高
ま
り
、

取
り
組
み
も
進
む
。

し
か
し
短
期
的
視
点
で
は
企
業

の
コ
ス
ト
増
加
と
見
な
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
日
本
で
は
農
家
の
生
計
を

注
力
分
野
に
掲
げ
る
企
業
は
少
な

か
っ
た
。

「
農
家
の
生
計
」
は
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
推
進
団
体
が
最
も
注
力
し

て
き
た
分
野
の
一
つ
だ
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ

が
そ
こ
に
切
り
込
ん
だ
意
義
は
大

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
２
０
２
２
年
６
月
、

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
フ
ァ
ー
ム
フ
ォ
ー
ス

社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化

を
発
表
し
た
。

生
産
者
を
中
心
に
据
え
た
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
複
数
の
商
業

パ
ー
ト
ナ
ー
が
利
用
で
き
る
統
一

的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

今
後
は
各
社
の
デ
ー
タ
を
統
合
・

連
携
す
る
流
れ
が
進
み
そ
う
だ
。

小規模農家に「人権DD」ガイド

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
人

権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス（
以
下
人
権
Ｄ
Ｄ
）に
関

す
る
法
制
化
が
進
む
中
、
取

り
組
み
促
進
の
た
め
の
ガ
イ

ド
が
世
界
中
で
相
次
い
で
発

行
さ
れ
て
い
る
。

経
産
省
は
９
月
に「
責
任

あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

お
け
る
人
権
尊
重
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
発
行
予

定
だ
。

２
０
２
１
年
後
半
に
は
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
が「
人
権
Ｄ
Ｄ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
」を
、
経
団
連

が「
人
権
を
尊
重
す
る
経
営

の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
カ
カ
オ
農
家

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が

発
行
し
た
人
権
Ｄ
Ｄ
ガ
イ
ド

を
発
行
し
た
。

こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
大
企
業
向
け
の
内
容
が
多

か
っ
た
中
で
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

は
８
月
、
世
界
で
初
め
て
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
末
端

の
当
事
者
た
る
農
家
な
ど
に

向
け
た
人
権
・
環
境
Ｄ
Ｄ
の

ガ
イ
ド
を
発
行
し
た
。
小
規

模
な
生
産
者
組
織
が
自
ら
人

権
・
環
境
Ｄ
Ｄ
を
回
す
た
め

の
具
体
的
手
順
や
方
針
サ
ン

プ
ル
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

人
権
Ｄ
Ｄ
の
実
務
家
の
間

で
は
、
小
規
模
農
家
を
含
め

た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

と
の
議
論
が
進
む
。

大
企
業
を
中
心
と
し
た
仕

組
み
構
築
ば
か
り
で
は
な
く
、

開
発
途
上
国
の
農
家
が
主
体

的
に
課
題
提
起
出
来
る
よ
う

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
い

く
こ
と
は
、
本
質
的
な
課
題

解
決
の
た
め
に
重
要
だ
。
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国
が
開
発
途
上
国
の
生
産
物
を
買
い
叩
い
て
い

る
実
態
を
表
し
て
い
る
。

欧
州
で
は
特
に
ド
イ
ツ
小
売
大
手
ア
ル
デ
ィ

が
名
指
し
で
批
判
さ
れ
た
。
客
を
店
に
呼
び
込

む
た
め
に
バ
ナ
ナ
を
市
場
最
安
値
で
販
売
し
、

結
果
と
し
て
そ
れ
が
他
の
多
く
の
小
売
の
基
準

価
格
と
な
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
ア
ル
デ
ィ
は
２
０
２
２
年
ま

で
に
バ
ナ
ナ
を
値
上
げ
す
る
と
発
表
。
ま
た
英

テ
ス
コ
ら
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
と

し
て
、
バ
ナ
ナ
生
産
者
へ
の
生
活
賃
金
の
保
障

も
発
表
し
て
い
る
。
一
方
で
日
本
企
業
か
ら
バ

ナ
ナ
の
値
上
げ
対
応
の
話
題
は
上
が
っ
て
こ
な

い
。２

０
２
１
年
の
財
務
省
統
計
に
よ
る
と
、
バ

ナ
ナ
の
輸
入
量
は
約
１
１
０
万
㌧
で
日
本
が
輸

入
す
る
果
物
で
最
も
多
く
、
こ
の
う
ち
８
割
近

く
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
が
占
め
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
バ
ナ
ナ
産
業
に
対
し
、
日
本
が
背
負
う
べ
き

責
任
は
大
き
い
。

枯
死
病
で
バ
ナ
ナ
に
絶
滅
の
危
機
も

今
実
は
バ
ナ
ナ
に
は
絶
滅
の
危
機
ま
で
囁
か

れ
て
い
る
。
世
界
で
枯
死
病
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
た
め
だ
。
こ
れ
は
カ
ビ
の
一
種
の「
フ

ザ
リ
ウ
ム
菌
」が
根
か
ら
侵
入
し
導
管
を
通
っ

て
広
が
り
立
ち
枯
れ
を
起
こ
し
て
し
ま
う
バ
ナ

ナ
の
病
気
だ
。
人
体
へ
の
害
は
指
摘
さ
れ
な
い
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も
の
の
、
感
染
が
広
が
り
世
界
の
バ
ナ
ナ
生
産

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
年
ベ
ト

ナ
ム
植
物
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
ら
は「
ベ
ト
ナ

ム
で
は
25
年
以
内
に
最
大
71
％
の
土
地
が
こ
の

菌
の
せ
い
で
バ
ナ
ナ
の
生
産
に
使
え
な
く
な

る
」と
発
表
し
た
。

さ
ら
に
気
候
変
動
の
影
響
で
洪
水
や
干
ば
つ

が
相
次
ぎ
生
産
に
影
響
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

感
染
病
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
に
も
お
金
が
か

か
る
。
価
格
据
え
置
き
の
中
で
は
、
生
産
農
家
が

コ
ス
ト
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

こ
れ
は
バ
ナ
ナ
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
気
候

変
動
へ
の
対
応
や
地
政
学
リ
ス
ク
も
受
け
て
生

産
コ
ス
ト
上
昇
が
避
け
ら
れ
な
い
産
品
は
多
く

あ
る
。
２
０
２
２
年
に
国
内
で
値
上
げ
が
行
わ

れ
る
品
目
は
１
万
を
超
え
る
と
い
う
が
、
氷
山

の
一
角
に
過
ぎ
な
い
は
ず
だ
。
家
計
へ
の
負
担

と
の
バ
ラ
ン
ス
は
勿
論
大
切
だ
が
、
価
格
設
定

こ
そ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
直
結
す
る
こ
と
を

改
め
て
考
え
た
い
。

　
０
２
２
年
６
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
が
日
本
小
売
業
協
会
に
対
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
バ
ナ
ナ
の
販
売
価

格
引
き
上
げ
に
理
解
を
求
め
る
異
例
の
申
し
立

て
を
行
い
、大
き
く
報
道
さ
れ
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
上
昇
な
ど
を
受
け
て
肥
料
代
や
輸
送
費
な

ど
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

小
売
価
格
が
据
え
置
か
れ
、
生
産
者
を
圧
迫
し

て
い
る
た
め
だ
。

バ
ナ
ナ
は「
物
価
の
優
等
生
」と
言
わ
れ
る
。

大
卒
初
任
給
が
現
在
の
10
分
の
１
以
下
だ
っ
た

１
９
６
０
年
代
と
比
較
し
て
も
さ
ほ
ど
値
段
が

変
動
し
て
い
な
い
。
総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

バ
ナ
ナ
１
㌔
当
た
り
の
平
均
小
売
価
格
は

１
９
６
５
年
に
２
２
８
円
で
、
直
近
の
コ
ロ
ナ

禍
以
降
も
２
５
０
円
前
後
。
一
方
で
国
内
生
産

の
多
い
み
か
ん
や
リ
ン
ゴ
の
価
格
は
同
期
間
で

４
─
５
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。

実
は
前
年
に
南
米
の
バ
ナ
ナ
生
産
者
が
欧
米

の
小
売
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
要
請
を
行
っ
て

い
た
。
２
０
２
１
年
10
月
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
バ

ナ
ナ
輸
出
協
会
を
中
心
に
南
米
の
生
産
者
た
ち

は
、「
生
産
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
中
で
も
、

バ
ナ
ナ
は（
欧
米
で
）他
の
果
物
と
異
な
り
20

年
以
上
も
値
上
が
り
し
て
い
な
い
。
欧
米
の

ス
ー
パ
ー
は
コ
ス
ト
の
増
加
を
バ
ナ
ナ
生
産
者

と
輸
出
業
者
に
全
て
押
し
付
け
て
い
る
」と
指

摘
。
ま
さ
に
同
じ
構
図
だ
。
今
も
世
界
で
先
進

2

なぜバナナは値上げしないのか

しおざき・まいこ　認定NPO法人
フェアトレード・ラベル・ジャパン
事務局長。デロイト、オウルズコン
サルティングで企業・政府・NPOに
対する事業戦略やサステナビリティ
分野のコンサルティングや人権
デュー・ディリジェンス事業に従事
し、2021年より現職。「児童労働白
書2020」執筆。
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米
ギ
ビ
ン
グ
Ｕ
Ｓ
Ａ
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
米
国
の
２
０
２
１

年
の
寄
付
総
額
が
、
過
去
最
高
の

４
８
４
８
億
５
千
万
㌦（
約
69
兆
円
、

９
月
７
日
時
点
）に
上
る
こ
と
を
発

日
本
赤
十
字
社（
以
下
、「
日

赤
」）は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機

を
背
景
に
、
日
本
国
内
の
関
心
の

変
化
や
支
援
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
た
。
日
本
全
国
の
男
女

１
２
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、
支
援

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

た
人
は
、
40
％
に
上
っ
た
。

寄
付
や
募
金
に
よ
る
支
援
は

31
・
１
％
、
次
い
で
、
支
援
に
つ
な

が
る
商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
17
・
４
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
発
生
後

に
64
・
３
％
が「
海
外
で
発
生
し
て

い
る
紛
争
や
人
道
危
機
」へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
と
答
え
た
。
情
報

媒
体
で
最
も
影
響
を
受
け
て
い
る

も
の
と
い
う
回
答
に
は
、テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
次
い
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
な
り
、
若
い
世
代
ほ
ど
、
Ｓ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
寄
付
・
募
金
は
３
割

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
と
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
行
う
武

蔵
野
大
学
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
学
部
は
、
大
学

生
の
社
会
課
題
解
決
力
を
高

め
る「
日
本
初
の
ラ
ー
ニ
ン

グ
バ
イ
ギ
ビ
ン
グ
大
学
版

（
以
下
、
Ｌ
ｂ
Ｇ
）」を
実
施

し
た
。

Ｌ
ｂ
Ｇ
と
は
、
寄
付
者
か

ら
の
寄
付
を
原
資
に
、
子
ど

も
た
ち
が
寄
付
に
つ
い
て
体

験
的
に
学
び
、
最
終

的
に
寄
付
を
行
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。

「
子
ど
も
た
ち
に
未

来
を
託
す
」こ
と
が

目
的
で
、
寄
付
の「
生

か
し
方
」と
し
て
全

米
で
拡
が
っ
て
い
る
。

表
し
た
。２
０
２
０
年
か
ら
の
比
較

で
は
４
％
の
伸
び
率
で
あ
る
が
、

２
０
２
０
年
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

突
出
し
て
増
え
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
９
年
か
ら
の
２
年
間
の
伸

び
率
で
は
、
13
・
８
％
増
え
た
。

た
だ
し
、
個
人
か
ら
の
寄
付
の

約
２
年
で
４
億
円
を
超
え
る
寄

付
を
集
め
た
コ
ロ
ナ
関
連
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
話
題
だ
。
２
０
２
０

年
５
月
８
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
経
済
界
、

ア
ス
リ
ー
ト
、
文
化
人
ら
各
界
の

リ
ー
ダ
ー
、
約
２
０
０
人
が
発
起

人
と
な
り
立
ち
上
げ
た「
コ
ロ
ナ

給
付
金
寄
付
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
国
が
一

律
に
給
付
し
た
現
金
10
万
円
の
特

別
定
額
給
付
金
の
寄
付
の
受
け
皿

と
し
て
機
能
し
た
。
寄
付
者
が
、

医
療
な
ど
４
分
野
の
中
か
ら
共
感

す
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
寄
付
す

る
こ
と
で
、
資
金
的
支
援
を
必
要

と
す
る
団
体
・
企
業
・
個
人
に
届

コ
ロ
ナ
支
援
、
寄
付
は
２
年
で
４
億
円

寄付で課題解決の「実践知」学ぶ

米
・
過
去
最
高
の

寄
付
集
ま
っ
た
理
由

Ｎ
Ｓ
と
答
え
る
回
答
の
割
合
は
高

い
傾
向
で
あ
っ
た
。

報
道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
に
よ
っ
て
、
紛
争
や
人
道
危
機

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。
一
方
、

長
期
化
す
る
人
道
危
機
に
お
い
て

は
、
一
時
的
な
情
報
発
信
や
関
心

に
留
ま
ら
ず
、
団
体
や
メ
デ
ィ
ア

か
ら
の
積
極
的
な
情
報
の
発
信
と

継
続
的
な
支
援
が
望
ま
れ
る
。

く
仕
組
み
だ
。

そ
の
後
、「
コ
ロ
ナ
寄
付
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
改
名
し
て
２
０
２
２

年
５
月
９
日
ま
で
活
動
を
続
け
た
。

約
２
年
間
で
累
計
の
寄
付
金
額
は

４
億
円
を
超
え
、
２
３
６
件
の
団

体
・
企
業
・
個
人
の
支
援
に
つ
な

が
っ
た
。

今
回
は
、
従
来
の
取
り
組

み
に
加
え
、
支
援
先
の
候
補

と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
加
え
た
。
社
会
貢
献

に
関
心
を
持
つ
若
者
に「
実

践
知
」を
身
に
付
け
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
っ
た
。

現
実
社
会
で
社
会
課
題
を

知
り
、
解
決
の
た
め
の
多
様

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
経

験
を
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
力
を
高

め
た
。

割
合
は
減
っ
た
。
２
０
２
１
年
は

全
体
の
67
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
財
団
の
設
立
な
ど
、

寄
付
方
法
の
変
化
が
、
そ
の
一
因

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
寄
付
の
割
合
は
、

２
０
１
２
年
の
７
％
か
ら
２
０
２
１

年
に
は
約
13
％
に
上
昇
し
た
。

出典：日本赤十字社『ウクライナ人道危機と支援に関する調査（2022年）』

寄付を通して、アントレプレナー
シップ力を養う

これまで取り組んだウクライナ人道危機に対する支援（n＝1,200）

取り組んだことがある　 取り組んだことはない

寄付や募金

支援につながる商品の購入や利用
ボランティア活動

チャリティイベントや催しへの参加
ウクライナへの物資の寄贈

その他

31.1 68.9

17.4 82.6

11.3 88.8

10.9 89.1

7.4

4.1 95.1

92.6

0.9 99.1
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文◉鵜尾 雅隆
text = Masataka UO社会イノベーションとお金の新し い関係

26

うお・まさたか　日本ファンドレイ
ジング協会代表理事。国際協力機構、
外務省、米国NPOを経て、ファンド
レイジング戦略コンサルティング会
社ファンドレックス創業。寄付、社
会的投資の進む社会を目指して日本
ファンドレイジング協会を創設。著
書に『ファンドレイジングが社会を
変える』など。

新しい資本主義は共感型に

　
来
の『
リ
ス
ク
』、『
リ
タ
ー
ン
』に

加
え
て『
イ
ン
パ
ク
ト
』を
測
定
し
、

『
課
題
解
決
』を
資
本
主
義
に
お
け

る
も
う
一
つ
の
評
価
尺
度
と
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」。
２
０
２
２
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
所
謂「
骨
太
の
方
針
」

に
記
載
さ
れ
た
こ
の
一
文
は
、
日
本
政
府
と
し

て
は
初
の
資
本
主
義
の
未
来
の
形
と
イ
ン
パ
ク

ト
評
価
や
課
題
解
決
を
結
び
付
け
た
方
針
の
明

示
で
あ
る
。

か
つ
て
世
界
の
経
済
は
成
長
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
分
配
が
進
む
と
い
う
構
造
を
維
持
し
、

発
展
し
て
き
た
。
私
た
ち
の
多
く
は
、
長
年
、

経
済
が
成
長
し
さ
え
す
れ
ば
様
々
な
問
題
が
解

決
し
て
い
く
の
だ
と
信
じ
て
い
た
し
、
高
度
成

長
期
に
お
い
て
は
事
実
そ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
、
気
候
変
動
に
し
て
も
孤
立
孤
独

問
題
に
し
て
も
、
経
済
の
効
率
化
や
成
長
が
む

し
ろ
問
題
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
状
況
へ

の
対
応
策
、
つ
ま
り「
資
本
主
義
の
限
界
」に
対

し
て
経
済
と
社
会
と
の
連
動
性
を
ど
う
高
め
る

か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

既
に
日
本
政
府
が
ま
と
め
た「
新
し
い
資
本

主
義
」の
実
行
計
画
で
は
例
え
ば
企
業
の
非
財

務
情
報
の
開
示
の
強
化
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
企

業
が
通
常
の
事
業
活
動
で
人
材
育
成
や
社
会
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
を
投

資
家
が
判
断
し
、
投
資
先
を
検
討
す
る
と
い
う

「
従

時
代
が
実
現
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
が
整
い
つ
つ

あ
る
。

２
０
２
２
年
の
７
月
に
は
、
国
連
が
主
導
す

る
、
企
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
認

証
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
パ
ク
ト
の
研
修
制
度
が
世

界
に
先
駆
け
て
日
本
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
行
く
つ
く
先
が
よ
い
未
来
に
な
る
た
め
に
、

今
、
私
た
ち
は
何
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

三
つ
の
重
要
な
軸
が
あ
る
。
第
一
の
軸
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
が
主
導
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
評

価
の
基
準
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
日
本

で
は
１
５
０
以
上
の
法
人
が
集
ま
っ
て
で
き
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ（
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
）の
よ
う
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
。

課
題
解
決
の
実
践
知
、
重
要
性
増
す

第
二
の
軸
は
知
の
構
造
化
で
あ
る
。
資
本
主

義
の
未
来
で
は
社
会
課
題
解
決
の「
実
践
知
」

が
社
会
的
に
重
要
な
価
値
と
意
味
を
持
つ
時
代

に
な
る
。
そ
の
構
造
的
知
見
集
約
と
発
信
を
す

る
主
体
が
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
社
会

に
な
る
。
こ
の
機
能
は
現
時
点
で
は
日
本
に
は

機
能
が
十
分
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

第
三
の
軸
は
、「
一
億
総
参
加
型
社
会
の
実

現
」で
あ
る
。
資
本
主
義
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
、

実
は
一
人
ひ
と
り
の
市
民
の
意
識
の
進
化
と
課

題
解
決
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
の
み
実
現
が
可
能

で
あ
る
。
新
た
な
資
本
主
義
は
言
い
換
え
れ
ば

共
感
型
資
本
主
義
社
会
だ
。

自
ら
が
何
等
か
の
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
が

巡
り
巡
っ
て
社
会
と
自
分
を
良
く
す
る
の
だ
と

考
え
、
行
動
す
る
個
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
な

る
こ
と
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
そ
う
し
た
個

人
が
、
形
式
的
で
は
な
く
本
質
的
に
企
業
が
生

み
出
す
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
見
つ
め
て
、
投

資
や
購
買
行
動
、
就
業
選
択
を
す
る
時
代
が
来

る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
資
本
主
義
社
会
は

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
資
本
主
義
は
制
度
変
革
と
い
う
よ
り

は
、
個
人
の
意
識
進
化
。
市
場
で
何
を
取
引
し

た
い
と
個
人
が
考
え
る
か
が
カ
ギ
だ
。
寄
付
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
的
投
資
と
い
っ
た
個
人

の
参
加
体
験
の
積
み
重
ね
が
新
た
な
資
本
主
義

の
時
代
に
必
要
な
共
感
の
ベ
ー
ス
に
な
る
。
日

本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
モ
デ
ル
を
提
示
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
て
い
る
。
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積
水
ハ
ウ
ス
は
、
鉄
骨
戸
建
住

宅
の
約
９
割
に
使
用
さ
れ
て
い
る

外
壁「
ダ
イ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

の
生
産
時
に
発
生
す
る
廃
棄
物
を

外
壁
の
原
材
料
と
し
て
再
資
源
化

す
る
新
設
備
を
導
入
す
る
。
約

２
億
８
千
万
円
を
投
じ
て
兵
庫
工

場
と
関
東
工
場
に
設
置
し
た
。

２
０
２
３
年
ま
で
に
順
次
稼
働
す

る
こ
と
で
同
外
壁
の
生
産
時
に
発

生
す
る
年
間
廃
棄
物
量
の
約
94
％

に
当
た
る
１
４
８
５
㌧
を
削
減
す

る
見
込
み
だ
。

新
設
備
は
生
産
設
備
に
付
着
し

て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
を
洗

い
流
し
た
洗
浄
水
な
ど
を
脱
水
、

積
水
ハ
ウ
ス
、外
壁
廃
棄
物
９
割
減

エ
コ
ス
タ
ッ
フ
・
ジ
ャ
パ

ン（
東
京
・
中
央
）は
７
月
、
第

63
回
Ｅ
Ｓ
Ｊ
労
働
安
全
衛
生

研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
た
。
本
研
修
会
は
多
く

の
災
害
支
援
を
行
っ
て
き
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ（
大
阪

市
）の
山
口
泰
信
代
表
取
締

役
が「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。
山
口
代
表
は

「
方
針
を
定
め
る
だ
け
で
な

く
、
訓
練
を
し
て
体
で
覚
え

る
こ
と
が
重
要
だ
」と
語
っ

た
。講

演
の
後
、
参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
防
災
の
取
り
組
み
を

汚
染
し
た
焼
却
灰

最
終
処
分
進
ま
ず

ロ
ー
ト
製
薬
は
８
月
、
素
材
の

一
部
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
活

用
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

の
導
入
を
開
始
し
た
。
物
流
に
お

け
る
環
境
負
荷
低
減
を
目
的
に
、

製
品
の
保
管
・
荷
役
時
の
物
流
資

材
と
し
て
導
入
す
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
環
境
方
針

お
よ
び
全
社
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
基

本
方
針
の
も
と
、
環
境
に
配
慮
し

た
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
開
発
。

物
流
セ
ン
タ
ー
で
も
、
輸
送
の
合

理
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

に
向
け
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
な
ど

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
延
長

線
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
パ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流

出
防
止
と
削
減
に
寄
与
し
た
い
と

し
て
い
る
。

海
洋
プ
ラ
ご
み
を
再
生
パ
レ
ッ
ト
に

固
形
化
、
破
砕
す
る
な
ど
し
て
ダ

イ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
材
料
に

再
生
す
る
。
同
社
の
住
宅
部
材
工

場
は
全
国
５
拠
点
で
年
間
廃
棄
物

量
は
約
７
８
９
８
㌧
に
上
る
。
そ

同
社
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
の
た
め
の
企
業
連
携「
ク

リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
マ
テ
リ

ア
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｍ
Ａ
）」に
も
加
盟
し
て
い
る
。
今

日
の
複
雑
な
物
流
を
支
え
る
資
材

と
し
て
欠
か
せ
な
い
パ
レ
ッ
ト
は

耐
荷
重
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
海
洋
プ
ラ
ご
み
を
活
用
し
た

パ
レ
ッ
ト
が
ど
こ
ま
で
活
躍
で
き

る
か
、
取
り
組
み
の
今
後
が
注
目

さ
れ
る
。

共
有
し
、
静
脈
業
界
に
お
け

る
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
各
社
と
も
一

定
の
共
通
す
る
課
題
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
中
、
増
加
す

る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
時
、
事
前
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
行
え
ば
早
急
に

事
業
を
再
開
さ
せ
ら
れ
る
か

に
つ
い
て
考
え
た
。

山
口
氏
は
Ｅ
Ｓ
Ｊ
認
定
企

業
の
姫
路
環
境
開
発
の
取
り

組
み
と
し
て
、
車
両
避
難
計

画
や
総
合
防
災
訓
練
計
画
に

基
づ
く
訓
練
、
実
際
に
放
水

す
る
消
火
訓
練
な
ど
を
紹
介

し
た
。

の
う
ち
約
20
％
を
ダ
イ
ン
コ
ン
ク

リ
ー
ト
関
連
が
占
め
る
。
廃
棄
物

処
理
費
用
や
原
材
料
価
格
の
高
騰

を
背
景
に
、
廃
材
を
再
び
同
じ
製

品
の
原
材
料
と
し
て
利
用
す
る
建

築
資
材
の
循
環
経
済
の
実
現
に
資

す
る
取
り
組
み
だ
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

後
、
放
射
能
が
拡
散
し
、
大
量
の

放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
が
発
生

し
た
。

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
自
治
体
に

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

同
市
に
は
自
前
の
処
分
施
設
が
な

く
、
最
終
処
分
を
委
託
す
る
民
間

業
者
も
受
け
入
れ
を
拒
ん
で
い
る
。

市
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
、

焼
却
灰
が
詰
め
込
ま
れ
た
大
型
の

土
の
う
袋
、
計
１
８
４
８
袋
が
並

ぶ
。
総
量
は
１
６
１
０
㌧
に
お
よ

ぶ
が
、
最
終
処
分
を
待
つ
間
、
市

が
一
時
的
な
保
管
を
し
続
け
る
こ

と
に
な
る
。

依
然
と
し
て
最
終
処
分
が
進
ま

な
い
現
状
が
あ
る
が
、
自
治
体
に

処
理
が
委
ね
ら
れ
る「
特
定
一
般

廃
棄
物
」も
課
題
の
一
つ
だ
。

栃
木
県
日
光
市
内
で
は
、
ご
み

処
理
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
た
焼
却

灰
の
う
ち
、
特
定
一
般
廃
棄
物
に

分
類
さ
れ
る
汚
染
濃
度
の
低
い
焼

却
灰
の
一
時
保
管
が
続
く
。

焼
却
灰
は
全
て
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
８
千
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
を
下
回

る
た
め
、
放
射
性
物
質
汚
染
対
処

文◉エコスタッフ・ジャパン廃棄物・静脈物流トピックス［recycle topics］�

自然災害時に必要な訓練とは

積水ハウスの外壁「ダインコンクリート」
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本
主
義
市
場
経
済
の
要
点
を
一
言

で
表
現
す
る
と
、
い
か
に
大
き
な

「
付
加
価
値
」を
作
り
出
す
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
付
加
価
値
と
は
、
生

産
プ
ロ
セ
ス
に
投
入
さ
れ
た
原
材
料
や
燃
料
な

ど
の
費
用
を
上
回
っ
て
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ

た
価
値
の
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
賃
金
、
利
潤
、

地
代
な
ど
の
形
で
分
配
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
一
国
で
生
み
出
さ
れ
た
付
加
価

値
の
値
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
国
の

経
済
活
動
の
規
模
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
生
産
活
動
に
か
か
わ
っ
た
人
々
も
大
き
な

分
配
に
あ
ず
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
入
門
で
習

う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
も
な
い
。

だ
が
、
付
加
価
値
を
ど
の
よ
う
に
作
り
出
す
の

か
、
ま
た
生
み
出
さ
れ
た
付
加
価
値
の
中
身
は

何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
話
は
別
で
、
少

し
難
し
く
な
る
。
経
済
の
あ
り
方
が
根
底
か
ら

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

従
来
型
の
経
済
だ
と
、
原
材
料
、
燃
料
を
生

産
プ
ロ
セ
ス
に
投
入
し
、
大
量
生
産
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
生
産
単
価
を
抑
制
す
れ
ば
大
き

な
付
加
価
値
が
得
ら
れ
る
。
拡
大
再
生
産
が
可

能
に
な
れ
ば
、
経
済
成
長
が
実
現
し
、
皆
が
一

様
に
豊
か
に
な
れ
る
の
だ
っ
た
。

し
か
し
天
然
資
源
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
使

用
済
み
製
品
・
部
品
・
素
材
な
ど
の
廃
棄
処
理

資

が
高
コ
ス
ト
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な

経
済
が
持
続
可
能
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
構
築
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
所
得
水
準
の
小
さ
い
段
階
で
は
モ

ノ
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、「
モ
ノ
の
生
産
」＝「
付

加
価
値
の
生
産
」と
い
う
考
え
が
あ
っ
て
も
あ

な
が
ち
否
定
で
き
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や

米
国
に
追
い
つ
く
こ
と
、
そ
し
て
追
い
越
す
こ

と
を
ひ
た
す
ら
求
め
て
き
た
日
本
は
、
い
か
に

し
て
良
質
の
製
品
を
安
く
作
る
か
の
み
に
心
血

を
注
い
で
き
た
。
そ
し
て
、
実
際
モ
ノ
作
り
で

付
加
価
値
の
創
出
に
成
功
し
、
高
度
経
済
成
長

期
に
は
米
国
に
次
い
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
第
２
の
大
国
ま

で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ノ
の
生
産
は
人
を
豊
か
に
す
る
の
か

し
か
し
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
耐

久
消
費
財
が
普
及
し
、
モ
ノ
溢
れ
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
済
で
は
、
従
来

型
の
モ
ノ
の
生
産
に
よ
る
付
加
価
値
の
創
出
が

必
ず
し
も
人
々
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
ら
な
い
。

こ
こ
ま
で
書
け
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。
新
し
い

経
済
で
は
付
加
価
値
を
生
み
出
す
方
法
、
そ
し

て
付
加
価
値
の
中
身
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
の
転
換
が
で
き
な
い
日

本
は
労
働
生
産
性
の
伸
び
に
苦
し
み
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
成
長
率
で
も
他
の
先
進
国
の
後
塵
を
拝
す
る
。

新しい経済には新しい付加価値を

ほそだ・えいじ　東海大学副学長、
政治経済学部教授。1953年生まれ。
77年慶応義塾大学経済学部卒業後、
同大学経済学部助手、助教授を経て、
94年より教授。2001年から05年
まで同大経済学部長を務めた。中央
環境審議会委員や環境省政策評価委
員会委員なども歴任。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
の
巨
大
企
業
が
モ
ノ
で
は
な
く

サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
こ
と
が
よ
り
一
層
明
確
に
な
る
。

そ
れ
で
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ

の
答
え
の
カ
ギ
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
あ
る
。
こ
の
新
し
い
経
済
で
は
モ
ノ
は
循
環

利
用
さ
れ
、
生
み
出
さ
れ
た
付
加
価
値
は
モ
ノ

に
乗
せ
ら
れ
た
形
で
人
々
に
供
給
さ
れ
る
。

つ
ま
り
モ
ノ
は
付
加
価
値
の
運
び
役
で
あ
り
、

繰
り
返
し
利
用
さ
れ
る
の
だ
。P

aaS

（
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
製
品
）は
ま
さ
に
こ
れ
を
体
現
す
る

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
で
あ
る
。
い
か
に
し
て

魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
、
人
々
を
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
る
か
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝
負
所
と
な
る
。

ア
ッ
プ
ル
の
製
品
は
い
つ
も
ユ
ー
ザ
ー
を
ワ

ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
ド

キ
ド
キ
感
は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
も

通
じ
る
。
新
し
い
経
済
を
先
導
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
常
に
新
し
い
付
加
価
値
の
創
造
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
の
だ
。
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レストランのネット・ゼロ

しもたや・たけし　欧州と日本のCSR／サス
テナビリティの架け橋となるべく活動を行っ
ている。サステイナビジョン代表取締役。一
般社団法人日本サステイナブル・レストラン
協会代表理事。英国イーストアングリア大学
環境科学修士、ランカスター大学MBA。

CSR

43

下田屋 毅

欧
州

最
前
線

皆
さ
ん
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す

る
際
に
、
食
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
含
む
料
理
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
食
材
の
調
達
や
輸
送
な
ど
、

各
段
階
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）を
抑
え
る
こ
と
は
、
今
や
必

須
と
な
っ
た
。

英
国
で
は
、
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン

の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
計
算
し
、
削
減
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
ナ
ウ
」と
い
う
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
や
ペ

ル
ノ
リ
カ
ー
ル
と
い
っ
た
飲
料
・
酒
類

の
大
手
企
業
が
英
国
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
と
協
働
し
、ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
を
実
質
ゼ

ロ
と
す
る
取
り
組
み
）を
進
め
て
い
る
。

こ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
パ
ブ
や
バ
ー
、

飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
他
、
ビ
ー
ル

醸
造
所
、ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
、
会
計
事
務
所
、

法
律
事
務
所
な
ど
、
今
ま
で
対
象
と
し

て
い
な
か
っ
た
中
小
企
業
に
対
し
て
も

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。

英
国
で
は
中
小
企
業
は
全
企
業
の
約 

99
％
、
全
従
業
員
の
約
61
％
、
全
事
業

関
連
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
約
50
％
を
占

め
て
い
る
。
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
に
は
、
中

小
企
業
を
ど
れ
だ
け
巻
き
込
め
る
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
ナ
ウ
」に
参
加
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。
顧

客
に
対
し
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

や
気
候
危
機
な
ど
の
世
界
的
な
取
り
組

み
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
示
せ
る
。

こ
う
し
て
気
候
危
機
に
関
す
る
顧
客
へ

の
意
識
啓
発
が
で
き
る
と
と
も
に
、
従

業
員
に
は
取
り
組
み
の
重
要
性
を
伝
え

る
こ
と
で
、
同
じ
価
値
観
で
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
推
進
す
る
経
営
体
制
づ
く

り
も
可
能
に
な
る
。

英
国
で「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
ナ
ウ
」に

参
加
す
る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

上
で
競
争
上
の
優
位
性
を
確
保
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
は
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
集
客

や
採
用
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
付
け

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

日
本
で
も
、
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
日
本
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
が
公
募
し
て
い
る

「C
reative C

hefs B
ox 2030

」
と

い
う
若
手
シ
ェ
フ
向
け
の
未
来
の
レ
シ

ピ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
の
レ
シ
ピ
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
測

定
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
経
営
推
進
機
構（S

uM
P

O

）

の
協
力
の
下
、
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン

業
界
と
消
費
者
に
対
し
て
、
食
事
メ

ニ
ュ
ー
に
関
す
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
行
う

た
め
に
始
め
た
試
み
だ
。

飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
が
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
に
は
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ニ
ュ
ー
を
含

め
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
計

算
す
る
こ
と
で
、
活
動
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
を
認
識
し
た
上
で
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
削
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
飲
食
店
・

レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
、
消
費
者
が
よ
り
社
会
・
環
境
へ
の

影
響
が
少
な
い
も
の
を
選
択
す
る
時
代

へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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メルカリは６月の環境月間に合わせ、「リユースを

あたりまえに」を目指し、繰り返し利用・返却可能な

梱包材「メルカリエコパック」と、まだ使えるが家庭内

で不要になってしまったものを分別しておく「メルカ

リエコボックス」を提供した。

メルカリエコパックは、ポイント付与や返却スポッ

トの設置など循環をさらに促す仕組みを追加し、約

3500枚提供。メルカリエコボックスは自治体と連携

し、各自治体の希望する

住民に対し300枚ずつ配

付した。

いずれも実証実験段階

で配布枚数は限定的だが、

今回の結果を受けて今後

の提供を検討していく。

オイカワデニム（宮城県気仙沼市）は８月３日、メカ

ジキデニム・新色ホワイトの受注予約を開始した。同社

はメカジキの吻
ふん

をオーガニック

コットンに約35%織り込んだ糸

の開発に成功。この糸を使ってメ

カジキデニムを製造している。

東日本大震災で同社と地元漁

師との間で生まれた縁がきっかけ

で、地元気仙沼で獲れる「メカジ

キの吻」が捨てられていると知り、

何とか再利用できないかと考えた

のが始まりという。エコ素材を使

用しながらも、強く丈夫で美しい、

オイカワデニムの品質を貫くすっ

きりとしたシルエットのデニムだ。

ゴールドウイン（東京・渋谷）は、サイズアウトなどに

より着られなくなったキッズアパレルのリセール事業

「GREEN BATON」を、全国の直営店15店舗で始めた。

対象製品は同社が展開する「THE NORTH FACE

（ザ・ノース・フェイス）」と「HELLY HANSEN（ヘリー

ハンセン）」のキッズ製品で、顧客から買い取った製品を

修復・原料やパーツの再利用をし、新たな価値を付加し

て販売する。お下がりの次に多い廃棄の問題に着目し、

製 品のロング

ライフ化 や 顧

客との深く長い

繋がりを築くと

ともに、ファッ

ションロス・ゼ

ロを目指す。

女性のCSR担当者を中心に結成された「CSR48」がCSRの最新事例を
紹介します。

日本コカ・コーラとコカ・コーラシステムは７月22日、

「LGBTQ＋アライのためのハンドブック」を公開した。

本ハンドブックは「プライドハウス東京」（日本の大

型総合LGBTQ＋センター）の監修を受け制作したもの

で、LGBTQ＋の解説や歴史、世界と日本の同性婚など

の状況、アライ（支援者）として必要なことを、平易な

表現でまとめている。

正しい知識を身につけ、状

況に応じた適切な対応が取

れるようにすることを目指

し、企業・団体に無償で活用

してもらえるように全内容

をウェブで公開中だ。すでに

パナソニックグループが配

布を始めている。

コカ・コーラがLGBTQ+ガイド

CSRトピックス 30

メカジキの角でつくったデニム

（CSR48・大井�美歩） （CSR48・松下�絵美）

キッズアパレルをリセールメルカリ、環境月間にリユース啓発

CSR488
presentspresents

ウェブで無料公開

（CSR48・梅崎�愛）

エコパック㊤とエコボックス

（CSR48・山田�衣音子） 子ども服は約２年でサイズアウト

綿への依存度を下げた
代替繊維のデニム
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日本政府は７月、従業員301人以上の企業に男女の

賃金格差開示の義務化をスタートさせた。

対象となる事業者は約１万7650社（2021年度末時

点、非上場企業含む）。開示方法は、①全社員、②正社

員と非正社員、それぞれ男女の賃金割合を示し、上場

企業は有価証券報告書でも情報開示が必要となった。

賃金格差が大きい理由は、女性の管理職比率の低さ、

出産・育児は女性が担うものだという性別役割意識、

育児期の女性が働きづらい雇用状況などである。

まずは男女の賃金

格差を数値で開示し、

解消することが、企

業や日本の継続的な

発展につながる重要

な課題である。

再生木材専業メーカーのハンディテクノ（東京・渋

谷）は、再生木材デッキ材「プレジィウッド ライトデッ

キ材」を発売した。原料は全て、国内で回収したリサイ

クル素材を使用。製材所から出るノコ屑
くず

や木片、家具

ボード廃材などの木材が50%、自治体により回収され

た食品トレーやシャンプーボトルなどのプラスチック

素材が40%、残り10％が機能添加剤となっている。

独自の新技術「独立気泡構造」で蓄熱しにくく、「熱

容量・熱伝導率が低い素材」の採用により、直射日光

が当たっても熱くなりにくいことも特徴だ。重量は従

来 品 と 比 べ て

72%と軽くなり、

運搬時や施工時

の負担も軽減す

る。

男女賃金格差の開示が義務に再生素材90％のデッキ材

総
監
督
の
つ
ぶ
や
き

「SDGsはここ数年で耳にするようになっ

たが、実際の企業の取り組みはよくわかっ

ていなかった」。これは７月にCSR48が登

壇した早稲田大学の「未来を創るPRの力」

（オズマピーアール提携講座）でのアンケー

トの声です。約300人の大学生に、世の中

の動きや企業が果たす役割について講義し

たあと、三菱食品、楽天グループがそれぞ

れ自社の取り組みを紹介しました。

三菱食品は中間流通として、物流の効率

化でCO₂削減や食品廃棄の削減に挑戦。学

生からの反応で多かったのは、トップのサ

ステナビリティへの本気度と、積極的な情

報開示への評価でした。楽天グループが紹

介した「未来を変える買い物」のための、オー

ガニックコットンやフェアトレード認証の

ついた商品を集めたサイト「EARTH MALL 

with Rakuten」にも関心が寄せられました。

企業のサステナビリティ部門の仕事につ

企
業
の
本
気
度
は
ど
こ
ま
で
届
く
か

Ｃ
Ｓ
Ｒ
48
・
太
田 

康
子

18

columncolumn いて、学生に知ってもらうことができて嬉

しい反面、「（講義の前まで）企業やテレビ

がSDGsを謳いすぎているように感じてし

まい、SDGsと言っておけばいいというよ

うな雰囲気を感じていた」、「プラスチック

ゴミ削減のために紙袋に変更しているのに、

製品自体がプラスチックで過剰に包装され

ている」といった耳の痛い指摘もありまし

た。次世代とのコミュニケーションに力を

入れ、企業の本気度をもっと発信していか

なければ！ と、ステークホルダーエンゲー

ジメントの重要性を再認識しました。

CSR48とは 「CSR48」は、企業のCSR担当者を中心に「CSRに関心のある女子たち」が集まったグループ。「CSRをもっと身近に」をミッショ�
ンに、勉強会やイベントを実施する。目指すのはサステナブルな社会と、女性のエンパワーメントによって、利害や立場を超えて、より良い社会に向け
た�アクションをおこすこと。メンバーの所属は、商社、メーカー、ゼネコン、NPO法人などさまざま。�雑誌オルタナの連載の他、イベント登壇や4月は
じまりのSDGsカレンダー発売など多彩に活動を広げる。

（CSR48・大西�香奈恵）

CSR48のオフィシャルブログ　http://ameblo.jp/csr48

（CSR48・前田�京子）
「共同参画」（内閣府男女共同参画局
2022年７月号）から素足で乗っても熱く感じない
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正社員・正職員（男性）428.6
正社員・正職員（女性）305.6
正社員・正職員以外（男性）274.7
正社員・正職員以外（女性）200.2

男女間賃金格差（所定内給与額、令和３年）
（千円／月額）

早稲田大学〜未来を創るPRの力
国際認証を知っていますか？

（ 6％） ①MSC認証
（ 3％） ②ASC認証
（11％） ③FSC認証
（24％） ④有機JAS認証
（29％） ⑤国際フェアトレード認証
（ 2％） ⑥RSPO認証
（ 0％） ⑦GOTS認証
（ 5％） ⑧レインフォレストアライアンス認証
（15％） ⑨どれもわかりません

サステナブルな商品の購買に前向きが95％だったのに
対して、認証マークを知らない人が15％だった
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好評
受付中

オンライン有料読者コミュニティー
　サステナブル・ビジネス・マガジン「オルタナ」は2007
年の創刊以来、CSR（企業の社会的責任）やサステナビ
リティ経営にフォーカスしたビジネス情報誌を発行し
てきました。
　2022年9月 現 在、発 行 号 数 は70号 に 達 し ま し た。
2020年12月には、これまでの「オルタナオンライン」と
オルタナSを統合し、サステナビリティ・ポータルとし
てリニューアルしました。
　SBLの最大の目的は、これまでの雑誌と購読者とい
う関係から一歩踏み込み、会員同士のヨコのつながりも

持てる「コミュニティー」を醸成することです。サステ
ナビリティ領域は、ともすれば個人や個社で悩みがちで
す。その壁を、同じ悩みをともにする方たちやオルタナ
と一緒に乗り越えて欲しいのです。
　日本も「2050年脱炭素」を宣言しましたが、このほか
人権問題、ダイバーシティなどサステナビリティ課題は
山積しています。こうした課題を乗り越える企業が増え
ていくことが、日本や地域の発展につながると信じてい
ます。

（オルタナ代表取締役「オルタナ」編集長・森　摂）

［SBL会員の６特典］
【特典１】　�会員期間中はオルタナ本誌（年４回）を無料で

謹呈（郵送）します　［年間3960円相当］
【特典２】　�オルタナオンラインの有料記事（毎日更新）が

読み放題に
【特典３】　FB（フェイスブック）で分科会開催
【特典４】　�毎月開く「SBL月例セミナー」（オンライン）

に無料参加
【特典５】　サステナビリティ記事のクリッピング配信
【特典６】　�サステナビリティ関連資料・動画配布・アーカ

イブ

現在の法人会員
トヨタ自動車、ローソン、ライオン、プロネクサス、セガ
サミーホールディングス、UACJ、ネオキャリア、シーフー
ドレガシー、イオンモール、オズマピーアール、きじま、
石橋製作所、日本自動車会議、スターゼン、プレシーズ、
フォーバトン、東急エージェンシー、アストラゼネカ、東
精エンジニアリング、ウイングアーク1st など

お申込みは➡

■プラン・料金

個人プラン

　入会金　0円

　年会費　9900円
� （月払いは月額990円）

法人プラン

　入会金　11000円

　年会費　22000円〜55000円

■問い合わせ先

オルタナ編集部（担当：池田）
info@alterna.co.jp

「サステナブル・ビジネス・リーグ」
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１号─８号�１部�350円／９号─19号�１部�500円／20号─53号�１部�700円
54号─59号�１部�800円／60号以降１部�900円� ※価格はすべて税抜

【お問合せ】オルタナ編集部　電話：03-6407-0266 　Email：info@alterna.co.jp
※アマゾンやオルタナ公式オンラインショップ、書店（直販）でも取り扱っています

２級公式テキスト（編著：CSR検定委員会）
A4変形／120ページ�定価：5000円（税別）

３級公式テキスト（編著：CSR検定委員会）
A5判／112ページ� 定価：1800円（税別）

４級公式テキスト（編著：CSR検定委員会）
A5判／20ページ� 定価：450円（税別）

CSR検定２級／３級／４級公式テキスト

Vol.58 2019年９月／定価800円

SDGs時代の地域金融
［トップ・インタビュー］
デイヴ・マンツ
　花王ESG担当役員
エミリー・ミーザン
　米インターフェイスCSO

Vol.59 2019年12月／定価800円

動
アニマルウェルフェア

物福祉の
リスクと機会
新連載

「つなぐ金融」
「モビリティの未来」

Vol.60 2020年３月／定価900円

循
サーキュラーエコノミー

環経済はR
リユース

よりも R
リデュース

［トップ・インタビュー］
トーマス・サイラー
　アディダス�ジャパン副社長
梶原 建二
　ニールズヤード�レメディーズ社長
山田 邦雄
　ロート製薬会長

Vol.61 2020年６月／定価900円

新型と持続可能性
［トップ・インタビュー］
デイビッド・ウォレス・ウェルズ
　ニューヨーク・マガジン副編集長
牛山 大輔
　ハリウッド化粧品�社長
田口 一成
　ボーダレス・ジャパン�社長

Vol.62 2020年９月／定価900円

エシカル消費
SDGsが牽引

［トップ・インタビュー］
ステイン・ヴァンデヴォースト
　ダノンジャパン�社長
星野 佳路
　星野リゾート�代表
中井 徳太郎
　環境事務次官

Vol.63 2020年12月／定価900円

DXとSX
［トップ・インタビュー］
ジェローム・ブリュア
　日本ロレアル代表取締役社長
伊藤 明子
　消費者庁長官
田面木 宏尚
　メルカリジャパンCEO

Vol.64 2021年３月／定価900円

グリーンな脱炭素
グレーな脱炭素

［トップ・インタビュー］
伊藤 順朗
　セブン＆アイ・ホールディングス
溝内 良輔
　キリンホールディングス
大塚 友美
　トヨタ自動車

Vol.65 2021年６月／定価900円

ビジネスと民主主義
［トップ・インタビュー］
徳丸 淳
　帝国ホテル�代表取締役常務
今田 勝之
　ローソン�取締役�専務執行役員
水口 貴文
　スターバックス�コーヒー� �
　ジャパン�CEO

Vol.66 2021年９月／定価900円
第１特集
2035年のモビリティ
第２特集
ガバナンス、
伝統企業ほど弱い
トップ・インタビュー
サステナブル★
セレクション2021［第４期］

Vol.67 2021年12月／定価900円

サステナビリティ
2022メガトレンド

［トップ・インタビュー］
スタニスラブ・ベセラ　P&G
松井 透　三井物産
藤野 英人
　レオス・キャピタルワークス

Vol.68 2022年３月／定価900円

戦争と平和と資本主義
保阪 正康／小宮山 宏／高岡 浩三
澤上 篤人／藻谷 浩介／佐藤 暁子
高村 ゆかり／大西 連／大沢 真知子

［トップ・インタビュー］
永原 範昭　フィンエアー
マーティン・パーソン
　ボルボ・カー・ジャパン
瀬木 達明／木村 勝己
　セイコーエプソン

Vol.69 2022年６月／定価900円
第１特集
アウトサイドイン
さらに進化・深化
第２特集
ドイツ「脱炭素」貫く
水素・メタンも緑化

［トップ・インタビュー］
東急電鉄／ヤマト運輸
亀田製菓
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は
じ
め
は
低
い
不
気
味
な
唸う

な

り
に
も
似
た
音
が
ど
こ
か
ら
か
響
い
て
く
る
程

度
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
注
意
深
く
耳
を
傾
け
て
み
る
と
、
そ
れ
は
自
然
界
に

あ
る
ど
の
音
に
も
似
て
お
ら
ず
、
目
の
前
に
い
る
人
間
が
心
の
う
ち
に
抱
く
不

安
や
不
満
、
怨
念
、
憤
怒
が
出
口
を
求
め
て
さ
ま
よ
い
、
き
し
む
音
だ
と
気
づ

く
の
で
あ
っ
た
。

一
木
慎
吾
の
こ
の
能
力
は
目
を
傷
め
た
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
。
い
わ
ば
視

覚
を
失
う
こ
と
と
引
き
換
え
に
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
特
殊
な
も
の
だ
。

大
学
の
グ
ラ
ン
ド
脇
の
道
を
歩
い
て
い
た
就
活
生
の
一
木
を
悲
劇
が
襲
っ
た

の
は
夏
の
夕
暮
れ
時
だ
っ
た
。
飛
ん
で
き
た
野
球
の
ボ
ー
ル
が
目
を
直
撃
し
た

の
だ
。
意
識
を
失
っ
た
一
木
は
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
左
目
の
眼
底

出
血
が
ひ
ど
か
っ
た
。
病
室
に
野
球
部
の
鈴
代
と
い
う
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

見
舞
い
に
訪
れ
た
。
名
前
の
通
り
、
鈴
が
か
わ
い
い
口
か
ら
転
げ
出
て
鳴
っ
て

い
る
よ
う
な
声
で
、
柑か

ん

橘き
つ

系
の
香
水
が
似
合
う
清
楚
な
子
だ
っ
た
。

「
一
木
君
、
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
痛
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
ケ
ー
ジ
が
二
つ
あ
っ
て
打
撃
練
習
を
し
て
い
た
の
だ
け
ど
、
誰
が
打
っ
た

ボ
ー
ル
な
の
か
わ
か
ら
な
い
の
よ
」

そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
病
室
に
置
い
て
あ
る
硬
球
に
目
を
や
り

な
が
ら
何
か
落
ち
着
か
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
が
残
っ
た
。

病
状
は
芳か

ん
ば

し
く
な
か
っ
た
。
担
当
医
は
初
老
の
冷
や
や
か
な
感
じ
の
男
だ
っ

た
。

「
眼
底
出
血
が
止
ま
ら
な
い
ね
」
ラ
イ
ト
を
片
手
に
、「
左
を
見
て
、
斜
め
上
、

次
は
上
を
見
て
、
今
度
は
右
斜
め
上
」
と
指
示
し
な
が
ら
目
の
奥
を
の
ぞ
き
込

ん
だ
。
一
通
り
の
検
査
を
終
え
る
と
難
し
い
顔
で
こ
う
宣
告
し
た
。「
左
目
の
視

野
が
欠
損
し
か
け
て
い
る
。
間
違
い
な
く
失
明
す
る
」

「
ま
さ
か
、
目
が
見
え
な
く
な
る
ん
で
す
か
」。
私
は
う
ろ
た
え
た
。
医
師
は
う

な
ず
い
て
目
を
伏
せ
た
ま
ま
無
言
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
精
神
的
に
落
ち
込
ん
だ
。
右
目
だ
け
だ
と
距
離
感
が
わ
か
り
に

く
く
、
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
頼
り
の
右
目
も
徐
々
に
視
力
が

落
ち
て
き
た
。

特
別
な
能
力
を
最
初
に
実
感
し
た
の
は
退
院
し
た
三
間
後
の
こ
と
だ
。
自
宅

に
見
舞
い
に
来
た
鈴
代
を
駅
へ
送
っ
て
い
く
途
中
、
強
い
衝
撃
を
伴
う
ガ
ン
ガ

ン
と
い
う
異
様
な
音
が
響
い
て
き
た
。
右
目
で
見
あ
げ
る
と
駅
か
ら
大
勢
の
人

が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。
音
は
そ
の
群
れ
の
ど
こ
か
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
。
危
険
だ
。
そ
う
思
っ
て
音
源
を
探
る
と
、
長
髪
で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

た
若
い
男
が
な
に
や
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
来
る
。

私
の
横
で
鈴
代
が
立
ち
止
ま
っ
た
。
男
の
目
が
そ
の
姿
を
捕
ら
え
た
。
一
木

は
と
っ
さ
に
鈴
代
の
手
を
取
る
と「
こ
っ
ち
だ
」
と
引
っ
張
っ
て
横
道
に
そ
れ
た
。

「
何
を
す
る
の
。
離
し
て
」

鈴
代
は
抵
抗
し
た
が
、
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
電
柱
の
陰
に
身
を
隠
し

た
。
直
後
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
ギ
ャ
ー
っ
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
絶
叫
が
響

い
た
。
ウ
ワ
ー
と
い
う
悲
鳴
、
や
め
ろ
と
い
う
怒
声
。
見
る
と
不
審
な
若
い
男
は

狂
っ
た
よ
う
に
包
丁
で
無
差
別
に
通
行
人
を
刺
し
て
回
っ
て
い
た
。
鈴
代
は
一

木
の
目
を
覗
き
込
ん
だ
。
パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
近
づ
い
て
き
た
。

喫
茶
店
で「
一
木
君
、
あ
な
た
、
事
件
が
起
き
そ
う
だ
と
わ
か
っ
た
の
ね
」。

リ
ン
リ
ン
と
気
持
ち
の
い
い
声
で
は
な
く
、
暗
く
よ
ど
ん
だ
音
が
し
た
。

「
あ
あ
、
不
気
味
な
音
が
聞
こ
え
た
ん
だ
。
男
の
怒
り
の
声
み
た
い
な
も
の
が
。

心
の
中
に
う
ず
ま
く
不
安
や
憤
怒
の
音
み
た
い
だ
っ
た
」

「
そ
う
。
心
の
声
が
聴
け
る
の
ね
」

消
え
入
り
そ
う
な
声
だ
っ
た
。
も
し
も
鈴
の
鳴
る
よ
う
な
い
つ
も
の
声
だ
っ

た
の
な
ら
ば
、
鈴
代
に
不
信
感
は
抱
か
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

目
が
見
え
な
い
の
は
不
自
由
だ
が
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
耳
の
機
能
が
高
ま
っ

33
も
し
も
鈴
の
よ
う
な
声
だ
っ
た
な
ら

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

「
こ
こ
ろ
ざ
し
」の
譜

希
代 

準
郎
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進
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え

た
。
あ
の
硬
球
か
ら
か
す
か
に
レ

モ
ン
の
さ
わ
や
か
な
香
り
が
す
る

の
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

大
学
に
は
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
い
う
部
署
が
あ
り
、
障
害

の
あ
る
学
生
の
支
援
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
耳
が
聞
こ
え
な

い
学
生
の
た
め
に
、
い
っ
し
ょ
に

授
業
に
出
て
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
く

れ
る
。
目
が
見
え
な
い
学
生
の
場

合
は
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
通
し
て
音
声

で
い
ろ
ん
な
情
報
を
伝
え
て
く
れ

る
。
そ
こ
に
野
球
部
の
山
口
隼
人

が
時
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
い
た
。

あ
る
日
、
山
口
が
小
声
で
話
し

か
け
て
き
た
。

「
一
木
君
、
あ
の
ボ
ー
ル
を
打
っ

た
選
手
だ
け
ど
さ
、
実
は
わ
か
っ

て
来
る
の
が
自
分
で
も
自
覚
で
き
た
。
楽
し
い
の
は
動
物
の
声
だ
。
何
を
伝
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
不
思
議
と
理
解
で
き
る
の
だ
。

庭
の
餌
場
で
五
、六
羽
の
小
鳥
が
遊
ん
で
い
た
時
、
一
羽
が
慌
て
た
様
子
で

バ
タ
バ
タ
し
な
が
ら「
ヒ
ヒ
ヒ
ッ
」
と
鋭
い
声
を
発
し
た
。
危
な
い
、
逃
げ
ろ
と

叫
ん
で
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
他
の
鳥
た
ち
が
一
斉
に
飛
び

立
ち
、
空
に
舞
い
上
が
っ
た
。
や
は
り
と
思
っ
て
い
る
と
餌
場
を
鷹
が
襲
っ
た
。

鋭
い
爪
の
大
き
な
鳥
だ
っ
た
。

復
学
す
る
と
人
の
親
切
が
身
に
染
み
た
。
紅
葉
の
い
い
香
り
が
し
た
。
鼻
も

き
だ
い
・
じ
ゅ
ん
ろ
う　

作
家
。
日
常
に
潜
む
闇
と
、
そ
こ
に
展
開
す
る
不
安
と
共
感
の
異
境
の
世
界
を
独

自
の
文
体
で
表
現
し
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
の
新
た
な
担
い
手
。
こ
の
短
編
小
説
の
連
載
で
は
、
現
代

の
様
々
な
社
会
的
課
題
に
着
目
、
そ
こ
に
か
か
わ
る
群
像
を
通
し
て
生
き
る
意
味
、
生
と
死
を
考
え
る
。

イラスト・井上�文香

て
い
る
ん
だ
」

山
口
は
真
面
目
で
気
持
ち
の
い
い
男
だ
。
一
木
も
ち
ょ
っ
と
前
に
、
妙
な
噂

を
耳
に
し
て
い
た
。
あ
の
打
球
を
打
っ
た
の
は
実
は
四
年
生
の
主
将
だ
と
い
う

の
だ
。

「
や
っ
ぱ
り
主
将
な
の
か
」。
一
木
は
言
っ
て
み
た
。

「
知
っ
て
い
た
の
か
。
秋
の
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
に
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
の
で
隠
す
こ
と
に
し
た
ん
だ
。
女
子
マ
ネ
の
発
案
で
」

「
ま
さ
か
。
そ
れ
で
、
ド
ラ
フ
ト
会
議
の
結
果
は
」

「
ダ
メ
だ
っ
た
。会
議
前
に
事
故
の
情
報
が
洩も

れ
て
指
名
さ
れ
な
か
っ
た
の
さ
」

「
天て

ん

網も
う

恢か
い

恢か
い

疎そ

に
し
て
漏
ら
さ
ず
、
か
」

こ
れ
、
と
い
っ
て
山
口
は
封
筒
を
差
し
出
し
た
。

「
野
球
部
の
仲
間
で
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
貯
め
た
ん
だ
。
治
療
費
の
一
部
に
し
て

く
れ
」

「
あ
り
が
と
う
。
気
持
ち
だ
け
い
た
だ
く
よ
」

翌
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
鈴
代
を
見
か
け
た
。

「
例
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
の
は
君
の
恋
人
か
い
？
」

「
隠
し
て
い
て
悪
か
っ
た
わ
。
で
も
彼
に
も
将
来
が
あ
る
か
ら
」

「
隠
蔽
が
原
因
で
、
ド
ラ
フ
ト
で
は
人
間
性
を
疑
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

一
木
の
声
は
、
怒
り
で
低
く
く
ぐ
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
鈴
代
の
内
な
る
声
の
方
が
、
そ
の
何
倍
も
暗
く
、
不
快
と
憎
し
み

に
満
ち
て
い
た
。

「
や
め
て
、
私
の
心
を
の
ぞ
く
の
は
」

あ
の
鈴
の
よ
う
な
声
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
腐
臭
が
鼻
を
つ
い
た
。

同
時
に
口
か
ら
ど
す
黒
く
て
大
き
な
土
鈴
が
い
く
つ
も
ポ
ン
ポ
ン
と
勢
い
よ
く

飛
び
出
し
続
け
て
い
た
。 

（
完
）
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シュピッツナーゲル典子（ハイデルベ
ルグ）／田口�理穂（ハノーバー）／田中�
聖香（デュッセルドルフ）／原�美和子
（韓国）／冨久岡�ナヲ（ロンドン）／プラ
ド�夏樹（パリ）／三島�直美（バンクー
バー）／矢作ルンドベリ�智恵子（ス
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高橋�慎一／福地�波宇郎
川畑�嘉文
福井�崇人（2025PROJECT）
安保�瑞枝
西�英一
NPO法人在外ジャーナリスト協会
カワセ印刷株式会社
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経営企画室
オルタナ総研
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写真

表紙監修
デザイン
表紙ロゴ
編集協力
印刷

　日本三大うどんのひとつである秋田
県湯沢市が発祥の稲庭うどん。手延べ
による干しうどんは讃岐うどん、きし
めんとは違う滑らかな食感です。うど
んと言うよりそうめんに近く、主に乾
燥麺のため茹でる手間をかけても食べ
る価値があります。一度、稲庭うどん
を試食下さい。
� 関西支社長　松永 健一

　ガバナンスの取材をしていて改め
て考えたのは、会社は何のために存在
するのかということでした。CGCは、
企業の中長期的な価値向上を目的に改
訂されましたが、そのためには地球環
境や社会、人々が健全であることが前
提となります。マルチステークホルダ
―の考え方がますます重要になってき
ているのを感じています。
� 副編集長　吉田 広子

　駒場公園内の日本近代文学館に入る
と小さなカフェがあります。壁一面に
並んだ本棚には２万書に及ぶ希少な蔵
書がびっしりと収められ、読み放題。
椅子やテーブルは味のあるアンティー
ク。なかにはあの文豪が愛用したもの
も。ブックカフェ「BUNDAN」は訪れ
る人を文学の世界に誘います。
� オルタナS編集長　池田 真隆

　今号の特集は「氷山の一角」という
言葉がしっくり来ました。CGCなど
でカバーできる領域はほんの一部で、

水面下には目に見えない「内面のガバ
ナンス」が広がっています。では「内面」
の正体は何なのか、一朝一夕で答えを
導き出すにはあまりにも壮大なテーマ
なので、引き続き掘り下げていきます。
� 副編集長　長濱 慎

　夏が終わり秋となります。「食欲の
秋」と言われる季節ですが、私がこの
時期好む食べ物が柿です。買い置きし
て果肉が柔らかくなったものを食べま
す。柔らかくなった柿はスプーンで食
べることもできます。柿だけはお手頃
価格で、と願っています。
� 編集部　萩原�哲郎

　最近のインドア傾向に不安を覚え、
多摩川での釣りデビューを考えてい
ます。在来魚はアユ、コイ、ナマズを
狙う事が出来て、他にはアリゲーター
ガー、プレコなどの外来魚が生息する
ため、別名「タマゾン川」と呼ばれてい
るそうです。一旦帰省して、釣り方を
父に教わった後にチャレンジします。
� 経営企画室　松前 ひかり

　先日、友人との集まりでヴィーガン
レストランに行きました。一人はペス
カタリアンで、他は私も含め普段お肉
も食べますが、皆でヴィーガン料理の
美味しさに感動。何が正解などはなく、
自分でしっかり考えて選んで食べる事
が大事だという店員さんの言葉が印象
的でした。� オルタナ総研 金子 愛子

お問い合わせは、下記までお願い致します。
株式会社オルタナ  TEL 03-6407-0266 info@alterna.co.jp

（広告やオルタナ総研に関するお問い合わせは編集部まで）

オルタナオンライン　www.alterna.co.jp
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「エシカル消費」を
日本でどう広げるか

─
エ
シ
カ
ル
に
関
心
を
持
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系「
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
！
」

の
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ン
タ
ー
と
し
て

世
界
各
国
を
回
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
含
め
る
と
、
80
カ
国
を
旅
し

ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
自
分
な
り
に
見
え

て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、「
一
握
り
の
権
力
や
利
益

の
た
め
に
、
美
し
い
自
然
や
弱
い

立
場
に
あ
る
人
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
」と
い
う
構
造
で
し
た
。

転
機
に
な
っ
た
の
は
、
ア
フ
リ

カ
最
高
峰
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ

の
登
頂
で
す
。
温
暖
化
の
影
響
に

よ
っ
て
氷
河
が
消
滅
の
危
機
に
あ

る
と
さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
番
組

で
取
材
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
０
０
㍍
地
点
に
小
学
校
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
祈
り
な
が
ら
木
を
植
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
祈
り
と
は「
氷
河
が

大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」。
生

活
用
水
の
一
部
が
氷
河
の
雪
解
け

水
な
の
で
、
無
く
な
れ
ば
死
活
問

題
で
す
。

登
頂
し
て
目
の
当
た
り
に
し
た

の
は
、
わ
ず
か
に
残
る
氷
河
。
１

─
２
割
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
現

実
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

地
球
は
一
つ
、
私
た
ち
日
本
人
の

暮
ら
し
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
こ
う
し
た
問

題
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
決
め
た

の
で
す
。
人
生
を
か
け
て
最
後
ま

で
や
り
抜
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
に
帰
り
、
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
環
境
保
全
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド（
公
正
貿
易
）」の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
に
出
合
い
、
エ
シ
カ

ル
な
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
、環
境
・

社
会
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と

知
り
ま
し
た
。

影
響
を
し
っ
か
り 

 

考
え
る
こ
と

─
「
エ
シ
カ
ル
」は
倫
理
的
と

い
う
意
味
の
英
語
で
す
が
、
末
吉

消費から世界を変える ⑩

末吉 里花（すえよし・りか）
一般社団法人エシカル協会代表理事／日本ユネスコ国内委
員会広報大使。慶應義塾大学総合政策学部卒業。TBS系「世
界ふしぎ発見！」のミステリーハンターとして世界各地を旅
した経験を持つ。2015年にエシカル協会を設立した。

サ
ラ
ヤ
×
末
吉
里
花
さ
ん

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
目
標
12

「
つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任
」で
は
、
消
費
者
に
も

持
続
可
能
な
消
費
行
動
を
促
し
て
い
る
。
地
球
環
境

や
人
権
な
ど
に
配
慮
し
た「
エ
シ
カ
ル
消
費
」を
広

げ
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
。エ
シ
カ
ル
協
会（
東

京
・
渋
谷
）代
表
理
事
の
末
吉
里
花
さ
ん
に
聞
い
た
。

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
山
頂
で

�

Ⓒ
一
般
社
団
法
人
エ
シ
カ
ル
協
会
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さ
ん
の
考
え
る
エ
シ
カ
ル
の
定
義

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

法
的
な
縛
り
は
な
く
て
も
、
多

く
の
人
た
ち
が
正
し
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
。
本
来
人
間
が
持
つ
良

心
か
ら
発
生
し
た
社
会
的
な
規
範

こ
そ
が「
エ
シ
カ
ル
」だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
古
く
か
ら
日

本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
精
神
性

に
近
い
も
の
で
す
。

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」と
は
、
地
域

の
活
性
化
、
雇
用
な
ど
も
含
む
、

人
・
社
会
・
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
消
費
や
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
し
ま

す
。
何
か
必
要
な
も
の
を
買
う
と

き
、「
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
作
っ
た
製
品
か
」を
意
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

エ
シ
カ
ル
協
会
で
は
、
エ
シ
カ

ル
を「
エ（
影
響
を
）シ（
し
っ
か

り
と
）カ
ル（
考
え
る
）」こ
と
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

エ
シ
カ
ル
の
本
質
に
つ
い
て
自
ら

考
え
、
行
動
し
、
変
化
を
起
こ
す

人
々
を
育
む
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

気
候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

大
規
模
な
軍
事
衝
突

─
。
人
類

が
こ
う
し
た
困
難
に
直
面
し
、
手

探
り
状
態
に
あ
る
な
か
で
、
エ
シ

カ
ル
は
世
界
が
よ
り
良
い
方
向
に

向
か
う
た
め
の
モ
ノ
サ
シ
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
消
費
者
は
ど
の
よ
う
に
エ
シ

カ
ル
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ

ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

認
証
ラ
ベ
ル
や
マ
ー
ク
が
参
考

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
海
の
エ

コ
ラ
ベ
ル
」と
し
て
知
ら
れ
る
Ｍ

Ｓ
Ｃ（
海
洋
管
理
協
議
会
）認
証
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め

の
円
卓
会
議
）認
証
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
買
い
物
す
る
だ
け
が

エ
シ
カ
ル
消
費
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替

え
た
り
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
た

り
、
政
府
や
企
業
に
声
を
上
げ
た

り
し
て
い
く
こ
と
も
、
エ
シ
カ
ル

消
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
暮
ら
し
の
な

か
で
、
勇
気
を
出
し
て
社
会
と
の

か
か
わ
り
を
持
ち
、
変
化
を
促
す

行
動
を「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
エ
シ

カ
ル（
社
会
参
画
す
る
エ
シ
カ

ル
）」と
名
付
け
ま
し
た
。
消
費
者

一
人
ひ
と
り
が
変
化
を
促
す
行
動

者
で
あ
り
、
未
来
を
つ
く
る
リ
ー

ダ
ー
な
の
で
す
。

エ
シ
カ
ル
市
場 

 

拡
大
に
期
待

─
『
エ
シ
カ
ル
白
書
２
０
２
２

─
２
０
２
３
』（
山
川
出
版
社
）で

は
、
エ
シ
カ
ル
消
費
動
向
の
調
査

結
果
を
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

エ
シ
カ
ル
協
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
７
割
が
エ

シ
カ
ル
消
費
に
関
心
が
あ
る
一
方

で
、
実
際
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
３
割
に

と
ど
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
関
心
」と「
実
践
」に
は
乖
離
が

あ
る
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
市

場
が
大
き
く
な
る
可
能
性
も
感
じ

ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
購
入
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
今
後
は
購
入
し

た
い
」と
回
答
し
た
人
は
、
10
代

で
70
・
３
％
、
20
代
か
ら
60
代
以
上

で
50
％
前
後
に
上
っ
た
の
で
す
。

教
育
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
中
学
校
、２
０
２
２

年
に
は
高
校
の
家
庭
科
の
教
科
書

で「
エ
シ
カ
ル
消
費
」に
つ
い
て

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
学
び
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
エ

シ
カ
ル
が
広
ま
る
段
階
に
入
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

─
一
貫
し
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
取
り
組
ん
で
き
た
サ
ラ
ヤ
の
事

業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま

す
か
。

環
境
や
人
の
た
め
を
思
っ
て
つ

く
っ
た「
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
」の
原

料
で
あ
る
パ
ー
ム
油
が
、
ボ
ル
ネ

オ
の
熱
帯
雨
林
破
壊
や
野
生
生
物

を
傷
付
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

す
ぐ
行
動
に
移
し
ま
し
た
。
実
態

調
査
を
行
っ
た
後
、
日
本
に
籍
を

置
く
企
業
と
し
て
初
め
て
２
０
０
５

年
に
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
に
加
盟
し
ま
し
た
。

更
家
悠
介
社
長
の
著
書
な
ど
を

通
し
て
、
こ
う
し
た
背
景
と
真
摯

に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

知
り
、
信
頼
で
き
る
企
業
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

製
品
に
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
パ
ー

ム
油
を
取
得
し
、
消
費
者
に
エ
シ

カ
ル
な
商
品
を
届
け
て
い
ま
す
。

普
通
の
ス
ー
パ
ー
で
も
買
え
ま
す

し
、
私
も
洗
濯
洗
剤
や
食
器
用
洗

剤
な
ど
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
シ
リ
ー
ズ

を
愛
用
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
陥
り
、
消
毒

剤
な
ど「
衛
生
」に
携
わ
る
サ
ラ

ヤ
は
、
ま
す
ま
す
世
界
に
必
要
と

さ
れ
る
企
業
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
を
代
表
す
る

エ
シ
カ
ル
な
企
業
と
し
て
、
ぜ
ひ

リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

２
０
１
２
年
に
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ブ
ラ
ン

ド「
ピ
ー
プ
ル
ツ
リ
ー
」の
生
産
者
を
訪
ね
た

�

Ⓒ
一
般
社
団
法
人
エ
シ
カ
ル
協
会
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